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        　　一．翔と優

        　

        　

        　綺麗な肌だ。

        　時枝ときえだ翔かけるは目の前にある滑らかで白い肌を見ながら、羨望に近い思いを抱えていた。それと同時に、目の前で膨らんだりへこんだりする腹が愛おしい。

        「かけるぅ……イク……」

        　青葉あおば優ゆうの甘くねっとりとした声が聞こえてくる。翔は咥えていた優のペニスを舌全体でねっとりと舐め上げた後、舌先で裏筋をチロチロと刺激し、頬を窄めて吸引をしながら、やはり滑らかな優の腿を撫でた。

        「口……に……出ちゃう」

        　翔は無言で頷くと、ペニスに添えていた手の動きを激しくする。すると、口内で熱い迸りが弾けるのを感じた。

        「出す？」

        　ティッシュに手をかけた優の顔を見ながらそれを飲み込むと、優は嬉しそうに笑った。天使のような笑顔だ。長い睫が頬に影を落とす。その目は、落ちてしまうのではないかと思うほど大きくてキラキラしているが、それは顔の中で上手くバランスをとっており、全く不自然ではない。

        　何よりも、悪戯っ子のような好奇心あふれる目は見る者を魅了する。桃色に染まった頬は陶器のように滑らかで、小さな顎と小さな唇は可憐だ。背も１７５センチある翔よりも１０センチ以上低いので、１６０センチちょっとしかないのだろうが、顔が小さく手足も長いため、バランスは悪く無い。むしろ、その背の低さも、ますます優の魅力を引き立てている。外国の少女のように可愛らしい容姿は、しかし女にはない魅力もあった。

        　それは優の性格が、見た目とは裏腹に気が強く、翔などよりもよほど男らしいからだろう。少女の儚い美しさと、少年の逞しさがにじみ出ている優は、オメガとしては完璧な個体だと言っていいだろう。翔が理想とする、オメガの姿そのままだ。

        「ね、次は入れて」

        　翔にぎゅっと抱き着いてきた優が、翔の耳元で次をねだってきた。それに翔は頷いて、優の細いが筋のしっかりとしている体を抱きしめた。

        「顔見たい。いい？」

        　翔が聞くと、優が頷く。翔は優の体をベッドに横たえると、枕元に置かれたディルドを手に取った。

        　優の足を開くと、ヒクつく蕾が見える。翔はそこにディルドを当てると、優に被さり、ゆっくりとそれを入れていった。

        「いい……あっ」

        　優の顔が仰け反る。ビクリビクリと震える体が愛おしいが、それと同時に、酷く惨めになる瞬間でもあった。

        　優とのセックスの時間、いや、セックスと呼べるかは分からないが、この時間は何よりも優を愛おしいと思いながらも、何よりも自身を嫌悪する時間でもあるのだ。

        「ねぇ、動かして。俺のケツマンコのいいところに当ててよ」

        　卑猥な言葉で優が誘ってくる。翔はそれにゴクリと唾を飲み込むと、優の体中にキスをしながら、手を動かした。

        　優の好きなところは知り尽くしている。優の乳首に愛撫をしながらディルドの出入りをする後孔を見ると、そこは艶めかしくディルドを咥え込み、懸命に快楽を貪っているように見えた。

        　ヌメリと光るディルドは、優の愛液で濡れそぼっている。翔はオメガの見せる痴態に羨望を感じながら、懸命に優を追い詰めていった。

        「いぃ……！　あぁん……イク、イク……！」

        　優が大きな声でよがり声を上げ、体を小刻みに痙攣させ始めた。翔はその体をぎゅっと抱きしめながら、何度もキスをする。

        　発情期のオメガの性欲には底がない。優は抑制剤を飲んでいるが、それでも、普段のときの何倍もそれを欲しがるので、優が満足する頃には、翔の体も疲れきっていた。

        「満足した？」

        　翔はベッドに腰掛け、ベッドにぐったりと横たわっている優の髪の毛を撫でながら聞いた。優は頷くと、翔の手をとって、ぎゅっと手を抱きしめてくる。

        「うん……」

        　嘘だ。満足などできていないだろう。オメガの発情が止まるのは、アルファのフェロモンを嗅ぎながらセックスをしたときだけであり、同時に、真に満足できるのも、アルファのフェロモンを嗅ぎながらのセックスだけだ。

        「俺がアルファだったらな。せめてベータだったら良かったのに」

        　優が翔の言葉に、クスリと笑う。目が意地悪くに光ったのがわかった。それに、翔は言わなければ良かったと後悔する。

        「ベータでも意味ないよ。勃たないんだからさ」

        　やはり言われたと思って苦笑する。翔が優に抱えている罪悪感や劣等感の一因には、己がオメガだということだけではなく、もうずっと翔が不能だということがあるのだ。

        「ごめんごめん。意地悪言っちゃったね」

        　優は起き上がると、笑いながら翔の肩にまとわりついてくる。それに、翔も苦笑した。

        「でもさ、俺だって空しいよ。興奮してない相手に俺一人で興奮してさ。わかる？　俺の惨めな気持ち」

        「わかってる。ごめんね」

        　翔の言葉に優はにっこりと笑うと、翔の腿に跨がってきて、ゆっくりと口づけてくる。そして、そのまま翔をベッドに押し倒してきた。

        「だからさ、ここ、俺に触らせてよ」

        　優の手が足の間に入り込んできて、後ろを探ってきた。それに、翔は慌てて優を制する。

        「駄目だ」

        「なんで」

        「いや、俺、優みたいに濡れないしって、何回も言ってるだろ」

        「うん。何回も聞いた。でも、関係ないよ。オメガじゃない男だって、ネコやってる奴なんていっぱいいるだろ」

        「でも、ほら、俺、た、たたないし」

        　声が小さくなる。もう何年もそうだが、自分で言葉に出すのは己の不具合を認めるようで躊躇してしまう。しかし、そんな翔の気持ちなど気にもせずに、優は続けた。

        「大丈夫。出さなくてもイケるから。ドライでイクの、気持ちいいよ」

        　優が再度翔の後ろを探ってくるのに、慌てて翔は立ちあがった。

        「ごめん。俺、ごめん……」

        　小さな声で謝罪をすると、背後から優の大きなため息が聞こえてきた。

        　何度となく交わされた会話に、優も呆れているのだろう。優は、誰もが振り返るような魅力的な男でオメガだ。出来損ないの翔とはまるで違う。

        　出来損ない。それは家族にも何度となく言われた言葉だ。余計なことを思い出したと、暗雲とした気持ちになった。翔の家は、優秀なアルファを多く輩出している家柄だ。昔は沢山の土地を持った地主であり、今はその土地を活用したアパート経営や、土木事業を行っている名家である。

        　その中でオメガとして生まれてきた翔の役割はただ一つ、優秀なアルファと番い、時枝の家をさらに繁栄させることだった。

        　幼い頃はそれに何の疑問も持たなかった。家族も、貴重なオメガの翔を大切にしてくれ、愛情にも物にも何不自由ない生活を送っていたのだ。

        　そんな翔の人生がつまずき始めたのは、翔が小学校五年生になったころだ。

        　まず、身長が急激に伸び始めた。小学校五年生で百六十センチを超え、それは中学生になっても止まらなかった。

        「大きなオメガだなんて……」

        　ある日母がそう言った。

        「顔も随分男っぽくなったな。まぁいい。発情期が来れば、引く手あまただろう。多少不格好でも構わない。発情期が来て、十五になったら社交界デビューだ。早く相手を見つけるぞ」

        　ある日父がそう言った。

        　確かに翔は、思春期を迎えても他のオメガとは違い可愛さというものはなく、オメガの割には高い背と、男らしい顔つきを持っていた。

        　人からは綺麗な顔、イケメンだと褒められたが、それはあくまでもベータの価値観であり、アルファばかりの時枝家では価値あるものではない。

        　それでも、いつか発情期が来ればと思っていた。そうしれば、自分にも価値が生まれる。オメガはアルファの三割程度、全人類の人口の５％以下しか存在しない希少な存在であり、オメガを番にすることでアルファのステータスは上がるのだ。こんなオメガでも価値はあるはずだと信じていた。

        　もっとも、アルファがオメガを求めるのは、最高の快楽を得られるからにすぎない。それでも翔は構わなかった。幼い頃から己の価値はアルファに嫁ぐことだと教育されてきたのだ。その考えを簡単に変えられるわけはなかった。

        　しかし、十五になっても、翔に発情期が来ることはなかった。十六になり病院に連れて行かれ、ホルモン治療を受けた結果、初めての発情期を迎えたが、一度来ただけで二度と来る事はなく、そんなオメガに貰い手はないだろうと、家族には完全に見捨てられた。

        　そして、それに追い打ちをかけるように、勃起不全になった。恐らく精神的なものだろう。翔は、オメガとしても、男としても存在価値はなくなったのだ。

        　そんな翔を、両親も、兄も、いない者として扱うようになった。翔は居場所のなくなった家から出るために、懸命に勉強をし、大学入学と共に上京をした。

        　一方、優は翔とはまるで違う。同じ高校に通っていた優を初めて見たとき、翔は衝撃的であった。

        　とにかく可愛かった。男も女も、優を可愛いと言い、その可愛さは違う学校の生徒が見に来ることもあったくらいだ。狭い田舎では、優は有名人だった。

        　そんな優は、翔と一緒にいるために東京まで来てくれ、一緒に住んでくれている。優の家は母子家庭であり、大学に行くほどの金はなかったため、優は大学には行かずに働いていた。

        　オメガなので働き先を見つけるのも一苦労であり、今はオメガ専用のキャバクラで働いているのだが、優はそんな場所で働くような人間ではない。優秀なアルファと番うこともできるだろうし、そうでなくとも、もっと相応しい相手がいるはずだ。こんな出来損ないのオメガといる必要は無いのだ。

        「別れようか」

        　翔が小さな声で呟く。優がどんな顔をしているのか見ることができなかった。

        「優はさ、もっとちゃんとした相手見つけられる。なんで俺といるのか分からない」

        　自分以外といた方がいいとは何回か言った事があるが、はっきり別れようと言ったのは初めてであった。きっと優はいつものようにため息をつき、いいよ、と言うと翔は思っていた。

        「なんで！」

        　しかし、優の反応は違った。優は後ろから翔に抱きついてくると、腹に手を回してきて、ぎゅっと力を込めてきた。

        「そんな事言うなよ。なんでそんなこと……」

        「俺は、優を抱く事も、優に抱かれる事もできない。呆れられて当然だし、これ以上優を縛り付けたくない」

        「な、何言ってんだよ。ごめん。言い過ぎた。俺は翔がいい。翔と一緒にいたい。別れるなんて言うな」

        　優の声が弱々しいのに、翔は内心で驚いていた。こんなに縋られるとは思っていなかったのだ。

        　翔が振り返って優の顔を見下ろすと、優は泣きそうな顔で見上げてきた。

        「俺のこと、好き？」

        　翔が小さく不安げな声で聞くと、優は何度も頷いた。

        「好き。好きだよ。大好きだ。別にいいよ。翔がアルファじゃなくても、セックスができなくてもいい。そばにいろよ、なぁ」

        　翔はそれに笑うと、嬉しくて優の体を抱きしめキスをした。

        　柔らかな唇が翔にこたえてくれる。優に愛されているのが嬉しかった。自分を必要としてくれるのは、きっと優だけだ。そう思うのと同時に、罪悪感が湧いてくる。

        　優が大好きだ。しかし、優とセックスができない。いや、本音で言うと、優とセックスがしたいとは思わないのだ。

        　それは、翔が不能だからというだけではなく、恐らく翔の心の中に、優をただ、大事にしたい。穢したくないという気持ちがあるからかもしれない。優は翔にとって、何よりの憧れであったのだ。

        「ご飯食べようか。何食べたい？ 俺が作るよ」

        　翔が聞くと、優は安心したように笑った。

        　あぁ、可愛い。誰よりも愛しい笑顔だ。

        　翔はその笑顔が嬉しくて、もう一度優にキスをした。

        


    

    
        　　　二．新入生

        　　 

        　

        　翔かけるは多摩川の自転車ロードで、新入生歓迎会の参加者名簿を見ていた。

        「新入生は十五人？　多い方かな」

        　翔と同じ三年生の健けん太たが、それに頷いた。

        「そうだな。入ってくれるといいけどな」

        　翔の所属する自転車サークルは、部活ではないが活動はストイックに行っている。飲み会が目的のような生徒には向いていないサークルだ。新入生歓迎会も飲み会ではなく、実際に五十キロメートルほど自転車で走るということを行っていた。そのため参加者は少ないが、冷やかしで来るような人間はおらず、着実な勧誘方法ではあった。

        「おはようございます」

        　声がして振り返ると、そこには背の高い男が、ヘルメットを外して立っていた。今回参加する新入生だ。

        「一年生？」

        　健太が聞くと、男は頷いた。

        「はい。真々田ままだ直樹なおきです」

        　男は人好きのする笑顔で名前を名乗った。

        「おぉ、イケメンだな」

        　健太が威圧されたように、掠れた声で言った。その言葉に翔は内心で同意する。すらりと高い背は翔よりも十センチほど高い。百八十センチは優に越えるだろう。

        　まだ幼さが残る部分もあるが、整った顔は男らしく、その逞しい体躯も相まって、雄を感じさせる。髪型は短めで爽やかだ。そして何よりも強く感じるアルファの匂い。優が、皆が求めるオメガの理想型だとすれば、この男はアルファの理想型だと思った。しかし、その強烈なアルファの匂いに反して、その目はアーモンドの形で、優しい雰囲気を醸し出している。

        　直樹が翔の方を見て、顔を緩めた。優しい笑顔だ。翔はどうしていいか分からず健太を見たが、いつもは饒舌な男が直樹の迫力のせいか黙ったままだ。

        　健太はベータであるため、家族にアルファがいる翔とは違いアルファへの免疫は少ない。もっとも、翔の通う大学はトップクラスの大学であり、アルファが多く在籍しているために今更アルファなど珍しくもないはずだ。それでも、ここまで存在感のあるアルファは中々いないので、気後れしてしまっているのだろう。仕方なく、翔が口を開けた。

        「俺は時枝ときえだ。こいつは木村。他にもあと３人、メンバーが来るから」

        「五人だけですか？　少ないですね」

        「大人数で走るのは迷惑だから。それに、自転車持ってない人には、メンバーが自転車貸したりもするからね」

        「へー。でも愛車ですよね。普通は貸したくないんじゃないですか」

        「普通はな。ロードバイクは繊細だし嫌だよ。でも、うちは気がいい奴が多いんだ」

        　さりげなくサークルの宣伝をすると、直樹は興味深そうに聞いてくれている。アルファにしては聞き上手だと思い、翔は少しだけ気が良くなった。

        「今日は二手に分かれて走る。ロングライドの経験は？　何キロくらい走った事ある？」

        　直樹の持っている、白いロードバイクを見ながら聞く。直樹の自転車は綺麗に光っており、新品だという事が分かった。

        「ありません。実は、ロードバイクはほとんど初心者です」

        　エヘヘと笑う直樹に、翔は苦笑した。

        「そっか。まぁ、高校生でロード乗ってる方が珍しいからな。今日はスピード抑えるけど、辛かったら言って」

        「はい」

        　嬉しそうに、満面の笑みを浮かべた直樹に、あまりあるアルファの存在感がふっと消えた。優しく、空気を和やかにする笑顔だ。その笑顔は一気に翔の心を開いた。

        　もっとも、少し話しただけでは本当の性格などわからない。しかし、少なくとも、翔の家族とは違うというのはわかる。

        　翔の家族は高圧的で傲慢だ。いや、家族だけではない。翔の知っている多くのアルファがそうであった。彼等は大抵が初対面から高圧的な態度である。しかし、この男はそれとは違うと思った。

        　メンバーが集まるまで、翔は直樹としばらく雑談をした。翔はそれほど話がうまいわけではないが、直樹は上手く誘導をしてくれる。相手が年下だから気楽なのかもしれないが、それでも、初対面でリラックスをして話せるのは珍しいと思った。

        「全員集まったな」

        　大学で集合してから来たグループが到着し、全員が集まると、経験者グループと経験がないグループとで別れた。なぜか直樹は経験者のグループに来る。

        「真々田君は未経験者のグループに行った方がいいよ」

        　翔が言うと、直紀は首を振った。

        「大丈夫です。練習で毎日乗ってたし、体力はありますから」

        　アルファなので、運動能力は高いのだろうとは思ったが、それにしても無謀だ。止めた方がいいと思って、どう説得した方がいいか考える。

        　未経験者のグループは多摩川サイクルロードを二十五キロメートル走ったところで折り返して帰ってくる。往復で五十キロメートルだ。速度は時速二十キロから場合によっては二十五キロである。初心者にはきつい距離と速度だが、簡単なようでは新入生歓迎会の意味がない。きついことをやり遂げたときの快楽を経験してもらうことにより、入会を促すのが目的なのだ。

        　翔もその策にはまってしまった一人だ。今までオメガという性のため、運動は苦手であり避けていたのだが、きついことをやり遂げた達成感と、努力をすればオメガでもある程度の速さと距離を走れるようになることを知り、すっかりはまってしまったのである。

        　一方、経験者のグループは往復で八十キロメートルほど走る。速さも時速三十キロ強で走る予定なので、多摩川河川敷ではなく一般道を走るのだ。初心者にはきついだろう。体力云々以前に、尻が痛くて耐えられなくなるはずだ。

        「真々田君には入会してほしいから、できればあっちに行ってほしい」

        　翔がぽつりと呟くと、直樹が翔の顔を見て笑った。

        「本当ですか？」

        　翔は誤解されないように、慌てて言葉を続けた。

        「そりゃあサークルメンバーは多い方が良いよ。でも、経験者チームのライドはきついから嫌にならないか心配だ。靴もビンディング履いてないし、止めた方がいいと思うよ」

        　ビンディングシューズは、ロードバイクのペダルに固定できる靴だ。これを履くと、押す力だけではなく、引く力も使えるため、より速く走ることができるが、ロードバイクに乗り慣れていない人間が履くと危険である。

        「でも、時枝さんは経験者チームですよね。だったら俺もそっちがいいです」

        「え？」

        　何を言い出すのかと思っていると、直樹がじっと翔を見てきた。その視線が、どうもおかしい。熱を持っているように感じて、咄嗟に翔は視線をそらした。

        　オメガだとばれたのか。いや、オメガはアルファを匂いでわかるが、アルファは発情期以外のオメガを匂いで判別することはできない。

        　優がよく言っていた言葉を思い出す。オメガがアルファを選別するからこそ匂いがわかるのに、アルファは勘違いしていると言っていた。そのとおりだと翔も思うのだが、それでも、本当に全てのアルファがオメガの匂いを分からないのか不安になった。

        　しかしすぐに、もしオメガだということがバレたとしても、直樹のようなアルファが自分などに惹かれるわけはないと思い直す。直樹のような男は、もっと魅力的なオメガを望むだろう。

        　そもそも自分は、オメガのフェロモンもろくに出せない不具合品だ。オメガの匂いなど出ているわけはないし、出ていても、これほどのフェロモンを持つアルファがこんなオメガを気にかけるわけはない。とんだ自惚れだと自嘲した。

        「車道を飛ばすし危ない。許可できないよ」

        「なら、時枝さんが初心者チームに来て下さい」

        「は？」

        「俺は、時枝さんと走ってみたいんです」

        　柔らかな言い方だが、譲る気配はない。意志が強いのか我が儘なのかわからないと思って、翔は笑った。

        「アルファらしさがようやく出たな」

        　直樹は翔の言葉に、きょとんとした顔をした。

        「俺がアルファだって言いましたっけ？」

        　翔は直樹の言葉に、慌てて言葉を返した。

        「どっからどう見ても、真々田君はアルファだよ」

        「そうですか？」

        　直樹はあまり気にしていない様子だ。それに翔は安堵する。

        　翔は自分がオメガだとは公言していない。隠してはいないが、わざわざそんな事を聞いてくる人間もいないからだ。

        　アルファかどうかは気にすることはあっても、まさかオメガがいるとは皆思っていない。それは、大学のような場所にオメガがいる可能性が少ないからだ。

        　オメガは、大抵が裕福な家の子どもである。そういった家の子どもは、初めての発情期を迎えると、多くが通学せずに家庭学習に切り替える。そして社交界で見初められるか、紹介や見合いによって番を見つけて家を出て行くのだ。

        　勿論、そうでないオメガもいるが、そういったオメガは少なく、それこそ、名門大学では０．１％程度だろう。そしてこれは、オメガの知能が劣っているからとも言えた。

        　もっとも翔が知る限りは、オメガの知能が特に劣っているなどはない。しかし、発情抑制剤は万能ではなく、通学をしていても人によっては発情期に学校を休む必要が出るし、親がオメガに施す教育に差があるのが実情だ。結果論として大学進学率が少ないオメガは知能が劣っているという話になるのだろう。

        「健太、コース変更しよう」

        　翔は健太に、コースを変更する提案をした。アルファは良くも悪くも意志が強く、負けず嫌いで頑固だ。自分のやりたいことをやり通すための努力を惜しまない人間が多い。だからこそ優れているとも言えるのだが、考えを変えさせるには、それなりの労力が必要になる。ここで押し問答を続けるよりも、他の提案をした方が早いと思ったのだ。

        「多摩湖を二周して帰って来ないか。あそこは坂がきついから、距離が短くても走った満足感は得られる。どう？」

        　健太は直樹をチラリと見ると、頷いた。

        「そうだな。目的は新入生勧誘だ。無理してもしょうがないしな」

        「悪いな」

        「いや、お前悪く無いだろ」

        　健太の了承を得たため、翔は直樹に向けて親指を立てた。

        「きつかったら無理するなよ。俺が最後尾を走るからその前を走るといい。手信号はわかるか」

        「はい。ちゃんと勉強してきました。走るときのルールもネットとか、本で読んでいます」

        　さすが真面目だと思って、翔は笑う。

        「じゃあ、何かあったらすぐに止まる合図して。絶対に無理しちゃ駄目だぞ。俺が一緒にいてやるから、心配するな。一番怖いのは怪我とか事故だから」

        　直樹はじっと翔の顔を見てくる。

        「何？」

        「いや、置いていくって言わないんだなって。優しいですね、翔さん」

        　急に名前を呼ばれてドキリとする。名前言ったっけと思いながら、社交的な人間はこういうものなのだろうと自分を納得させた。人付き合いが苦手な翔には、これが普通なのかは判断できなかったのだ。

        　健太を先頭に、新入生が３人並び、一番後ろに翔がついた。まずはウォーミングアップがてら、ロードバイクは緩やかな速度で進んでいく。

        　前を走る直樹は、やけに歩道側によって走っており、それが気になった翔は後ろを振り返って車が来ていないことを確認すると、直樹を抜いて前に出て、手で止まれの合図を送る。

        　歩道に上がるように指示をすると、足首を捻ってビンディングシューズをペダルから外し、直樹に話しかけた。

        「何でそんなに歩道側走ってんの？」

        「車の邪魔にならないようにって」

        　初心者にありがちな考えだと思いながら、翔はそっか、と言った。

        「そういう心がけは大事だけどさ、あまり端を走ると、タイヤが排水溝のグレーチングの溝にはまるぞ。ちょうど幅がロードのタイヤの太さに合うんだ」

        「はまっても乗り越えて走れますよね？」

        「いや、下手するとパンクするぞ。タイヤ細いから、ロードは段差乗り上げるだけでパンクするんだよ。それだけじゃなくて、スリップしたらバランス崩すから危ないし、よけたりしたら急に車道に飛び出すことになるから、その方が危ない。意外に自転車って車から見えないから、はっきりと目視ししてもらうためにも、もっと車道側走れ」

        「はい」

        「車が近く通るのって不安だよな。でも、心配するなって。俺が真々田君よりも車道側に出ておくから、車と接触はしないよ」

        　直樹は翔の言葉に、少し顔をしかめた。

        「でもそれじゃ、翔さんが危ないですよね」

        　翔はそれに破顔すると、直樹の背中を軽く叩いた。

        「馬鹿だなぁ。真々田君を安全に連れて行くのが俺の仕事。余計な事考えるなって」

        　直樹はきょとんと顔をしたあと、今までとはまた違う、弱気な顔をしてみせた。

        「すいません。俺が無理言わなければ……」

        「今更何言ってんだよ。いいから行くよ」

        　直樹の背中を叩くと、直樹は頷いてロードバイクに跨がり漕ぎはじめた。

        　多摩湖に続く道は長い坂が続く。坂道をロードバイクで登るのは、まだ直樹には辛いだろう。立ち漕ぎのダンシングも上手くできないだろうし、ハンドルのポジショニングもよく分かっていないはずだ。

        　しかし直樹はよろつきながらも、休憩をとらずに登り切る。途中多摩湖で休憩を取ったときは疲れて話したくも無いといった様子だったが、それでもやめるとは言わずに、その日を走り終えた。

        「お疲れ様。頑張ったな」

        　多摩川まで戻ると、直樹は自転車を置いて階段に座った。翔は直樹の自転車のボトルケージからボトルを取り外すと、それを直樹に渡しその隣に座る。

        「疲れました。こんなに疲れたの久しぶりです。でも、悔しいです。翔さん全然平気そうですよね。体力には自信あったのに」

        　翔はそれに苦笑した。

        「よくついてきたよ。俺なんて初めて乗ったとき、女の子にも負けたからね。でも、すぐに慣れるよ」

        「はい」

        　翔は多くのオメガ同様、運動が得意ではなかった。男女の違いほどではないが、どうしたって肉体的な性差はあるため、オメガである限りそれは仕方がないと諦めていた。

        　しかし、興味本位で体験したロードバイクは、さほど運動神経を必要とせず自分のペースで走れるため、趣味としてやるにはちょうど良かった。

        　そして、練習をすればするほど、速く走れるようにもなり、乗る距離も伸びていく。翔は乗り始めてから半年もたたないうちに、ロードバイクに夢中になったのだった。きっとアルファの直樹なら、翔以上に上達するだろう。

        　満面の笑みで笑った直樹の顔には疲労が浮かんでいたが、それでも日の光に照らされて、とても綺麗だ。こいつが入ってきてくれればいいな。翔はそう思った。

        　そして、そう思う自分に珍しいとも思った。誰かを乞う事など、優以来だ。人は好きだし、友人は大事だが、それでも自信のなさからあえて誰かを求めることはしなかった。しかし、今日会ったばかりの男と、近づけたらいいと思っている自分がいる。

        　恐らくそれは、この男が人を惹きつける強烈な魅力があるからだ。翔はそう思って、直樹から視線を外し、正面を見た。

        「でも、うちはサークルだからさ、真剣にやるなら部活もあるからそっち入った方が良いよ」

        　直樹がじっと翔の顔を見てきて、首を傾げた。

        「でも、翔さんは部活には入ってないんですよね」

        「そうだな。部活となると、毎日練習だから、バイトとか、勉強とか、他にやることがある奴はこっちに入るんだよ。サークル活動なら休日や空いてる時間に走るくらいだし、俺にはちょうどいい」

        　翔は仕送りを貰ってはいたが、それでも大した額を貰っているわけではない。兄達が大学に行っていたときには、バイトせずとも十分に遊べるだけの額を送って貰っていたはずだが、翔が貰っているのは家賃と光熱費が払える程度だ。翔には手をかける価値がないということなのだろう。それでも、仕送りなしで奨学金を貰って、バイトの給料で暮らしている人間もいるのだから、恵まれてはいる。

        「真々田君は、バイトとかしなくても大丈夫な人だろ」

        「何でそう思うんですか？」

        「ＴＲＥＫのカーボンなんて、いくらだよ。百万越えてるだろ」

        　ウェアやその他の備品も、メーカー品の良い物だ。さすがにそこまで言ったら卑しいので言わないが、ロードバイクに詳しい人間なら、直樹が金持ちだとはすぐにわかるだろう。

        「初心者なので、良いやつがいいかなって思って」

        　困ったように笑う直樹の肩を、翔はばんと叩いた。

        「悪い。嫌味とかじゃないよ。ただ、これだけいい自転車持ってて、良い体してるし、根性もある。きっと、凄い伸びるよ」

        「いや、俺はここがいいです」

        　直樹の言葉に、翔は直樹の顔を見た。

        「本当に？　嬉しいな。まぁ、毎日部活もかったるいし、大学生活満喫したいよな。でも、うちは体育会系ではあるよ。女の子も少ないし、飲みもそんなにないから、女の子と出会いたいなら、もう一個の自転車サークル入った方が良いよ」

        「いえ、俺はこここがいいんです」

        　それに翔は嬉しくなって、照れ笑いをした。

        「俺はこのサークルが大事なんだ。だからそう言われると嬉しい」

        　直樹はじっと翔の顔を見てきた。その目は、先ほど感じた熱を含んでいた。

        　これがこいつの癖なのか。こんな目で見られたら、女なら勘違いするだろうし、男でもすぐにその気になるはずだ。わざわざ飲み会などいかなくても、相手には不自由しないだろう。出会いのためなどと、馬鹿なことを言ったと思いながら、その視線から顔を背けた。

        　河川敷のグラウンドでは、小学生が野球をしていた。可愛い声が響いている。子どもの頃、サッカーか野球がやりたかったのに、怪我をしたら大変だと反対されたのを思い出した。

        　翔の売値が下がるのを憂慮したのだろう。あの頃は歪いびつだとしても、まだ今よりも価値があり、未来があったのだ。

        「野球したことある？」

        「俺はサッカーの方でした」

        「何年くらい？　強かった？」

        「小学校一年生からずっと」

        　強かったという問いに答えなかったのは、イエスだからだろう。

        「じゃあ、サッカーと掛け持ち？」

        「いえ、しませんよ」

        「なんで？」

        「自転車、楽しそうだから」

        　直樹はそう言ったが、怪我など、サッカーができない理由が他にあるのかもしれないので、これ以上聞くのはやめた。

        「それに、翔さんがいるから」

        「は？」

        「翔さん、優しいし、美人でしょ」

        「何言ってんだよ。そんなの、初めて言われた」

        　口が上手いと思って苦笑するが、直樹は相変わらずじっと見てくるため、翔は勘違いするなと自分に言い聞かせた。

        「腹減りました。飯、食いに行きませんか？」

        「行きたいけど、ウェアだし、ビンディング履いて店に入ると音うるさいから、今日は止めとく」

        「そうですか」

        　直樹がシュンとした顔をするのに、罪悪感が湧いてくる。ラーメン屋や定食屋であればこの格好でも全く気にしないのだが、これ以上この男といたくないと思い、断ったのだ。

        　それは無意識の防御反応であったが、それがこの男に対する防御反応なのか、己の心へ向けての防御反応なのか、翔には分からなかった。

        「一回集まって解散しようぜ」

        　健太が声をかけてきたので、翔は立ちあがった。

        「来週の金曜日は飲みの歓迎会やるから、良かったら来いよ」

        　直樹に言うと、直樹ははい、と元気よく答えた。その無邪気な笑顔に、翔も笑った。

        　

        ＊

        　

        　翔は朝食用に豆腐とわかめの味噌汁と、卵焼きを作り、大根をおろしてしらすに添えた。切り干し大根を盛って鮭の切り身を焼いたら、出来上がりだ。

        　酒を飲む優のために、朝食は和食を作るようにしている。優は朝食と昼食が一緒になるので、なるべくきちんとした食事を作って上げたいのだ。

        　２ＤＫのアパートは、優と翔の二人の城だ。二つの部屋のうち一つを二人の寝室に、もう一つをリビングとして使っている。

        　広くもないダイニングキッチンには、二人用のダイニングテーブルと棚が置かれているだけだ。広い家で育った翔だが、この狭い空間にいるのは好きであり、授業をとっていない土曜日はゆっくりと過ごせるのが嬉しい。コーヒーを注いで飲みながら、ゆったりと新聞を読んだ。

        「おはよう」

        　眠そうな顔で、優がキッチンに顔を出してくる。まだ八時で起きるのには早い。トイレにでも起きたのだろうか。

        「まだ八時だよ。もう少し寝てれば」

        「いや、起きちゃったから。翔はこれからバイト？」

        　優はダイニングテーブルに座ると、テーブルの上の卵焼きを、ひょいと摘まんで食べた。

        「うん、そろそろ出るよ。今日は夕飯いらない」

        　夕飯は、仕事に出る前に優が作ってくれる。働いているのに申し訳ないと思うのだが、翔が家に帰ると、いつも食事が用意されているのだ。だからこそ、翔も必ず朝食を作る事にしていた。

        「どっか行くの？」

        「サークルの歓迎会」

        「バイトの後に？」

        「そう」

        「最近ずっと、休みなしだよな。一緒にいられる時間、ほとんどない」

        　それに翔は困った顔をする。優は夜の仕事をしているので、翔とは生活の時間帯が違うのだ。お互いが努力しないと、時間が合うことはない。

        「仕方ないよ。俺だって一緒にいたいけど、時間が合わない。日曜日は一緒にいられるだろ」

        「そう？　最近はずっとチャリンコだろ」

        　確かにそうだ。日曜日はお互いが休みの日で、なるべくバイトは入れないようにしていたが、ここ最近はロードバイクで走りに行くのが多かった。

        「ごめん。新年度になって、色々あったから」

        「それに、早く帰れる日もバイトだろ」

        「それは仕方ないよ。稼がないと、生活費が出せない」

        　優は立ちあがると、翔の後ろに立ってぎゅっと抱きしめてきた。

        「翔は、頑張り屋だけどさ、そんなにバイトしなくてもいいよ。働いてばかりで、勉強もしてで、体心配だし。俺、結構稼いでるんだぜ。翔一人くらい、全然余裕で養える」

        　翔はそれに首を振ると、首に回された手をぎゅっと握る。

        　優は何度もそう言ってくれる。その気持ちは嬉しい。しかし、それに甘える訳にはいかない。ただでさえ自分は悠々と大学生活を送っているのが申し訳ないのに、そこまで世話になるわけにはいかなかった。

        「俺は、優と対等でいたいんだ」

        　翔が言うと、優が翔の耳元で、うんと頷いた。

        「俺は、世間知らずで、小さい頃からずっと、アルファに嫁いで、番になって、一生面倒を見て貰うって教えられてきて、それに疑問も抱かなかった。俺はオメガだから当然だって、もしかしたら特別な意識もあったのかな」

        　優が頬を翔の頬にくっつけてくる。温かくて、柔らかくて、気持ちが良い。

        「それなのにさ、突然お前は価値がないって突きつけられて、どうしたらいいか分からなかった。そんなときに優に出会って、俺を受け入れてくれて、俺は俺でいいんだって思った。だから、俺は優と対等でいたい。それに、自分の力でちゃんと生きていたい。て言っても、今はまだ親任せだけどな」

        　そう言って笑うと、優がちゅっと頬にキスをしてきた。

        「翔は偉いな。でも、やっぱり寂しい。もう少しそばにいてよ」

        「そうだね。明日は、一緒にいるようにする」

        「今日の飲み会、気をつけろよ。変な奴につれていかれないようにな」

        　それに、くすりと笑った。

        「俺が？　優じゃあるまいし、全然大丈夫だって」

        　惚れた弱みだろうか。優は何故かよくそんなことを言うのだが、こんな自分を口説く奴などいないだろう。どの性別にとっても魅力などない。男らしさに欠け、かといって優のように可憐でもない。どこまで行っても中途半端で必要の無い人間だ。

        「あぁ、俺がアルファだったらな。そしたらいっぱい匂いつけて牽制できたのに」

        「馬鹿だなぁ。俺なんて誰も気にしないって。第一、アルファの匂いなんてわかるのはオメガだけだよ。牽制になんてならない」

        「そう？　俺みたいな物好きなオメガがいるかもよ。それに匂わなくてもさ、アルファのフェロモンは他の雄を牽制できるんだって」

        「それってベータ相手にだろ。アルファは競争すんの好きだし、人の上に立ちたがるから、他の奴の物、欲しがる奴が多い気がする。アルファが相手なら尚更そうだろうから、逆効果だ」

        「確かにそうだよな。凄いよな。それだけの気力、普通ないよな」

        　優はそういうと、今度は唇にキスをしてきた。柔らかく小さな唇が気持ち良い。うっとりとしていると、舌が差し入れられた。優の後頭部に手をそえると、その舌に己の舌を絡め、しばらくキスを楽しむ。

        「やべぇ、勃っちゃった」

        　優が言うのに翔は申し訳なさそうな顔をすると、ごめんね、バイト行かないとと言った。

        「えー、ここんところ、ずっとしてないよ」

        　不満そうな顔をする優に、翔は苦笑すると椅子から立ちあがった。

        「座って」

        　優がにっこりと笑って翔の首にキスをしてきた。強く吸われて、慌てて体を離す。

        「痕がつく」

        「いいだろ」

        「自分は嫌がるくせに勝手だ」

        「俺は客商売だから仕方ないだろ」

        　翔はため息をつくと、優を椅子に座らせ、スウェットのズボンと下着をずらした。

        　すでにそこは勃ち上がっている。翔はそっと唇でキスをすると、ねっとりと舐め上げた。

        「ン……」

        　白い陰茎は、とても綺麗だ。自分とは違う。優の体はどこもかしこも綺麗で、翔はいつものように、羨望と嫉妬を抱えながら奉仕をした。

        　丁寧に、根元から舐め上げていく。嫉妬を覚えながらも、それ以上に感じるのはこの男への畏敬の念だ。優はこんなに綺麗なのに、自分などを理解してくれ一緒にいてくれる。こんな男は他にはいない。

        「出る……飲んで」

        　翔は頷くと、口内に発射された精液を飲み込んだ。

        「ごめんね。出勤前に」

        「ううん。こっちこそ、いっつも忙しくてごめん。明日は一緒にいよう」

        　そう言ってもう一度キスをすると、うがいをして家を出た。

        　日中はずっとコンビニエンスストアでアルバイトだ。このアルバイトはあまり好きでは無い。店長の要求が高く、おかしな客に対しても、いつも頭を下げなければいけないのだ。

        　そもそも店長は、クレームがあっても、バックヤードから出てきてくれない。どんなに困っても放置だ。一年近く続けているが、優との時間を無駄にしてでもやる仕事ではないと感じていた。

        　アルバイトを終えると、新入生歓迎会が行われている居酒屋に向かう。中に入ると、随分と人が多かった。翔は健太の隣に座ると、あたりを見回す。

        「人、多いな」

        　居酒屋の個室を貸し切って新入生歓迎会を行っているが、所狭しと人がひしめきあっている。例年に比べても人が多かった。

        「多分、あれだよ」

        　健太が顎あごで指した先を見ると、そこには真々田直樹が座っていた。周りには女性が座っている。あぁそういうことかと納得した。

        「こんな事ってあるんだ。ハーレムだ。漫画みたいで凄い」

        　翔はウーロン茶を注文すると、じっと直樹の顔を見た。直樹はニコニコと笑って周りの女性と楽しそうに話している。女性だけでは無い。サークルのメンバーとも話が弾んでいるようだ。

        　翔も話していて楽しかった男だ。人気があるのも当然だろうと思ったが、隣の女が直樹の二の腕に触るのに、内心でムッとした。

        　視線に気がついたのか、直樹が顔を上げた。翔は慌てて視線をそらす。何故ムッとしたのか分からないまま、運ばれてきたウーロン茶を受け取り口にした。

        「翔さん」

        　直樹が名前を呼んだのに、翔は微笑して手を上げる。直樹はグラスを手に持って立ちあがると、翔の所までやって来た。

        「失礼します」

        　ぐいぐいと健太との間に分け入る直樹に、肝が据わっているというか、図々しいというか、とにかく凄いな、と思った。

        「来なかったらどうしようかと思いました」

        　翔は、ご機嫌な様子で笑う直樹のグラスを見た。

        「何飲んでんの？」

        「レモンハイ」

        「未成年だろ」

        「そうですね」

        　少し酔っているのか、顔が赤い。野暮なことを言うつもりはないが、あまり宜しくないと思った。

        「誰かに飲まされた？」

        「いえ、自分から」

        「駄目だよ、ほら」

        　翔は自分のウーロン茶を差し出すと、直樹のレモンハイを口にした。

        「翔さん、真面目なんですね」

        「馬鹿。何かあったらサークルが問題になる」

        　翔は優にアルコールを禁止されていたが、一杯くらいならいいだろう。じっと顔を覗き込んでくる直樹の視線に居心地の悪さを感じながら、もう一度レモンハイに口を付けた。

        「女の子がじっとこっち見てるぞ。戻ってやれよ」

        「翔さんを見てるんじゃないですか」

        「は？　何で俺なんだよ」

        「翔さん、綺麗だから」

        　それに翔は鼻で笑った。

        「お世辞はいいよ。それよりも、うちに来てくれる気になった？」

        「えぇ、勿論」

        「良かった」

        　視線が気まずい。直樹だけではなく、女性の視線も、男性の視線も感じる。翔は直樹の顔をチラリと見て、これだけ魅力ある男は中々いない、仕方がないと思った。

        「凄いですよね、翔さん」

        「何が」

        「同級生が、翔さん見て凄い綺麗な人だって驚いていました」

        「はい？」

        「ほら、今日来ている一年生、半分が翔さん目当て」

        　直樹が指さす方を見ると、固まって座っている新入生がいる。翔が見ると、視線をそらす者、キャッキャと笑っている者、それぞれだ。しかし、それが自分に向けられているとは思えない。

        「何言ってんの。そんなわけないだろ」

        　翔が言うと、健太が身を乗り出して会話に入ってくる。

        「なぁ、イケメンだよな。ずっと言ってんのにさ、何か翔は頑なに認めないの。謙遜もここまでくれば嫌味だって」

        　健太が翔を指して言う。

        「いや、自分でも顔は悪くないって思うけど、どっちつかずって言うか、魅力が無いって言うか、オーラがないって言うか……告白とかされたことないし」

        　声が小さくなっていく。健太はそれに笑った。

        「確かにオーラないよな。大人しいし、飲みとかも滅多に来ないし。あとは気後れするんじゃねぇの。近づきがたい印象」

        「そうかな」

        　翔が苦笑いをすると、直樹がうんうんと頷いた。

        「今まで誰にも迫られたこと無いんですか？　本当に？」

        「うん、本当」

        「じゃあ、俺が最初だ」

        「は？」

        　何を言い出すのかと思っていると、相変わらずニコニコ笑っている直樹がいる。人好きのする邪気の無い笑顔だが、その笑顔の奧に、淫猥な匂いを感じとった。翔は体の奥底で得体の知れない獣が目覚めるような感覚を覚え、あわてて目をそらす。

        　何だろうか、この感覚は。先日のツーリングの時にも感じた不穏でざわつく感情を、翔は無理矢理に飲み込んだ。

        「からかうなって。俺、そういう冗談、嫌いだから」

        「冗談じゃ無いですよ」

        「真々田君みたいなハイスペックに言われても……」

        「その通り。俺、ハイスペックですよ。顔も悪くないし、背も高い。頭もいいよ。実家は製薬会社で金はあるし、将来性もばっちり」

        　会話を聞いていた健太は呆然とした顔をすると、おいおい、と呟いた。

        「マジ口説きかよ。すげぇ嫌味だけど、怒る気にならならないのが凄い」

        　翔は、一体何が目的なのかを探るように直樹の目を見た。そこにはじっと見つめてくる目がある。優しいが、情熱的にも見える。いや、それは気のせいか。

        　目的などないのか。ただのアルファの気まぐれか、それとも、男をひれ伏したいという欲望なのか。もしくは、優のオメガの匂いに惹かれているのかもしれない。

        　あぁ、そうか。ほぼ初対面でこんな風に口説かれるなど、それ以外に考えられない。そう思いながら、作り笑いをした。

        「お断りします。俺、可愛い女の子がいい」

        「えー」

        　がっかりとした顔の直樹は、どこか冗談じみている。やはりからかわれているのだと思っていると、はいはい、と元気よく手が上がった。

        「じゃあ、私はどうでしょうか！」

        　酔っているのか、新入生の女の子が前のめりになってそう言ってきた。良く聞いていたなと思うと、他でも、俺も、とか私も、とかの声が上がる。

        「あー、もう。勇気の無かったへたれが、勢いづいた……」

        　直樹が言うのに、何を言っているのだと思った。皆酔いすぎている。

        　結局直樹は、他の人間に腕を取られそのまま連れて行かれると、他の席で酒を勧められて飲みはじめた。止めようかと思ったが、これ以上直樹に変な事を言われるのも疲れると思ってやめた。

        　一次会が終わり外に出ると、いつの間にか隣に来ている直樹が、翔の肩に絡んでくる。

        「酔っ払っちゃいました」

        「おいおい、だから言っただろ」

        「家まで送ってくださーい」

        「家、知らないよ」

        「翔さんはどこに住んでるの？」

        　酒の匂いに混じって、アルファの匂いが漂ってくる。それは、今まで嗅いだことのあるどのアルファとも違っていて、堪らない芳香だ。翔はその匂いにおかしな気持ちになってくるのを感じた。

        　発情もできない出来損ないのくせに、アルファの匂いに反応しているのか。そんな権利も無いのに、と翔は思ったが、直樹の体温とその匂いが心地よくて、思わず肩に回された直樹の腕をぎゅっと掴んだ。

        「清田駅。わかる？」

        「え、本当？　俺もです。どこらへんですか？」

        「北口から十分くらい歩いたところ。南通りのそば」

        「俺は北口の駅前のマンションです。滅茶苦茶近いじゃ無いですか」

        　そう言うと、直樹はがしりと翔の肩を掴み、翔の体を引きずるように歩き出した。

        「おい、酔っ払い。何してんだよ」

        「タクシーで帰りましょう」

        「え？」

        　直樹は通りかかったタクシーを止めると、強引に翔の体をタクシーに詰め込んで、自分も乗った。

        「清田駅まで」

        「はい」

        　直樹はしれっとタクシーの運転手に行き先を告げると、翔の顔を見てきた。

        「駄目ですよ、こんな簡単にお持ち帰りされたら。ちょろすぎます」

        「は？」

        　強引に連れてきておいて、何を言っているのだろうかと顔をしかめるが、直樹は上機嫌だった。

        「明日は来るんですか？」

        「明日？」

        「サークルでツーリング行きますよね」

        「明日は行かないかな」

        「えー、じゃあ来週は？」

        「分からない」

        　直樹は拗ねた顔をしてみせると、大きくため息を吐いた。

        「折角サークルに入ったのに、全然翔さんと会えないじゃないですか」

        「悪いな。バイトで忙しいんだよ。真々田君みたいにリッチじゃないの」

        「何のバイトしてるんですか」

        「コンビニと居酒屋」

        「時給いくらですか」

        「九〇〇円と一〇〇〇円」

        「一ヶ月どれくらい働いているんですか」

        　何だかやけに食いついてくるなと思いながら、翔は答えた。

        「居酒屋は週三で一日五時間くらい。コンビニは土曜日七時間、水曜日五時間くらいかな」

        「ということは一ヶ月九万くらい？」

        　直樹は言いながら、驚いた顔をした。

        「何だよ」

        「それだけ働いて、それだけ？」

        　直樹の驚きの原因を知って、翔は苦笑する。普通なら嫌味に聞こえるだろう言葉も、この男なら仕方がないと思える。人懐こくて、犬のような雰囲気が憎めないのだ。

        「そう。それだけ。でも、それが普通なの」

        「ふーん。楽しいですか」

        「いや、楽しいかって言われると何とも言えない。やっぱ働くのは面倒臭いよ。居酒屋は人間関係もいいし、個人経営だからお客さんも良い人多いんだよね。でもコンビニは正直やめようかなって思ってる」

        「やめちゃえばいいのに。もっと割のいい仕事、紹介しましょうか」

        　さすがにその言い草には腹が立って顔をしかめた。

        「やめろよ、そういう言い方するの。金持ちなのはわかったけどさ、言われた方がどういう気持ちになるのか考えろ」

        　翔の言葉に、直樹は表情を変えた。気まずさと不安が混じった顔だった。

        「ごめんなさい」

        　小さな声で直樹が呟く。怒られた子どものようで、案外素直だと思った。

        「いや、そんな顔されると、気まずいだろ。でも、皆が皆、真々田君みたいに裕福じゃないんだよ。高校はいい学校だったの？」

        「いい学校かは分かりませんが、瑞穂学園です」

        「あぁ、ほとんどがアルファの学校ね。お坊ちゃまばかりだ。それなら一般家庭がわからなくても仕方ないけど、大学には色んな奴がいるんだよ。俺よりももっと大変な奴も沢山いる。だから、言い方には気をつけた方がいい。真々田君が世間知らずの間抜けだと思われるだけならまだいいけど、下手したら嫌われるぞ」

        「はい」

        　直樹はしゅんとした様子で頷いた後、じっと翔の顔を見てくる。怒られたというのに、翔を見る目からは負の感情は読み取れなかった。

        「翔さんって、思った以上にぐっときますね」

        「は？」

        「勿論自分が恵まれているなんて、わかっていました。でも、俺が融通してあげるとみんな喜ぶし、俺のバックボーンを知れば、すぐに好きになってくれました」

        　翔はそれに、なんと答えていいか分からずに、ただ聞いていた。

        「でも、翔さんは全然そんなの気にかけないし、逆に怒られちゃうし。でも、俺は馬鹿にしてるとかじゃなくて、ただ、翔さんに喜んで欲しかっただけなんです」

        「わかってるよ」

        　翔はぽつりと呟いた。

        「俺もさ、真々田君ほどじゃないけど、地元ではそれなりの家だったんだ。みんなからは時枝の子どもだって言われて、親がうちの会社で働いている子とかもいたから、必要以上に距離置かれたり、媚び売ってこられたりとかしてた。小学校のときはいいけど、中学校になると特にそうで、高校行くまで本当の友達ってできなかった」

        　今まで優にも話したことのなかったことを、翔は直樹に話した。オメガとしての悩みを言うことはあっても、こんな悩みは優には話しにくい。そうかといって、知り合って間もない年下に何を話しているのだとも思う。

        「そっか」

        「そう」

        　直樹が手を握ってきたのに、翔は驚く。しかしその手には慰め以外の物を感じる事はできなくて、これは直樹なりの優しさなのだと思った。そんなに落ち込んでいるつもりはなかったが、それでもこうやって慰められると、今までの事を思い出し胸が詰まってくる。

        　遠巻きに見られた中学時代。家でも段々と己の居場所はなくなっていった。翔が自分に自信がないのは、何も家庭の問題だけではない。心の話をしたり、笑い合ったりできる友人がいなかったのもあるのだろう。自己肯定できるのはオメガとしての自分が存在するときだけであり、それが崩れれば、己というのを確立する手段が何もなかったのだ。

        　直樹の手が異常に熱い。恐らく、酒が入っているからだ。その手に翔はまたおかしな気持ちになってくる。幸福に似た、しかしそれともほど遠い、胸をかきむしりたくなるような衝動。これが欲というものか。

        　直樹の顔を見ると、直樹が笑う。それは優しく、包まれるような笑顔だった。これはきっと、幼い頃から思い描いていた理想のアルファだ。この男は、翔の求めていたアルファそのものだ。

        　父も母も兄も、傲慢で冷たいアルファだった。家族だけではない。親戚も、周りにいるアルファもそうだった。自分が人の上に立つのを当然だと思っている。

        　それがアルファだと思いながらも、人を思いやり、対等に見てくれるようなアルファだっているのかも知れないと思っていた。そんなアルファがいたら、恐らく一生をかけて尽くすだろうと、そう思っていたのだ。

        　少女が王子様を夢見るのと同じだ。馬鹿馬鹿しいとは分かっていったが、子どもなりにアルファに対して、諦めきれない理想を持っていた。

        　直樹はそんな翔が求めるアルファなのだろう。だから惹かれるのだ。オメガとしての特性を何一つ示せないくせに、体の奥深くで目覚めることなく沈んでしまった本能が、醜い願望だけをさらけ出している。情けなくて、それでもその手を払うことはできずに、ただ無言で直樹の家に到着するのを待った。

        　タクシーがマンションの前につくと、直樹は下りて一万円を運転手に払う。駅前にあるそのマンションはこの辺りでは一番綺麗だ。分譲だと思っていたが、賃貸もあるのかもしれない。

        「これで、彼の家までお願いします」

        　それに慌てて翔は首を振った。

        「いえ、俺もおります。お釣り、お願いします」

        　運転手からお釣りを受け取ると、それを直樹に渡した。

        「こっから歩いてすぐだからいいよ」

        「え、でも、危ないですよ。それにここまで付き合って貰ったんだし」

        「いや、いいよ。俺も話せて楽しかったし」

        　そう言うと、直樹は嬉しそうに笑う。直樹の笑顔は綺麗だ。屈託の無い笑顔は、初めて見たときから好きなものだった。

        「このまま部屋に連れ込みたいけど、我慢します。家まで送りますよ」

        「そしたらタクシーで帰ってきた意味ないだろ、この酔っ払い」

        　そう言って手を振ると、にっこりと笑った直樹が笑顔のまま呟いた。

        「本当は、酔ってなんてないんですけどね」

        「いや、酔ってるだろ。そういうことにしとけよ、新入生」

        　翔は直樹に背を向けると、振り返ることはせずに家に帰った。

        　

        ＊

        　

        　サークル部屋で昼飯を食べていると、ドアが開いて直樹が顔を出した。

        「やっぱりいた」

        　翔の顔を見て、直樹はニッコリと笑う。

        　翔は人付き合いが苦手で、人の沢山いる所も得意ではない。大抵昼飯はサークル部屋で食べていた。

        　三日前から、何故か直樹もここに来て昼食を食べるようになっていた。コンビニエンスストアで買った昼飯を手にやってくる。常に周りに人がいる直樹がこんな所で昼食を食べるのが不思議であったが、たまには一人になりたいのかもしれない。

        「今日も食堂は行かないんですか？」

        「人が多いの嫌いだから。それに、何だかんだ、やっぱり食堂高いだろ。勿体ない」

        「でも、毎日弁当は凄いです。それに凄く美味しそう」

        　じっと弁当を覗いてくる直樹に、翔は苦笑してアスパラのベーコン巻きを差し出した。

        「食う？」

        　直樹は頷くと、パクリとそれを口にした。

        「うまい。料理上手ですね」

        　それに翔は苦笑した。

        「上手いって、こんなの味付けも何もないだろ」

        「じゃあ、それも食べたい」

        「え？」

        　直樹がハンバーグを指して言ってくる。メインのおかずを食べるつもりかと思いながらも、翔は直樹の口にそれを放り込んだ。

        「うまい。ほら、上手じゃないですか」

        　ニコニコと笑う直樹に、悪い気はしないと思ってありがとうと返した。

        「おかず取っちゃったので、これ、上げます」

        　直樹がパンを一つ寄越してきた。それに首を振る。

        「いいよ、こんなに」

        「俺はいっぱい買ってるから大丈夫です」

        　そう言って直樹は、袋からおにぎり３つ、パンを２つ出した。

        「これ、全部食うの？」

        「勿論です」

        「体でかいもんな」

        「それだけじゃないですよ。毎日ロードで走ってますから、カロリー使うんですよ」

        「じゃあ、もっとバランス考えろよ。野菜とか肉食え」

        「そうですね」

        　翔は弁当をかっ込むと、立ちあがった。

        「え、もう行っちゃうんですか？」

        「俺いたら邪魔だろ」

        　直樹はぶんぶんと頭を振ると、手首を掴んできた。

        「邪魔じゃないです。翔さんがいると思って来たのに」

        「俺が？　何で」

        「翔さんと話したいから」

        　出た、と翔は思って再度椅子に座る。どうもこの男は、こうやって人の心をつかむのがうまい。こんな風に言われて嬉しくないわけはない。

        「本当にうまいよなぁ。そういうのは恋人だけに言ってやれって」

        「恋人、募集中です」

        「募集中って、直樹ならすぐにできるだろ」

        「誰でも良いわけじゃないですから。わかってるでしょ」

        　意味深な直樹の視線を無視し、食べ終わった弁当を鞄にしまってペットボトルのお茶を飲んだ。

        「最近、遠出した？」

        「はい。この間の土曜日、サークルで熊谷まで行きました」

        「参加したんだ？　頑張ったな。百キロくらいか？　よく走れたな」

        「入会してから、もう一ヶ月ですよ。それくらいなら走れますよ。でも、翔さん、全然来ないですよね」

        　何故か拗ねたような顔をする直樹に、悪い悪いと、翔は返した。

        「一ヶ月でそこまで走れるのは凄いって。俺、休日はバイトとかさ、色々忙しいんだよ」

        　それに加え、日曜日は優と一日過ごせる貴重な日なのだ。ツーリングに行ってしまうと優が拗ねてしまうので、ツーリングに行くのは一月に一回程度に留めていた。

        「バイト、居酒屋とコンビニでしたっけ？」

        「そうなんだけどさ、コンビニのバイトは今週いっぱいでやめるんだよな。そしたら、居酒屋のほうからも今月で店畳むって言われて、次探しているところ。タイミング悪すぎ。条件良いし、店長良い人だったからさ、凄いがっかり」

        　直樹は翔の言葉に少し考えた顔をした後、首を傾げて翔の顔を覗いてきた。

        「じゃあさ、俺のところでバイトしませんか？」

        「は？」

        「自転車について、色々教えて下さいよ」

        「何言ってんだよ。教える事なんてないだろ」

        「整備とか、まだできないんです」

        「そんなの、覚えたらすぐだろ。金なんてとらないから教えてやるよ」

        「それだけじゃなくて、ロングライドにも挑戦したいし、ヒルクライムにも出たいです。一緒に練習して欲しいんですよ。俺、結構根性ないから一人じゃサボりそうで……」

        　根性がない？　とてもそうは見えないが、いくら出すつもりか一応聞いてみた。

        「給料はいくら？」

        「時給一万円でどうですか？」

        「一万？　マジか？　それはいくらなんでも高過ぎだろ。また金持ちの顔が見えてる」

        「違いますよ。家庭教師だと思えば、そんなもんですよね」

        「かてきょでも高いよ。それに、ロングライドってなると、一日付きっきりとかになるぞ」

        「いいですよ。翔さんを一日独占できるなら安いです」

        「馬鹿！」

        　言いながら、それでも金は欲しいと思った。しかも、走る事ができるのだ。こんなに良い話はないが、金を恵まれているように感じて苛つきもある。

        「駄目ですか？」

        　シュンとした様子の直樹に、苛つきは消えていく。直樹の生家は、小さな地域でふんぞり返っているような翔の実家とは違うのだろう。直樹を見ていると本当に育ちが良いとわかるが、世間知らずの面があるのに、たまに心配になる。

        　もっとも翔も、あまりにも世間知らずだったので、東京に来てからしばらくは随分と優に面倒を見て貰った。同じように直樹を助けてあげられたらいいと思う。

        「土曜は授業取ってんの？」

        「取ってません」

        「日曜日は駄目だけど、土曜日なら良いよ。日給一万だ。どう？」

        　それでも、ちょっとふっかけすぎかなと思って聞いてみると、直樹は口を尖らせて、拗ねた顔をしてみせた。

        「一時間しかいられないってことですか」

        「違うよ。夕方くらいまでには帰りたいから、朝から走って、五時くらいまでかな。それも距離にもよるだろから、時間はそのとき次第になるだろうけど」

        「さすがにそれは……じゃあ、二万でどうですか？」

        「さすがに高いよ。一万でもふっかけてると思う。大したことするわけじゃないし、直樹ならすぐに俺を抜かすだろうから、それはない」

        「分かりました。じゃあ、一万円で。その代わり、朝練もして欲しいです。朝練は別に一日五千円払います。そしたら、バイトそんなにしなくて済むようになりますよ」

        　翔は正直、その言葉に揺らいだ。週に三万五千円、一ヶ月で十三万強。それだけあればバイトをしなくて済むし、その分時間を勉強に割ける。何よりも、もう少し優のサポートができるだろう。家事も今よりもできるし、自転車に乗る時間も増えるではないか。

        「悩んでますか？　そう言う誠実なところ、好きですけどね。じゃあ、こうしましょうよ。お弁当、俺の分も作って下さい」

        「は？」

        「それなら、遠慮なく受け取れるでしょ」

        「はぁ」

        　何となく押される形で。翔は了承をしてしまった。直樹の嬉しそうに笑う顔は犬みたいで可愛い。屈託なくキラキラと光る目が、良い奴だと翔を安心させる。これは、家族は勿論、優といるときにも感じたことがないものだ。

        　不思議な男だ。こんな男が恋人だったら幸せだろうな、と翔は思う。

        「わかった。受けたよ」

        「本当？」

        　直樹の目がぱっと見開かれると、瞳の中で光が泳いだ。悪い気はしないと思いながら、この男の真意を読み間違えるなと自分に言い聞かせる。

        「じゃあ、さっそく明日からお願いします」

        「お前、本当に遠慮無いな」

        「俺は翔さんを買ったんですから、ちゃんと従ってくださいよ」

        「それ、語弊あるから」

        　直樹はそれに声を出して笑うと、機嫌が良さそうな顔で、パクリとおにぎりを頬張った。

        　

        ＊

        　

        　前方を走る直樹が、停止の合図をしてきた。翔も止まると、ロードバイクを降りて歩道に移動する。

        「パンクしたみたいです」

        「マジか。ついてないな」

        　直樹の言葉に、翔は辺りを見回すと、小さな公園を見つけた。

        「あそこで修理しよう」

        「はい」

        　公園に移動すると、木陰になっているベンチにロードバイクを立てかけた。

        「修理したことは？」

        「まだないです」

        「修理の仕方、覚えてる？」

        「はい」

        　直樹はそう返事をすると、後輪を外し始めた。後輪はチェーンがあるので着脱が前輪より面倒だ。しかし直樹は器用に外すと、手際よくタイヤをリムから外していった。

        　ロードバイクの構造は一通り教えたし、教えなくても直樹はきちんと勉強をしていた。前輪後輪を外したり、メンテナンスもさせたりしていたため、初めてのパンク修理にしては、手際が良かった。

        「上手いな」

        「実は、初めてではないんです」

        「でも、さっき初めてって」

        「この自転車では初めてですけどね、昔、二年くらい前かな、公園でパンク修理を手伝ったことがあったんですよ」

        「へー、優しいな」

        　翔は言いながら、チューブに軽く空気を入れて、それを直樹に手渡した。直樹はチューブを受け取ると、翔の方を見て苦笑する。

        「やっぱり完全に忘れてる」

        「え？」

        「覚えてませんか？　朝、一緒にパンク直したじゃないですか」

        　翔は一瞬考えた後、直樹のことを思い出した。

        「あー、あのときの！」

        「思い出しました？」

        「いや、だって全然違うし。背とか顔つきとか。怖いな、成長期」

        　直樹はチューブをタイヤの中に入れると、タイヤを後輪に戻して空気を入れ始めた。

        「あのとき、翔さんがパンク直しているのを見て、凄いなって思いました。それでロードバイクにも興味持って、大学入ったら乗ろうと思ってたんです」

        　興味を持ったのは、自転車だけじゃないですけどね、と呟いた直樹に、翔は大きくため息を吐いた。またそういうことを言う。

        「変わるよ」

        「いいですよ」

        「あの時、変わってくれただろ。恩返し」

        　そう言って空気入れを受け取ると、タイヤに空気を入れていく。まだ家は遠い。空気が少ないとまたパンクしてしまうだろうから、できるだけ空気を入れなければならないが、携帯式の空気入れではそれも一苦労だ。

        「近くの自転車屋はここから二キロくらいかな。前に通ったことある気がする。ここで軽く入れたら、ちゃんと入れに行こう」

        「はい」

        　六月も終わりが近づいている。梅雨の合間の晴天は暑いが気持ちいい。ウェアをぐいっと持ち上げて、顔の汗を拭いた。

        「ちょ、腹、見えてます」

        「え？」

        「やばいですって」

        　直樹が顔を赤くして目をそらす。何を言っているんだと思いながら空気入れを直樹に渡すと、翔はベンチに座った。

        　土曜日の公園は、父親が連れてきた幼児や小学生が遊んでいた。穏やかな休日の雰囲気はどこか現実味がない。そして直樹を見る。整った顔で真剣に空気を入れていた。性格も良くて、努力家だ。人を馬鹿にすることもない。こんな完璧な男も、どこか現実味がないと思った。

        　いや、この男を完璧だと思うのは、おそらく己の欲目が入っているからだ。直樹と二人で過ごすにつれて、日に日に惹かれていく自分に気がついている。

        　片思いをしている気分だ。一緒にいると胸が高まり、会うのが楽しみで仕方がない。そして会ってしまえば、一秒でも長く一緒にいたいと思ってしまう。しかしそれは、許されない感情だともわかっていた。

        　直樹は空気を入れ終えると、疲れたー、と言いながら翔の隣に座った。

        「お前さ、そういうの、もう言うなよ」

        「え？」

        「本気かどうかわからないけどさ、俺にそういうこと、言わないでよ」

        「そういうことって？」

        「俺のこと、その、綺麗とか、気に入ってるとかさ」

        　自分で言うのが恥ずかしくて、口ごもってしまう。直樹はキョトンとした顔をしたあと、翔の顔を覗き込んできた。

        　噴き出した汗が顎から落ちていく。衿元からは鎖骨が覗き、体に張り付いたウェアが直樹の肉体を強調していた。それに翔の喉はゴクリと鳴り、体内からまた獣が目覚めていくのを感じた。

        「本気に決まってますよ」

        「違う」

        「何で？　翔さん、前から思ってたけど、自分に自信なさすぎじゃないの？　何でそこまで自分を卑下するんですか」

        「何でって……」

        「顔もいいし、性格だっていいじゃないですか。俺が翔さんだったら、もっと自分に自信持ってるよ」

        「お前が俺だったらって……」

        　何を言っているのだと思って、思わず笑ってしまう。

        「お前に言われたら嫌味」

        「翔さんこそ、嫌味です。それ、他の人が聞いたら、何言ってんだって思いますよ。何でここまで自分に自信がないのか、不思議です」

        　翔は言われて、改めて何故自分に自信がないのか考え始めた。それは勿論、自分の性が揺らいでいるからだろう。揺らいでいるとは適切ではないかも知れないが、信じていた自分と現実の自分は違っており、それにより家族に見捨てられたからだ。

        「俺、オメガなんだ」

        　翔はぽつりと呟いた。驚くかと思った直樹は、しかし表情を変えずに頷いた。

        「うん。知ってました」

        「え、なんで？」

        「勘かな」

        「勘って、アルファは発情期以外のオメガを認識できないだろ」

        「じゃあ、当たりましたね」

        　翔はそう言うことかと思って口を噤んだ。直樹が自分を口説こうとしていたのは、翔がオメガだからだ。直樹のような人間ならオメガと出会うのは簡単だろう。それでも、大学で出会えることは滅多にない。希少性が男の収集欲か自尊心だかわからないが、それをくすぐったのだろう。

        「そうか」

        　それだけ言うと、翔は立ちあがる。直樹は翔の手首をつかんできた。

        「何か話そうとしてましたよね。話してください」

        「いや、別にない」

        「あるでしょ」

        「ないよ」

        　直樹はため息を吐くと、立ちあがった。

        「そういうところ、良くないですよ。自分で思い込んで、勝手に決めつけて、自己完結しちゃうんですよね」

        「年下にそんなこと言われたくない」

        「歳は関係ないですよね」

        「関係あるよ。第一、直樹に言っても仕方ない。アルファにはわからない」

        　直樹はむっとした顔をすると、ベンチから立ちあがった。

        「それこそ、アルファは関係ないですよね」

        　直樹はそう言うと、ロードバイクを引いて車道に戻っていく。翔もその後を追った。

        　直樹は自転車屋に寄ることもなく、来た道を走っていく。予定の半分も来ていなかったが、今日はもう帰るつもりなのだろう。翔は一言も話さない直樹に、怒らせてしまったのだと思いながらその背中を追った。

        　腹の底が重い。こんな直樹を見るのは初めてだった。嫌われたのだと思うと、自分から言っておきながら辛い。そして、こんな風に人の顔色ばかり窺う自分が嫌になった。

        　一言も話すこと無く、直樹の住むマンションの前に到着する。今日はありがとうございましたと言う直樹にお辞儀を返すと、家に帰るために道路に出た。

        　これでいいんだ。直樹が自分を好いていることがおかしい。そんなことを考えながらロードバイクを漕ぎはじめると、十字路から車が飛び出してきた。拙いと思ってブレーキをかけるのと車が止まるのは同時であった。

        　車までの距離は二十センチほどか。車を見ると、運転手が驚愕の表情を浮かべている。信号は無いが、止まれの標識に従わず飛び出してしまったのは自分だ。自分が悪い。翔はお辞儀をすると、道路を渡りきった。

        　急に心臓がバクバクと言い始める。危なかった。ぼうっとしすぎだと思って大きく息を吐いた。

        「翔さん！」

        　呼ぶ声が聞こえて振り返ると、直樹が駆け寄ってきていた。折角のＴＲＥＫがマンションの前に投げ出されているのが見えて、ギアが曲がったらどうするのだと思った。

        「怪我は！」

        　直樹が腕を強く掴んでくる。その顔は怒っているように見えた。それに戦おののきながらも、表情には出さないように首を振る。

        「無いよ、大丈夫」

        「良かった……」

        　直樹の顔が緩んだ。怒っているのではなく心配してくれたのだと思うと、まだ完全に嫌われたわけではないと安堵する。

        「うち、よってきませんか」

        「え？」

        「何もしませんから。翔さん、ちょっと動揺してるみたいだし」

        　翔は駄目だと思いながらも、混乱している頭のまま帰るのも危ないと思って頷いた。

        「ごめん。俺、わざとあんな態度とりました。翔さんに俺のこと気にかけて欲しかったんです」

        「いや、いいよ。俺も悪かった。じゃあ、ちょっとお邪魔してもいい？」

        「勿論」

        　直樹の顔が嬉しそうな笑顔に変わる。いつもの笑顔に戻ったのに、さらに安堵した。

        　ロードバイクを持ってエレベーターに乗ると、十五階で下りる直樹についていく。

        「ロード、置く場所ある？」

        「えぇ、大丈夫です。ちょっと待っててください」

        　直樹が先に部屋に入ると、自分のロードバイクを置いて戻ってくる。

        「貸してください」

        　直樹が翔のロードバイクを受け取ると、どうぞ、と言って翔を部屋の中に招いてくれた。

        「広いな」

        　部屋は単身用ではなく、ファミリー用なのだろう。リビングは広く、その他にも何部屋かあるようだった。

        「何部屋あるの？」

        「３ＬＤＫです」

        「一人暮らしなのに広い。彼女連れ込めるな」

        　言いながら、あぁ、こういうことを言うのが駄目なのだろうと思った。案の定、直樹は苦笑いをしている。

        「そうですね、翔さんが遊びに来ても十分に広いですよ」

        　直樹が言いながら、リビングに置かれているスタンドに翔のロードバイクをかけた。

        「いいな、スタンド」

        　二台縦に並べて置けるようになっているスタンドは、広い部屋のため全く邪魔になっていない。それどころか、ディスプレイの役割を担っているようで、部屋にマッチしていた。

        「翔さんはどうしているんですか」

        「自室に持ってってるけど、床にシート敷いて置いてる。凄い狭い」

        「じゃあ、うちに置きます？　近いし、保管しますよ」

        「面倒だからいいよ」

        「残念」

        　直樹の軽口に笑うと、ヘルメットもスタンドにかけた。

        「座ってください」

        　三人がけの空色のソファに座るよう勧められたが、ウェアが汗で濡れているため躊ため躇らった。

        「いや、いいよ。汚いから」

        「別にいいですよ、ほら」

        　直樹は翔の背中を押すと、肩を下に押しつけて、ソファに座らせてくれた。

        「何か飲みますか」

        「大丈夫。ありがとう」

        　翔は断ったが、構わず直樹はコップに冷たい麦茶を持ってきてくれた。自分ならいらないと言われれば、本当にいるのか、いらないのか悩んでしまうだろうが、直樹は構わず麦茶を差し出してくれる。こういう些細なところが、自信のある、なしの違いのだろうかと思った。

        　部屋の中は綺麗に整理されている。物はそんなにないように見えるが、部屋が大きいので余計にそう見えるのだろう。大学生が住むには贅沢過ぎる部屋だ。

        　広いリビングは何畳あるのかわからないが、ソファやダイニングテーブルを置いてもまだ空間が余っている。ここで一人暮らしているのが羨ましいのと同時に、どこか寂しいと思ってしまう。

        「綺麗にしてるな」

        「家政婦が来てくれてます」

        「あぁ、やっぱり」

        　当たり前のように言う直樹に、いいところのお坊ちゃまだと思った。

        「翔さんは掃除も料理も、全部自分でしてるんですか」

        「まぁね」

        「掃除はいいけど、料理はできませんよ。凄いですよね。お弁当美味しいし。朝も夜も、翔さんのご飯、食べたいな。あ、別に作りたくなかったらいいんですよ。ただ、翔さんが作ってくれたら、凄く幸せでしょうね」

        　恋人に結婚願望を語っているようだと思い、翔は苦笑した。

        「凄くないよ。直樹は頭がいいから、すぐに料理もできるようになるよ。それに俺は、小さい頃から躾けられてたから」

        　オメガだからね、と言うと、直樹はそう、と答えた。

        「さっき、何を言おうとしたんですか。俺が、翔さんがオメガだって知ってたことが嫌だった？」

        「別に……」

        「俺が、翔さんのこと、オメガだから好きになったって思った？」

        　翔はそれに答えられずに、ぐっと唇を結んだ。

        「やっぱり。翔さんって、本当に嘘つけないですよね。すぐ顔に出る。クールに見えるけど、本当は全然違う」

        　翔は年下にそんなこと言われるのが情けなくて、恨めしい気持ちで直樹を見た。

        「だって、本当だろ」

        「違います」

        　きっぱりと言う直樹に、翔は口では何とでも言えると思った。もっとも、なぜそんなことにこだわるのか自分でもわからない。アルファがオメガを求めるのは当然のことであるし、自分もそう信じてきた筈だ。しかし、直樹までもがそうであることが、何故だか悲しかった。

        「でも、俺、発情期ないよ」

        「え？」

        　直樹が聞き返してくる。ニコニコ笑っている顔が一瞬の間の後、真顔になった。やはりそうだろうな、と思って翔は続けた。

        「だから、俺、発情しないの。欠陥品」

        「そうですか」

        「そうだよ。だから、俺とやっても気持ちよくないよ」

        　直樹の顔からは表情が消えたままだ。何を考えているかわからないと思っていると、直樹が翔の手を握ってきた。

        「だから？」

        「だから、って……」

        　翔が手を引こうとしたが、直樹は強く握ったまま離してくれない。どうしていいか分からず、じっと手を見た。

        「俺に何で自信がないんだって聞いただろ。多分、そのせいだと思う。俺の家は古くて、何て言うのかな、アルファ至上主義というか、差別的って言うか……自分達が一番だと思っているような人達で……」

        「うん」

        「小さな頃から、俺はアルファに嫁ぐんだって教育された。オメガの価値はそれしかないんだって教えられて、今時、って思うような花嫁修業っていうのかな、そういうの、ずっとされてきて、アルファに従順であることとか、家のために嫁ぐのが正義だって教わった」

        「確かに、古いですね」

        「そうだよな。でも子どもは家族が全てだろ。何の疑問も持たず、それだけが全てで来た。それに加え、家族はオメガの俺に可愛い女の子のような要素を求めた。でも、俺は思った以上に背が伸びて、顔もこんなだ。そのせいで容姿を否定されるようになって……でも、発情期がくればって……家族も心配してホルモン治療して、それでようやく来た発情期も、一回限りでもう来なかった。家族は俺を見捨てた。そんなの……誰が何と言おうとも、やっぱり自信なんてもてない」

        　直樹がぎゅっと手を強く握ってくれる。それに翔は笑った。

        「そんなのおかしいですよ。俺は色々なオメガを知ってるけど、背の高い人もいるし、男らしい人も沢山いますよ」

        「そうなんだろうな。わかってるよ。でも、やっぱり子どもの頃に植え付けられたコンプレックスって覆すの難しいよ」

        「そうですね」

        　直樹が優しい声で肯定してくれる。直樹に惹かれたのはきっと、アルファだからだけではなく、この包み込むような優しさや、見ていてこちらの心まで晴れるような笑顔のためだろう。年下なのに、この男には甘えても良いのではないかという気になるのだ。

        「それに加えてさ、俺、インポなんだよ。勃たねぇの。男としてもオメガとしても役立たず」

        　もう一度直樹の手が強くなる。それに自分が情けなくて泣きたくなってきた。こんな話は優以外にしたことないのに、何故この男にしているのだろうかと、この男の包み込むような雰囲気を恨みもした。

        「ごめんなさい。そんな話、したくなかったですよね」

        「いや、直樹、人に言い触らしたりしないだろ。信じてるよ。でも、言わないと駄目だって思って。直樹の時間を無駄にしたくない。俺なんてやめておけよ」

        「翔さん……」

        　耳元で甘い声が響いた。直樹が顔を翔に寄せてきたのだ。それに心臓が跳ね上がる。

        「翔さん、こっち見て」

        　汗の臭いにまじって強烈なアルファの匂いを感じる。堪らない匂いだ。汗に濡れている肢体は、男の色気が凄まじい。顔が赤くなっていくのを感じ、出来損ないのオメガの癖に、こんなことは一人前なのだと己の痴態を唾棄した。

        「翔さん、こっち見てよ」

        　もう一度直樹が言うが、駄目だと翔は思った。顔を上げては駄目だ。しかし、今まで感じた事のない強烈な誘惑に勝てず、結局、翔は顔を上げた。

        「俺は絶対に諦めませんよ。別に翔さんがインポでも発情期がなくてもいいですよ。エッチできないのはきついけど、でも、方法はある筈です。ゆっくりと二人で築いていけばいいじゃないですか」

        「いや、そんな簡単な話じゃ……」

        「好きです」

        　直樹がはっきりとその言葉を口にした。それに、全身に震えが走る。体が崩れ落ちそうだった。

        　これはアルファに惹きつけられるオメガの本能か。今までどんなアルファにもこんな感覚は覚えたことがない。それなのに、なぜだと思いながら、降りてくる唇を他人事のように見ていた。

        　唇は柔らかく、熱く、優とは違っていた。優とのキスは、綿菓子のように甘く、ふわふわで、ただ幸せだった。

        　しかし今交わしているキスは、脳髄を通って下半身にビリビリと痺れが走っていくようだ。ずくんと半身が重くなり、強烈にこの男が欲しいと思った。何が欲しいのか、どうなりたいのかわからぬまま、欲しいという言葉だけが頭の中に響いている。ただ唇を重ねているだけだというのに、それはひどく重い口づけだった。

        　唇を離しては、再度重ねてくるその仕草から逃がれられぬまま、抱き着くように直樹の肩に縋り付き、それを受け止めた。

        「ごめん、何もしないって言ったのに。でも、好きです。翔さん、好きです」

        　徐々に、直樹のキスの形が変わっていく。下唇を軽く噛まれ、ゆったりと舐められると、ゾクゾクと体が震えた。入ってきた舌を拒むことはせずに、ただ貪られる。

        　唾液が顎を伝って下りていった。舌が口内をねっとりと舐めてきて、翔の舌に絡まってくる頃には、翔は自身が欲情していることを、認めずにはいかなかった。

        　直樹の手が、翔の体を押し倒そうとしてきたのがわかった。このまま横たわり身を任せたいと思いながらも、ようやく翔は直樹の体を強く押した。

        「ごめ……俺、駄目だ。それだけじゃない。付き合ってる人いるんだよ。同棲もしてる」

        　直樹の目を見て言うが、直樹は顔色一つ変えずに翔を見下ろしてくる。

        「なんで今まで黙ってたんですか」

        「それは……それは、相手が特殊だから、あまり言い触らしたくなくて……」

        「特殊？　何がですか。今時、タブーなんてないですよ」

        「そうじゃなくて……オメガなんだ」

        「ふーん」

        　直樹は翔の髪の毛にそっと手を伸ばし、撫でてきた。大きな手に反応してしまう。やめろと懸命に自分を抑えた。

        「それだけ？」

        「それだけって？」

        「俺に言わなかったのはそれだけ？　本当は俺の気持ちに気がついていたから言わなかったんですよね」

        「ちが……」

        「違いません。言ったら一緒にいられなくなりますよね。だから、言いたくなかった。俺と一緒にいたかった、でしょ」

        　直樹の言葉に、翔は図星をつかれた気分になった。違うと言い切れるのか。この男の視線に気がついていた筈だ。それでも、そこから目をそらしたのは、この男と一緒にいるのが楽しかったからだ。もっと一緒にいたいと思ったからだ。それでも、それを認めるわけにはいかない。

        「まさか、俺みたいな男に直樹みたいな男がって思うだろ」

        「何回でも言いますよ。翔さんは凄く綺麗ですよ。格好良くて、美人で、可愛い。こんな人、他にいない」

        「でも、それはお前の主観で……」

        「恋人にも言われないんですか。普通は、恋人に愛されれば自信も付いてくると思うんですけど」

        　その言葉に優を思い出す。優は、翔を褒めてはくれるが、それでもその言葉にはいつも不安が隣り合わせであった。発情期がないこと、不能なことをいつも責められている気持ちになるのだ。今まで、直樹のような言葉をかけられたことはない。

        　しかし、それも仕方ない。優の立場からしたら当然だ。二人の人間が付き合うというのは、綺麗事だけではないはずだ。

        　優は一緒にいてくれる。直樹も今はこんな事を言ってくれるが、恋人が役立たずだということに耐えきれず、いずれ離れていくだろう。しかし、優は翔からは離れないでいてくれる。優からは何よりも愛されてはいるはずだと思い、首を振った。

        「彼は俺のことを理解してくれている」

        「そう？」

        「そう。不満はない。直樹だってもっとちゃんとした人捕まえられるだろ。俺とじゃ子どももできない。可愛らしいオメガでも、女の子でも、望めば手に入る」

        「いらないですよ、そんなの」

        　直樹が吐き捨てるように言う。

        「俺はオメガとかそういうの、どうでもいいです。好きな人と一緒になりたいだけだ。信じてくれないんですか」

        「だから、俺は子どもが……」

        「翔さん、本当に生真面目って言うか、つまらないっていうか……」

        「悪かったな……」

        　直樹は笑うと、翔の額にキスをしてきた。

        「結婚とか、本当にどうでもいいです。この歳でそんなこと考えて付き合う奴なんているの？　それに、今付き合ってる人と、そんなこと考えてるんですか」

        「それは……」

        　考えていない。いや、考えられない。もし翔が子どもを作れるとしても、オメガ同士の妊娠はリスクが高すぎる。女児のオメガが生まれる可能性があるのだ。女児のオメガは男児のオメガ以上にフェロモンが強く、男を引き寄せる。きちんとした加護が無ければ危険だ。しかし優と自分には、子どもを守れるだけの力はない。

        「考えてないんですよね。それなのに何で俺は駄目なんですか」

        「それは……だってお前、真々田製薬の子だろ。家継ぐとか、そういうのあるだろ」

        「あぁ、そうですね。でも、どうでもいいですよ。先の事は分からないし、子どもだってできるとは限らない。俺は俺が欲しいものを手に入れたいだけです。俺は翔さんが欲しい。翔さんがたとえアルファでもベータでも何でもいいんです」

        　翔は、直樹の言葉を鼻で笑った。

        「こういうところが、アルファらしいのかもな」

        「アルファとか関係ないですよ。欲しいものを手に入れる。やりたいことをやる。そのために努力をするんです。そうじゃなきゃ、生きている意味なんてないですよね」

        　凄い理論だが、正論だ。ただ、全ての人間が、欲しいもの、やりたいことが明確な訳ではなく、また、それが手に入るとも限らないのだ。

        「話がそれた。どっちにしろ、俺には恋人がいるって言っただろ。無理だ」

        「でも、翔さん、俺のこと好きでしょ」

        　ニコニコ笑う直樹を、初めて異星人だと感じ、やっぱりこいつはアルファだと思った。

        「好きじゃねぇよ」

        「好きですよ」

        「好きじゃねぇ！　第一、お前は何で俺が好きなんだよ。訳わからない」

        「顔、ですかね」

        　直樹の言葉に、翔は少しがっかりとする。

        「かお？　軽薄すぎ」

        「なんでですか？　これだけ好みだってことは、相性ピッタリってことですよね。それに、性格も大好きです。優しくて、可愛くて、俺見る目ありすぎ」

        「相性って、一方通行で言うことじゃないだろ」

        「でも、翔さんも俺の顔、好きですよね？　それ以外も」

        「馬鹿か！」

        　翔は思わず怒鳴ると、もう話すことは無いと思って、ロードバイクをラックから外して肩に担ぐと、玄関に向かった。これ以上ここにいたら拙い。逃げるように靴を履こうとすると、直樹に手を掴まれた。

        「俺は絶対に諦めませんよ。翔さんは俺の運命だ」

        「やめろよ。お前達は、運命って言えばすぐにオメガが落ちると思ってる。運命の番とか、そんなのはお伽話だ」

        「違いますよ。そんなんじゃない。ただの運命です。俺は、翔さんを見てそれを感じた。略奪愛ってやつ、してみせます」

        　翔は振り返ると、直樹の顔を睨んだ。

        「なに、直樹は俺が、四年も付き合ってる恋人捨てて、お前になびくような、そんな人間でもいいのか。そんな人間が好きなの？」

        「え？」

        「そんな人間のどこに魅力があるんだよ。それに、略奪するような人間は、略奪したいだけだ。すぐに冷める。特にアルファは奪うのが好きだろ」

        　直樹は余裕たっぷりの表情を崩すと、少し焦ったような声を出した。

        「違います」

        「違わねぇよ。それに俺は、本当はアルファのこと、あんま好きじゃねぇんだ。悪いな」

        　直樹がようやく手を離す。直樹の顔が曇ったのに、翔は胸が痛むのを感じたが、直樹が自分を諦めるのならそれでいいと思った。

        「酷いですね。だったら俺はどうすればいいんですか。アルファであることは変えられない。何を捨てても手に入れたいと思った人には、すでに恋人がいた。でも、諦められない。だったら、悪者になるしかないですよね」

        　翔は靴を履くと、直樹の顔を見ることもせず、玄関のドアを開ける。何も言う事ができない。いや、これ以上言葉を吐き出したくないと、そう思った。

        　そして、先ほど感じた激しい熱が、再度体の奥から上がってくるのを感じた。こんなことは初めてだ。こんな激情が自分の中に眠っていたなど、思ってもみなかった。

        　俺は、あいつが好きなのか。いや、違う。ただのオメガの本能だ。俺には優がいる。大事な人だ。優を裏切るなど、考えられない。

        　翔は無理矢理にその激情を飲み込むと、自宅に急いだ。

        「お帰り」

        　家に帰り玄関の扉を開けると、もう出勤していると思った優が、顔を出してきた。それに翔は驚く。

        「あれ、仕事は？」

        「今日は休み」

        「そう」

        　優の大きな目から咄嗟に視線をそらした。優の顔が見られない。直樹とのことを言うべきだろうかと考えたが、拒絶したのだから言う必要はないと結論づけてロードバイクをリビングに運び入れた。

        「汗凄いからシャワー浴びる」

        　浴室に向かおうとすると、後ろから優が抱きついてきた。

        「なんで休んだと思う？」

        「なんでって……わからない」

        「本当に鈍い。発情期だよ」

        「そっか……」

        「だから、汗の匂い、堪らない」

        　くんくんと鼻先をつけてくる優が、ピタリと動きを止めると、翔の肩をぐいっと引き寄せた。

        「こっち向けよ」

        「え？」

        　翔がゆっくりと振り返ると、優が睨み付けてきた。

        「何？」

        「なんでこんなにアルファの臭いがするんだよ」

        「……」

        　翔は答えられずに無言になった。優は怒りをあらわにして、翔の胸ぐらを掴んでくる。

        「チャリ、教えてるアルファか？　何されたんだよ」

        「何も……」

        「嘘つくんじゃねぇよ。すげぇ匂ってんだよ。アルファの雄の匂いがよ！　普通じゃこんな匂いつかねぇだろ。やったのか？」

        「まさか！」

        「あぁ、やれねぇもんな、翔は。だったらしゃぶった？　俺のと違ってデカかっただろ、アルファのちんこは」

        「やってない！」

        　翔は優の手を掴むと、自分から離させた。優は怒っている。このまましらを突き通すか、それとも、真実を言った方が良いか。翔は悩んだが、嘘をつくのは到底無理だ。翔は正直に、今日の事を口にした。

        「キスした」

        「は？」

        　優は何を言われたか分からないと言ったようにしばらく翔の顔を見ていたが、その意味に気がついたのか、その可愛らしい顔を怒りと嫉妬に歪めた。

        「それ、本当かよ」

        　翔が頷くと、優は思いっきり壁を叩いて、荒く息を吐いた。

        「来いよ」

        　優に手を引っ張られ、寝室に連れて行かれる。ベッドに押し倒されたが、いつもの雰囲気とはまるで違っていた。

        「脱げよ」

        「え？」

        「早く！」

        　優の言葉に、翔はビクリと体を揺らした。珍しく優が怒っている。優は辛辣な言葉を言ったり、からかったりする事は多かったが、こんな風に怒ったのは初めてだった。

        「だから反対したんだ！　アルファの指導なんて絶対にダメだって言ったのに、翔が平気だって言ったんだろ！　なにが絶対平気だ。相手は俺なんて相手にしないって何度も言って、それがこの結果か！」

        「ごめん」

        「脱げよ。本当に何も無かったのか調べてやる」

        「調べるって……何だよ」

        「脱げ！」

        　可愛い優の顔が般若のように変化した。翔はその気迫と罪悪感に促されるように服を脱いで、ベッドに座った。

        「下着も脱げよ」

        　優は乱暴に翔の下着を剥ぎ取ると、それを投げ捨て、翔の体をベッドに横たえた。

        　セックスの際に必要な物は、ベッドサイドの棚に置いてある。優は棚から、ローションを取り出すと、それをベッドに投げた。

        　一度も使った事のないそれは、開封がされていないままだ。いつか優が翔に使うかも知れないと思って買っていたのだろう。

        　翔は優が何をするつもりか理解して、ぐっと目を閉じた。

        「何だよ、それ。もしかしてレイプだと思ってる？」

        　優が皮肉めいた口調で言う。それに、慌てて首を振った。

        「ちが……」

        「合意の上だよな」

        　そう言って、優が翔の足をぐっと開いた。そして、股間めがけてローションを垂らしてくる。冷たい感触に、翔は体をビクリとさせた。

        「入れるよ」

        　翔の指が、後孔に差し入れられた。細く繊細な指が、ゆっくりと動き、翔は再度目を閉じた。

        「翔の処女マンコ、凄いきついね」

        　優は翔の中を広げるように、指を曲げてグジュグジュと内部を掻き混ぜていく。気持ちが良いのか悪いのかわからない。ただ、排泄感に似た感覚は、慣れるに従い癖になっていくようで、翔は初めてだというのに、すぐにその感触に慣れてビクビクと体を震わせた。

        「もうや……何も無いって分かっただろ」

        　ふふ、と優が笑う。優は怒りが少し消えたのか、欲情の色を濃くしていた。

        「そうだね。でもまだ許してないよ。折角だからさ、翔を俺にくれよ」

        「え？」

        「初めて出会ってから五年、付き合ってからは四年だよな。ずっと待った。いい加減、いいだろ」

        　翔は恐怖に身を縮める。正直言うと嫌であった。しかし、この状況で断ることはできないと思って、嫌だとも良いとも言わなかった。

        「俺相手じゃ、欲情しない？」

        「いや、そんな……」

        「お前にとって、俺って何なの？」

        「恋人だろ」

        　優はそれを鼻で笑うと、後孔に挿入していた指を増やした。

        「いっ……」

        「違う。翔にとって俺は恋人じゃなくて、なりたかった理想の姿だろ。だから、俺とは寝たくない」

        「ちが……」

        　翔は首を振ったが、違うとは言い切れなかった。優の言うとおりだ。自分にとって優は、欲の対象ではない。しかし、誰に対しても欲情などしない自分にとっては、それも仕方がないと思っていた。優に魅力がないわけではない。自分がそういう人間だというだけだ。

        　しかし今日、翔はアルファ相手に欲情したのだ。その事実に翔は恐怖した。真々田直樹という男に、己の中にあるはしたない情慾に、そして優へ向ける感情の意味に、恐怖した。

        「でも、俺はずっと翔が欲しかったよ。別に突っ込もうが突っ込まれようがどっちでもいい。どんな形でもいいから、一つになりたかった。それでも我慢した。翔が無理だったからだ。それに、翔が俺しか見てなかったから、それでもいいと思った。でも、まさかアルファに気を許すなんて……アルファ相手じゃ俺は絶対に勝てない」

        　優の瞳が悲しみの色に歪んだ。それも初めて見る。翔は自分のしでかしたことに後悔し、そして己の本能を憎んだ。

        「そんな事ない」

        「じゃあ、その証拠を見せて。俺に、翔をくれよ。そうしないと俺は、嫉妬でおかしくなる」

        　翔は優の後頭部をぐっと掴むと、自分に寄せてキスをした。

        「オメガだとか、本能だとか、そんなのに負けたくない。オメガ同士だって、愛し合える。一緒にいれる。俺もそれを信じたい」

        　翔の言葉に、優は再度瞳を歪めた。しかしそれは、悲しみではなく、喜びのそれだ。それに翔は安堵する。

        　優は優しかった。優しく、根気強く、翔をほぐし、ゆっくりと入ってきた。

        　気持ちが良いとは言えなかった。ビクリとも反応しないペニスはダラリと横たわり、後孔はまるで義務のように優を受け入れていた。

        　そんな己の様子を気づかれたら、優を傷つけてしまう。翔は懸命に優を受け入れながら、優が気持ち良くなるためにはどうすればいいのか考えた。

        「優、気持ちいい？」

        「うん。すげぇ……信じられない位に気持ちいい、気持ちいいよ、翔」

        「良かった。俺も、気持ちいい」

        「好きだ。翔、大好きだ」

        　囁かれる言葉に目を瞑り、俺もだよ、と繰り返した。しかし、脳裏には直樹の顔が浮かぶ。それは翔を絶望の底に突き落とした。

        　駄目だ。余計な事は考えるな。俺は優が大切だ。俺には、優しかいない。

        　翔は己に言い聞かせるように心の中で繰り返すと、絶頂を迎えた優の背中を、ぎゅっと抱きしめた。

        


    

    
        　　　三．青葉優

        　

         

        　青葉優あおばゆうは、新しい制服に身を包むと鞄を持ち、玄関の姿見で髪の毛をチェックした。大丈夫だ。今日も十分に格好いい。いや、可愛いと言うべきか。ウェーブがかった髪の毛も、白く滑らかな肌も、どこから見ても完璧だった。

        「高校に通うだなんて……ごめんね。僕がふがいないばかりに」

        　母親が申し訳なさそうに言う。それに優は苦笑した。

        　母親は雄型のオメガで、割と裕福な家に生まれ、中学校を卒業したら家庭学習に切り替えたような人間だった。見合いをして結婚をするはずだったが、十八の頃に既婚者に誑たぶらかされ、私生児として優を産んだのだ。そのせいで実家からは勘当をされており、小さなアパートで優と二人で暮らしている。

        　母親は、父親に認知を迫るでもなく、最低限の生活費を貰い、慎ましやかに生活を送るような人間だ。よく言えばお人好し、優から言わせればただのアホで、愚か者であった。

        　その子どもである優は、馬鹿ではなかった。むしろ、頭が良い部類だろう。何よりも、狡猾であり、それがその育ちのせいなのか、同じように狡猾な父親からの遺伝のせいなのかはわからない。

        　そして、それ以上の利点はその顔だ。誰もが視線を投げてくるような恵まれた容姿をしていたが、ただしそれは、オメガとして優れているだけである。可愛らしく、男らしさに欠ける顔。優は、一目で、オメガとわかるような容姿を好きでも嫌いでもなかった。

        　それでも、自分の利点は最大限に利用した。その顔に惹かれてよってくる相手を上手く操り、小遣い稼ぎとして、体を提供するのを是とするほどに、すれてもいた。

        　しかし一方で、どんなに努力をしても、顔もいいのに凄いね、と言われるのが嫌であった。特に同世代の男からの蔑さげすみと、女からの嫉妬の目には辟易としており、時には恐怖さえも覚えていた。

        　それでも、家庭学習をする気などなかった。裕福な家庭のオメガは家族から守られ、幸福な結婚をし、何不自由ない人生を送ることが多い。しかし、そうでないオメガは悲惨だ。性の餌食にされることもある。優のような生まれの人間が自分を守るために必要なのは知恵であるのだ。学ぶということは、生きる上で必要なことだった。

        　母親のように無知のまま生きるのは、狼の群れに羊が飛び込むようなものなのだということは、恐らく一生かかっても母親にはわからないだろう。優は母親の言葉を内心で嘲笑いながら、母親に手を振った。

        「何回も言ってる。俺が行きたいからいいの。じゃあ行ってくるね」

        　優の住む関東の外れの町では、通える高校は少ない。それこそ金持ちのアルファであれば遠くの私立にでも行くのだろうが、大抵の生徒は選択肢がなく、同じ高校に通うのだ。

        　生徒は大抵がベータだが、勿論アルファもいる。オメガも少ないだろうが、ゼロではない。それでも、中学に比べれば少なくなるだろう。発情期がくれば奇異の目で見られるようになってくるため、金さえあれば、家庭学習をさせたいという親の気持ちもわからなくはない。

        　優の場合は幸い、発情期は安定しており発情抑制剤もよく効いたが、それでも気を抜くことはできなかった。

        　家から出ると、ポケットと鞄の中に抑制剤が入っているかを確認した。昨日から何度も確認は行っているが、それでも再度確認をすると、自転車に跨がった。

        　学校につくと、クラス分けのプリントを受けとる。一年Ｃ組だ。教室に行って自分の名前が書かれている席に着くと、プリントに書かれた名前を眺め、ある人物のところで目を留めた。

        　一年Ｄ組　時枝翔ときえだかける。珍しい苗字であり、すぐに時枝一族の人間だとわかる。時枝家は昔からの地主であるのと同時に、地域では数少ない企業である時枝工業を経営している一族だ。

        　大企業ではないが、中小企業ではまずまずの規模であり、この高校に通っている生徒の中にも、親が時枝工業で働いているという者もいるだろう。

        　そして、時枝家で優と同じ学年の子どもはただ一人、本家の長男の三番目の子だけだということを、優は知っていた。なぜなら、次期当主で、現社長の武雄たけおこそが、優の父親であったからだ。

        　優は父親である武雄とは会ったことはなかったが、母親から息子の翔の話は聞いていた。しかし、高校が同じだとは聞いていないので、ここに翔が通うことは母親も知らなかったのだろう。

        　どんな男か興味はあったが、見に行くことはしなかった。そのため、初めて対面をしたのは体育の授業であった。

        　体育の授業は二クラス合同で行う。最初の体力テストで初めて翔を見た優は、少し驚いていた。綺麗な顔だとは思ったが、長い前髪で顔を隠し、いかにも根暗で目立たない男だという雰囲気であった。男らしさには欠ける、アルファとしては物足りない容姿である。

        　そしてすれ違った瞬間、アルファの匂いがまるでないのに気がつき、翔がオメガなのだと知る。しかし、オメガというには、男らしい印象だ。全てが中途半端な男だな、という印象を持った。

        　そして次に気がついたのは、その視線だ。翔はじっと優を見つめてきた。優がその視線に気がつくと、慌てて目をそらす。そしてまた見つめてきた。

        　それは一度や二度ではない。体育の授業や、廊下ですれ違うとき常に感じていた。翔は他の人間と同じように、優の容姿に惹かれているのだともすぐに気がついたが、だから何を思うでもない。同じオメガでも、この容姿に惹かれることがあるのだな、と思ったくらいであった。

        　優は自分から翔に接触はしなかった。己の腹違いの兄弟だ。気にならない訳ではなかったが、あえてこちらから話す必要もなく、翔から話しかけてくることもない。勿論、己の出自をばらす気もなかった。

        　そんな優が初めて翔と話したのは、入学してから半年ほどたったときだった。

        　人気のない体育倉庫は、今ではほとんど使われていない場所だ。優は、一週間に一回程度、そこに呼び出されていた。相手は三年生のアルファの男だ。体が大きく、尊大な雰囲気を持っている。

        　初めて呼び出されたときに見せられたのは、中年の男と優がホテルに入る写真だった。相手は裕福な妻子のあるアルファの男だ。

        　優自身は、別にばらされようともどうでも良かったが、相手の男に火の粉がかかるのは困ると思った。男が好きだとかではなく、実入りの良い仕事を手放すのが惜しかったのだ。

        　優は脅してきた男の要求を飲み、体を差し出すことにした。抑制剤を飲んで、発情をしっかりと抑えていれば、番にされる心配もなく、必ず避妊はさせたので、妊娠の心配も少ない。腰を振って射精できれば喜んでいる相手を見るのは、実に滑稽で愉快であり、面白半分、男に付き合っていた。

        　その日も放課後、体育倉庫に呼ばれた。いつものように、男がくいっと顎を上げたので、優は己のベルトに手をかけ、服を脱ごうとする。

        「先に舐めろよ」

        　優は頷くと、服を脱ぐのをやめ、男のベルトを外して男のペニスを取り出した。大きく反り返るペニスは、アルファ特有のものだ。それに舌を這わせると、男は優の髪の毛をぎゅっと握ってきた。

        　その時、鉄の扉がガタガタと音を立てた。誰かが扉を開けようとしている。扉の取っ手と棚を紐で固定をして開かないようにしていたため開くことはなかったが、男は人差し指を口に当て、静かにするように指示をしてきた。

        　しばらくしたら音が止んだため諦めたかと思ったが、今度は声が聞こえてくる。

        「こら、誰だ。開けなさい」

        　教師が来たのか。二人で顔を見合わせた後、男は舌打ちをするとペニスをしまい、扉を開けにいった。

        「すいませ……」

        　言い訳をしようとする男を押しのけて、誰かが入ってくる。何だと驚いて侵入者の顔を見ると、それは時枝翔であった。

        「出よう」

        　翔が優の手首を掴む。驚いて優は翔の手を振り払った。

        「なに、突然」

        　優が言うのと同時に、男が翔の肩を掴んだ。

        「何だよ、お前」

        　翔は男の方を向き、掠れた声で言った。

        「お前こそ何してんだよ。嫌がってんだろ」

        「は？　別に嫌がってねぇだろ」

        　男の顔が歪み、苛立った声が聞こえたが、翔は引かなかった。

        「いいからどけよ！」

        　翔が怒鳴る。何言い出したのだと思い、優は白けた気分で翔の背中を見つめた。

        　優の容姿からか、優が清純だと思っている人間がほとんどだ。セックスの時も恥じらうと、相手は酷く興奮する。それで金が貰えるのだからありがたいが、こんな時に勘違いをされるのはいい迷惑だ。

        　すっと視線を落とすと、翔の膝がガクガクと笑っているのがわかった。掠れた声は緊張しているからか。ぎゅっと握られた手も、震えているのがわかり、こういうことに慣れていないことが窺えた。

        「ちょっと、何勘違いしてるのかわからないけどさ……」

        　優が言い終える前に、翔の体がぐらついた。興奮した男が、翔を殴ったのだ。

        「ちょっ、やめろよ！」

        　慌てて優が叫ぶと、男は目を充血させ、怒りをあらわにしていた。

        「さっさと出て行けよ。劣等種のベータがなにでばってんだ。糞野郎」

        　男が低く、呻くような声を出した。アルファの匂いがぐっと立ちのぼる。

        　拙い、興奮をしている。思春期のアルファはベータと比べものにならないほどに、不安定になると言われている。大抵のアルファは、その不安定さやストレスを勉学や運動などに転嫁することにより、優秀な結果を出すことができるが、しかし、時にはそれが暴力として顕在することもあり、傷害事件や強姦事件を起こす者もいるくらいだ。

        　男は先ほど中途半端に性交を止められたため、怒りと欲求に支配されているのだろう。これは面倒な事になると思い、優は男の腕をつかんで、媚びるような声を出した。

        「放って置けよ。続き、しようぜ」

        「あぁ、そうだな」

        　男が少しだけ怒りを引っ込めたのがわかりほっとする。余計なトラブルは避けたかった。

        「やめろよ！　離せ！」

        　そんな優の気持ちを全くわかっていないのか、翔が優の体を強く引くと、その間に体を割り込んできた。男は翔の胸ぐらをつかむと、そのまま顔を殴りつける。

        　殴った手が痛かったのだろう。胸ぐらから手を離した男は、殴った手を振りながら、もう一度翔を見た。

        　殴られると思ったのか、翔は咄嗟に手で顔をかばったが、男は翔の腹を殴った。その場にうずくまる翔に、男は蹴りを入れる。大事に育てられたオメガだ。喧嘩の仕方なんて知るわけはない。殴られるだけの翔にいよいよ拙いと思って、優は男の背中に手をかけた。

        「やめろって、それよりもこいつに見せつけようぜ、なぁ」

        　耳元で囁くと、男は荒く息を吐きながら、興奮した面持ちで振り返った。

        　男は優の髪の毛を掴むと、床に優の顔を押しつける。男の興奮は冷めそうもない。くそ、余計な事しやがってと内心で思いながら、腰を上げて、ベルトを外し、ズボンを下ろした。

        「やめろ……」

        　弱々しい声が聞こえる。振り返ると、翔が横たわりながらも、男の足を掴んでいた。

        　男の顔がまた歪むのを見て、あぁ、醜いと思った。そして翔の顔を見る。殴られた頬が腫れているが、そこには美しい顔があった。二人はまるで違っている。

        「しつけぇな。何なんだよ、お前。誰だよ」

        　男が足を上げて、翔の顔を蹴ろうとした。優は仰向けになると、男の股間めがけて、思いっきり蹴りつけた。

        「……！」

        　声にならない悲鳴を上げて、男がうずくまった。勃起しているから、尚更辛いだろう。優は立ちあがるとズボンをはいて、男を見下ろした。

        「しつこいのはテメェだよ」

        　優はポケットからレコーダーを取り出して、男に見せた。もっとも男は痛みからそれどころではなさそうだった。

        「お前との会話、全部録音してんだよ。これ、公開してやるよ。大学行っても、大学でもばらまいてやる。俺はばれてもさ、別にどうでもいいの。高校卒業しようが中退しようが、オメガだからあんまり関係ないだろ。相手してやったのは面倒だったからだよ。でも、お前の醜さにはうんざりだ。もうお終いにしようぜ」

        　それだけ言うと、倒れている翔の手をつかみ、立ちあがらせた。

        「いてぇ……」

        「我慢して歩けよ」

        　優が肩をかすと、翔が腕を回してくる。

        「重いな、くそ……」

        　オメガのくせに上背がある。余計な事をしやがって、と何度も心の中で唱えながら校庭まで歩いて行き、翔を端っこに座らせた。

        「Ｄ組の時枝君だよね。なに余計なことしてんの」

        　地面に座り込んだ翔は、じっと優の顔を見てきた後、真っ赤な顔をして顔をそらした。

        「ごめん。この間、あそこにいる青葉君を見たんだ。あの男が出てきた後で、ドアが開いてて、それで……」

        　優は舌打ちをした。余計なところを見られた。それにしても、正義感ぶりたいなら教師に言うか、直接忠言してくればいいのに、何をしてくれているのだ。

        「嫌なんだろ……」

        「は？　別に、全然……」

        「だって青葉君、あの時怒鳴りながら周りを殴ったり蹴ったりして、凄い悔しそうだった」

        「別に……ストレスがたまってただけだ」

        　本当に余計なところを見られた。よりによってこいつに見られたと思い、何とも言えない気分になる。

        　本妻の子どもに同情される自分は、酷く惨めだ。自分に言い訳をしながらも、男に逆らえなかった自分にも、本当は苛ついていた。そんな自分は酷く惨めで、己を騙すことでしか自我を保てなかった。そんな自分を、誰にも見られたくなかったのだ。

        「なんであんな所にいたの？」

        　話題をそらすように言うと、翔は気まずそうな顔をした。優は、翔が何故いたのか気がついて、馬鹿にするように言った。

        「なに、もしかして俺のこと好きとか？　つけてきたの？　ストーカーじゃん」

        　翔は首を振ると、地面をじっと見ていた。

        「違うよ。いや、違わないかな。青葉君、凄い可愛いだろ。俺の理想の顔なんだ。でも、別にストーカーしてたわけじゃない。たまたまあの先輩についていく青葉君見つけて、様子が変だったし、でも、途中で見失っちゃって、それでようやく見つけたら青葉君あんなだったし、それで今日も先輩についていくの見つけたから、最初から付いてきた」

        　たどたどしい説明に、人付き合いが上手くないと言うことがわかる。優は翔の前にしゃがむと、翔の顔を覗き込んだ。

        「だからってこんなに殴られちゃってさ。喧嘩なんてしたことないんだろ」

        　翔が頷く。その様子が、やけに可愛かった。

        「助けたら、一発できると思った？　いいよ、やろうか」

        　翔が慌てて顔を上げて首を振った。

        「違う。俺は青葉君をそんな目で見てたわけじゃなくて……」

        「でも、俺の顔好きなんだろ」

        「そうだけど、俺は、青葉君みたいになりたいんだ」

        　じっと見てくる目は、嘘をついているようには見えなかった。青白い白目は澄んでいて、日に照らされた瞳は奥まで透けて見える。清涼で、綺麗だ。

        　そして、優は翔がとても綺麗だと、その時初めて気がついた。翔には、男らしさや、オメガらしさなど関係ない。翔はただ、翔という一人の人間として美しく、分類など必要ないのだ。そんなものなど関係なく、人を惹きつける美しさがあった。

        「青葉君？」

        　首を傾げて不安そうな顔をする翔を、優は急激に欲しいと思った。震えながらも優を守ってくれた優しさ。誰にも言わなかったのは、優を思ってのことだろう。見かけだけの優などよりも、よほど純粋で、汚れとはほど遠い性質が、その瞳から溢れ出ていた。

        　きっとこの男は、誰よりも純粋で、誰よりも強いのだと、そう直感した。

        「ありがとう」

        　そう言うと、翔は嬉しそうに笑った。

        　

        ＊

        　

        　翔が学校に来るのは、三日ぶりであった。

        「どうしたんだよ」

        　優が翔に話しかけると、翔は上機嫌な様子で笑った。

        「ちょっとね。お昼に話すよ」

        　体育倉庫で翔に助けられてから、二人は急速に仲良くなり、よく一緒にいるようになったが、高校二年生になり同じクラスになると、更に一緒に過ごすようになっていた。

        　空いている時間はほとんど一緒にいるが、こんなに嬉しそうな顔の翔は初めて見る。何か嫌な予感がすると思いながら、昼休みになるのを待った。

        「発情期、来たんだ」

        　会話を聞かれないように、自転車置き場の奥に置かれたベンチに座って昼食を食べ始めると、話すのが待ちきれないと言ったように、翔が話し始めた。

        　優は、翔の言葉に無理矢理に口角を上げたが、引きつって上手く笑えない。ペットボトルを口にして表情を見られないようにした。

        「そっか。良かった」

        　優は心にも無いことを口にした。

        　自然と翔の隣にいるようになった優に、翔は心にある苦悩をポツリポツリと吐露していった。それを優が理解してやれば、翔は安堵し、更に優に心酔していく。

        　優の思ったとおり、翔は純粋で、強い男であった。その考えは日に日に増しているが、一方で、傷つきやすくて危うい心にも、何度も触れた。そしてその度に、優は翔に惹かれていった。

        　ガラスのように繊細でありながらも、それでも決して割れることはないからこそ、純粋で強いのだと言うことも知っている。

        　翔の優に対するそれは、劣情を伴うものとはまるで違うということも知っていたが、そんなことはどうでも良かった。幸い翔は、無意識だろうが性に対して嫌悪に近い恐怖と劣等感を抱えている。そこを上手く操れば、翔を手にするのは簡単であったのだ。

        　しかし今、翔は優の手から離れようとしていた。翔の思想は、アルファ至上主義とも言える時枝の家により染まっている。家の為にアルファと番になることが、自分が存在する意味だとも思っているのだ。それは純粋だからとも言えるが、優からすると、意思のない人形だとも思えた。

        　もっとも、家族がただそれを求めたのなら、翔の中にも反抗心が芽生えたであろう。翔は賢く、理解力も柔軟性もあるのだ。しかし、家族から見捨てられたという思いが、その反抗心を摘み取ってしまったのだ。期せずして、翔の心を上手く洗脳してしまったのだろう。

        　優は、翔の父、時枝武雄という男の、支配的で見栄っ張りだということに加え、自己中心的な情の無さには何度も落胆させられたが、今はそれに怒りも加わった。

        　優を認知せず、一度も会わず、しかし母を解放することはしない。美しいオメガを番に持つという自尊心は武雄にとっては捨てがたいのだろう。武雄にとってオメガは、いや、人は道具でしかないのだ。それは息子である翔もそうなのだろう。

        「お見合いみたいの、始めるのか」

        　優が聞くと、翔は優の気持ちも気づかずに笑って頷いた。

        「来月、小さなパーティーがあるんだ。それに連れて行ってくれるって」

        「今は薬で抑えてる？」

        「うん。高校卒業までは、さすがに番は早いから」

        　その後、何を話したのか優は覚えていない。そして内から浮かんでくる激情は、未だかつて感じたことのないものだった。

        　それに、オメガとアルファは、同じ種だと思い知らされる。思春期の激しい激情は、アルファだけが抱えるものではない。それはきっと、オメガも同様だ。制御できない強い思いに、優があらがえるはずなどなかった。

        「いつもコンビニじゃ良くないよ。せっかく発情期が来たんだから、バランスいいもの食べないと。明日から、俺、作ってきてやるよ」

        「え？」

        「言ってなかったっけ。弁当、俺が最近作ってるんだ」

        　優は節約のために、弁当を持ってきている。作っているのは母親だが、咄嗟に嘘をついた。翔は当然のように断ってきたが、しつこく言い続けた結果、了承された。

        　翌日から優は、翔に弁当を渡した。気がつかれないように、弁当にはピルをまんべんなく振りかけてある。

        　ピルを一日一回飲めば、発情期は来ない可能性があった。副作用で体重の増加などはあるが、抑制剤よりは身体的な負担も軽い。ただし、発情し、妊娠ができるようになるのは、薬をやめて一ヶ月以上たってからだ。そのため、それほど飲む者が多いわけではない。

        　また、実際に効果があるのはオメガの二十五パーセントほどだ。突然変異をしやすいアルファとオメガは、薬の効き方に個人差が大きい。副作用が少なく効果のある抑制剤が中々作れないのは、そう言ったこともあるのだ。

        　そのため、それは賭けであった。休日は飲ませる事ができないため、効果が出ないかもしれない。また、薬が効いて発情期が来なくなれば、病院を受診するだろう。血液検査を行えば、ピルが投与されていることがバレてしまう可能性があった。それでも毎朝、弁当に細かく砕いた薬を入れる行為を止められなかった。

        　いつかバレるだろう。そうなったら翔は自分の前から去るはずだ。もしかすると、犯罪者として捕まるかも知れない。毎日、毎晩、それが優を悩ませたが、しかし三ヶ月たってもバレる気配はなかった。

        「発情期、あれ以来、来てないんだ」

        　ある日、翔が言った。優は、その話題を避けるべきかと思ったが、犯罪者が捜査状況を知りたいのと同じように、何が起こっているのか優も知りたかった。

        「そっか。病院は？」

        「行ってない。親は、子どもが出来損ないって知られるのが嫌なのか、ただ単に無関心なのか、連れて行ってくれない。ホルモン治療までしたのに、って言われてそれっきり」

        　強がって笑っているが、語尾が掠れて小さくなっている。それに優は、罪悪感に押しつぶされそうになるが、それでも、真実を伝えることはしなかった。

        　翔はますます優と一緒にいるようになった。同じオメガで唯一の理解者だ。甘い言葉の中に、時には翔を傷つける言葉を混ぜ込んだ。そうすれば、翔は優に嫌われる事を恐れ、依存と言ってもいいだろうほどに、優を求めた。

        　翔は美しくて、性格もいい。頭も良くて、背も高い。誰がどう見ても、非の打ち所のないような男で、男も女も翔を好きになるのは簡単だろう。しかし、翔はそれに気がつかない。元から自尊心が低いのに加え、優がそう仕向けたからだ。

        　高校三年生になる頃には、翔は優の家に入り浸るようになっていた。休日でも、優の家で勉強をする。大きな家で育った翔には、六帖が二つあるだけの２ＤＫの家は狭いだろう。

        　しかし、翔はそんな様子をおくびにも見せない。料理を教えれば喜んで一緒に作り、安い海外産の肉でも美味い美味いと口にした。

        　時枝は嫌な家かも知れないが、翔の育て方は間違っていなかった。翔をアルファに嫁がせるために、貞淑な妻になるように育てたのがわかる。今時、女でもこんな気が利いて、おしとやかな人間はいないだろう。翔の外見からは想像できないが、翔は優よりもよほど、アルファの都合の良いメスになるのだろうことは予想できた。

        「ねぇ、しようよ」

        　勉強をしている翔にそう言うのは、多くなっていった。

        　その日も背後から抱きつくと、優は甘い声をだして誘う。

        　翔の体がビクリとなった。顔を覗き込むと、困ったような顔で笑っている。

        「駄目だよ。勉強中だし」

        「やりたい盛りだろ。盛ったらもう、無理だって」

        　己の股間をぐっと翔の腰にこすりつけると、再度翔は体をびくつかせた。

        「あぁでも、翔は違うか」

        　わざと、翔の傷つく事を言う。そうすることで、翔のコンプレックスと罪悪感を煽るのだ。

        　翔と恋人同士になったのは、翔に発情期が来なくなり、家族に完全に見捨てられたすぐ後だった。

        　優にはわかっていた。翔が優に求める者は性愛でもなければ、恋人としての温もりでもない。それでも、翔は断らなかった。断ることなどできるはずはない。優の手が離れるなど、翔には考えられないだろう。

        　どうすれば翔が離れていかないか、常に優は考えている。優以外は翔を受け入れる事ができないと植え付けながら、優を抱けないことに対しての後ろめたさも与えていた。恐らくセックスは、翔にとっては罪悪と同等だ。

        「でも、ごめん。センターも近いから」

        「そうだね。じゃあ、せめて休憩しようよ。始めてから三時間たってる」

        　翔は時計を見ると、こくりと頷いた。

        「何か食う物持ってくる」

        　優がカップラーメンを作って持って行くと、翔は嬉しそうに笑い、両手を合わせて頂きますと言ってラーメンをすすった。

        　優と知り合うまでは、カップラーメンなど食べた事がないと翔は言っていた。美味しそうに食べる姿に、優は知らず笑う。可愛いな、と思って、優もラーメンを口にした。

        「優はさ、やっぱり大学行かないの？」

        「金がなぁ」

        　ラーメンを食べ変わると、翔が聞いてくる。優はゴロリと横になったが、翔はぴんと背中を伸ばしている。普段から寝転がったりしない翔は、食後に横になるなどしない。その育ちの良さに羨望の目を向けながら答えた。

        「そっか。頭いいのに勿体ない」

        「勉強も好きじゃねぇし。大学よりも、働いて、翔と東京で一緒に住みたい」

        　床に置かれた翔の手に、自分の手を重ねる。節ばった翔の手は、優の手よりも大きい。白く細い己の手がぼうっと浮き出ているようで、自分の手が気持ち悪いと思った。それに比べると、翔の手は男らしく、なんと綺麗なのだろうか。

        「ありがとう」

        　翔の顔が少し曇る。おそらく翔は、優に金がないこと、そして優だけが働くことが後ろめたいのだ。しかし、実際には少し違っていた。

        　金はあった。優は金を稼ぐために援助交際を続けており、父親からの送金もそれなりにあった。大学に行けないこともないだろうが、しかし、上京するほどの金はなく、地元の大学に通うとなると、翔と離れなければならない。離れたら翔が誰かに奪われるではないかという杞憂が強く優を支配しており、大学に進学するなど考えられなかった。

        　今までだって、翔に粉をかけてくる人間は沢山いたのだ。それを一人ずつ誘惑し、時には金も使い、翔から離させた。翔には絶対に知られたくないような犯罪を起こしたこともある。

        　必死だったのだ。オメガの自分がどうやって翔を繋ぎ止められるのか。権力を持っているアルファ、金の持っているアルファ、容姿の優れているアルファ、どれも敵う気がしない。だからこそ、考え得る全ての方法を使って、翔を繋ぎ止めるしかない。

        「早く一緒に住みたいな」

        　翔がそう言って笑うと、大きく背伸びをして、また机に向かった。その背中を見ながら、優は泣きたくなってくる。

        　何故自分はオメガなのだろうか。何故、翔はオメガなのだろうか。自分はただ、翔という一人の人間が好きなだけだ。性別など、下らない。

        　いや、それだけではない。自分と翔は兄弟だ。結婚することさえも叶わない。

        　優は一つ、また一つと秘密を増やすたびに、青葉優という男が無くなっていくように感じていた。しかしだからといって、止めるわけにはいかない。

        　体が全て秘密に染まってしまったとき、自分という存在はいなくなるのだろうか。それならそれでいい。何の価値も無いオメガが一人消えたとしても、どうってことはない。翔と出会ってから己の存在価値は翔という男の上で成り立っているのだから、そんなことは今更だ。

        　翔が紙の上でペンを走らせる音が響く。細い背中は、ピンと伸びていて、やはり美しい。

        　自分は後どれくらい、翔と一緒にいられるのだろうか。優はそう思いながら、じっとその背中を見つめた。

        


    

    
        　　　四．嘘と真実

        　

        　

        　優ゆうは時計を見た。十六時だ。そろそろ男が帰ってくる頃だろうと思った。

        　ワイシャツのボタンはわざと掛け違えて止めており、シャツの後ろ裾をパンツから出して乱れている様を演出していた。首輪をつけて、玄関の前にある鏡の前で表情の練習をすると、家を出た。

        　駅前にあるマンションの前で真々田直樹ままだなおきが帰って来るのを待つ。翔かけると直樹の朝練を隠れ見たことがあり、直樹の顔は確認済みだった。

        　一台のロードバイクがマンションの前に止まったのに、優は慌てた様子で直樹の前に飛び出した。

        　タイミングが大事だ。そう思いながら、直樹の横から直樹の体に体当たりをする。直樹が驚いた顔で見下ろしてくるのに、優は焦った顔をして見上げた。

        「ご、ごめんなさい」

        　涙を目に浮かばせながら、謝ってみせる。見下ろしてくる顔は嫌になるほど整っており、アルファの匂いが嫌みったらしいくらいに匂ってくる。これが翔をたぶらかした顔か、と優は思った。

        「いえ、大丈夫ですか」

        「はい、ごめんなさい」

        　そう言って、涙を目から溢れさせた。直樹が優の全身に目を這わせてくる。乱れた胸元に視線が這わされるのに、優は上手くいっていると感じていた。

        「彼氏に追いかけられてて、それで……」

        　悲しそうな表情で、直樹を見た。直樹は優の腕をつかんだままだ。急ぐなと自身に言い聞かせながら、少し時間をおいて、か弱い声を絞り出した。

        「かくまってください。捕まったら、殴られて、何をされるか……」

        　直樹は辺りを見回すと、おいで、と言って優の手を引っ張ってくる。上手くいったと思って、内心で笑った。

        　直樹は家の中に優を招き入れてくれると、ソファに座らせてくれ、温かなコーヒーを注いでくれた。優しいのか、それとも下心があるのか、そのどちらだ。

        　恐らく後者だ。発情期の優の体からは微かだが、オメガの匂いが漏れているはずだ。それに惹かれているのだろう。

        「大丈夫？　警察、行く？」

        「いいえ」

        　首を振って俯いた。

        「俺も悪いんです。俺が、番になるのが嫌だって言って。一生のことだから、ちゃんと考えたいんです。でも、それで怒らせちゃったから」

        「そんなこと無いよ。殴るなんて、絶対に駄目なことだよ。警察に行こう」

        「警察なんて何もしてくれません。俺は親もいないオメガだし……」

        　ぶわっと涙を溢れさせる。直樹は隣に座って、肩を叩いてくれた。こうやって翔を懐柔したのか。気持ちが悪い。偽善的な態度に腹が立った。

        　アルファで金があって、顔も良い。性格まで良いとなれば、ただ腹が立つだけだ。ならば、その腹の中をぶちまけてやろうと思った。

        　優は段々と体が変化していくのを感じていた。抑制剤は効果の薄い物を飲んでいる。その上飲んだのは八時間前で、そろそろ効果が切れる頃だろう。直樹に会う前に薬が切れる心配もあったが、賭けをするだけの価値はあった。

        　誰かを誘惑するときでも、抑制剤を完全に切らすなどしたことはない。効果の薄い薬を飲んで、適度にフェロモンを出すのがせいぜいだ。

        　しかし、今回はそれでは駄目だと直感していた。このアルファは危険だ。他のアルファとは違う。翔を陥落させたのだ。ならば、優も全身で立ち向かわなければ駄目だと思った。

        　優は直樹の腿に手を置いた。そして潤んだ目で見上げる。直樹の喉がゴクリと鳴り、アルファの匂いが強くなった。何て匂いだ。今まで色々なアルファの匂いを嗅いだが、これほどまでに魅惑的な匂いなど嗅いだことがなかった。

        　発情しない翔が反応したのはこのせいか。逆に言えば、翔はこの匂いに反応したにすぎず、男そのものに惚れたわけではない。そう思い込みながら、優は直樹の体にもたれ掛かった。

        「ごめんなさい。発情期なんです。助けてください」

        　直樹の手が伸びてくる。頭を撫でてくる手に、かかったと内心で笑った。

        「君の恋人は、とても人を殴るようには見えないけど」

        「え？」

        　直樹の顔を見上げると、先ほどまで同情的な視線を向けていた顔が、冷たい色に変わっていた。

        「それに、オメガ同士で番は無理だよね、青葉優さん」

        　優は驚愕の色でその顔を見上げた。

        　クソ金持ちが。何もかも調べてやがると思いながら、優は次の一手に考えを巡らした。

        　直樹は鞄から銀色のケースを取り出すと、その中から注射器を取り出し、自分の腹に打った。即効性の抑制剤だろう。大きく息を吐くと、優の顔を見てきた。

        「オメガ用の抑制剤、あるよ」

        　 直樹が抑制剤を打ったのならこれ以上誘惑しても意味が無いと思って首を振ると、ポケットから抑制剤を出して飲んだ。

        「知ってたんですね」

        　呼吸が落ち着くと、小さな声で呟く。それに直樹が頷いた。

        「ごめんなさい。どうしても、近づきたかったんです」

        「恋人を横恋慕する男を牽制したかった？　それにしても、凄い手を使うね」

        「横恋慕？　なんですか、それ。なんで俺の名前を？　なんで恋人がオメガだって知ってるんですか」

        「良い度胸ですね」

        「良い度胸？　ただ俺は、あなたが好きで……。こんなこと駄目だって思うけど、俺、あなたを一目見て好きになっちゃったんです。それで、どうしてもって、こんな手を使ってしまいました。恋人がいるのは事実です。ちゃんと別れてから声をかけるべきだってわかってるけど、発情期が来て、どうしようもない気持ちになっちゃって……本当に最低だ。ごめんなさい」

        　直樹はニッコリと笑って優を見てきた。まだ勝機はある。今まで、優が誘惑して落ちなかったアルファはいない。所詮アルファなど、オメガの誘惑には勝てないのだ。快楽だけがあれば十分な人種でしかない。

        　執念で何かを手に入れることはあっても、執着の本当の意味も、愛情の本質も知りはしない。彼等が翔の中身を、翔自身を愛することもないだろう。

        　だからこそ優にしてみれば、翔に寄ってくる人間を追い払うのは、ベータよりも、アルファの方がよほど楽であった。直樹ももう少し時間をかければ落ちるだろう。

        「うん。最低ですね。でも、良かった。これで心置きなく、翔さんを手に入れられます」

        　しかし、直樹は優の考えを打ち砕く。直樹は優の腕を掴むと、引きずるようにして玄関まで連れて行った。

        「俺さ、そもそもあなたみたいな人、好きじゃないんですよ。顔も嫌い。笑っていない目も嫌い。可愛い顔の奥で、いつも策略巡らしているような目をしていますよね。何であなたみたいな人が、あの人の隣にいるの？　あの人とは正反対だ」

        　優はその言葉に目を見開いて直樹を見た。直樹はニコニコと笑っているが、目は笑っていない。その目にゾクリとして、思わず目をそらした。

        「今日は来てくれてありがとうございました。お陰で、もう、遠慮しなくていいって思えました。どんな手を使っても、翔さんを手に入れますよ」

        　直樹の体から、アルファの匂いが溢れる。それは先ほどまでの匂いとは違い、ここから今すぐ逃げ出したくなるような匂いだ。そもそも、匂いなど出ていないのかも知れない。ただ男の気迫が、そう思わせているのか。

        　この男は危険だ。優は思う。平然と優を崖から突き落とせる男だと、そう思った。今まで知っているアルファとは違う。いや、アルファだとかそんなことを抜きにして、真々田直樹という一人の人間がそうなのだ。

        「酷いです。俺はただ、あなたが好きなだけなのに……」

        　しかし、優は最後までその態度を崩さなかった。録音や録画が無いとも言えない。翔の性格上、翔のために直樹を誘惑する優よりも、アルファに誘惑された優の方が、事を優位に動かせると咄嗟に判断したのだ。

        「最後まで突き通しますか。尊敬すら覚えますよ。その辺のアルファよりも、よほど肝が据わってる」

        　直樹は玄関のドアを開けると、優の体を押して追い出し、靴を放り投げるとドアを閉めた。

        　くっそ。心の中で毒づく。なにがアルファよりもだ。アルファよりも根性のあるオメガなど、ごまんといる。やっぱり底ではオメガを馬鹿にしている、ただのアルファだと思った。

        　エレベーターに乗ると、密室で直樹の匂いが立ち上る。その匂いを消すように、ポケットから香水を取り出し、自身と、エレベーターの中に吹きかけ、首輪を外して乱れている服装を直した。

        　帰宅すると、玄関に翔の靴があった。匂いは消したので大丈夫だろうと思いながら、何食わぬ顔で家に入る。

        「お帰り。まだ仕事行ってないの？」

        「うん。今日はちょっと出勤遅らせた」

        　テレビを見ていた翔が顔を上げた。無邪気な笑顔が優のどす黒い心を綺麗にしてくれる。優は翔の隣に座ると、頭を翔の肩に擦り付けた。

        「くさっ。香水つけすぎ」

        「発情の匂い隠そうとして、つけ過ぎた」

        　翔が心配そうな顔で優を見てきた。一昨日、半ば無理矢理に犯されたというのに、翔は恨み言一つ言わずに、ただ優しかった。

        「発情期、辛い？　店、休む？」

        「いや、当日休んだら罰金だし行くよ」

        「そんなの。体の方が大事だろ」

        「いや、そんな簡単じゃないよ。やっぱ責任もあるし」

        　心にも無いことを言うと、翔は優の頬にキスをしてくれた。

        「偉いな、優は。そうだよね。学生とは違うよね」

        　翔は人の言葉を疑わない。疑うほどに、誰かと信頼関係を築けていないからだ。こんな翔が直樹の手にかかれば、すぐに陥落するだろうと不安だけが心を支配していく。

        「でも、体は大事にして。優に何かあったら、俺はどうしていいかわからないよ」

        　優はその言葉に、苦しくなる。翔が優しかいないように、優だって翔しかいないのだ。

        　会ったことのない父親、愚鈍な母親。誰も優のことを気にかけていない。優のことを気にかけているのは、翔だけだ。しかしその翔を、自分はずっと騙している。それだけではなく、常に翔を孤立させようと目を光らせていた。だが、それが当たり前になった今、もはや罪悪感さえも薄れていた。

        「ありがとう。着替えたら行くね」

        　優の言葉に、翔はもう一度キスをしてくれた。

        　スーツに着替えると、すぐに家を出る。家から店までは電車を使って四十五分ほどだ。少し遠いが、帰りは車で送って貰えるので問題なはい。入店をすると、すぐにマネージャーが声をかけてきた。

        「光みつ村むら様がお越しです」

        　名前を聞いて、あぁ、面倒だなと思った。しかし、笑顔で光村のいるテーブルに向かう。

        「こんばんは、光村様」

        「久しぶりだね。ひかり。好きなお酒、頼んで」

        　ひかりは優の源氏名だ。その名前で呼ばれると、完全に仕事モードに入り、優と言う男はいなくなる。

        「では、お言葉に甘えて」

        　優は手頃なスパークリングワインを頼むと、グラスを掲げて口にする。

        「最近、あまり来てくれなくて寂しいです」

        　優がにっこりと笑うと、光村は愛想笑いもせずに優の耳の後ろを指ですっと撫でてきて、それを自分の鼻先に持って行った。

        「抑制剤、飲んだ？」

        　光村が来るのは、優の発情期の時だ。優の周期を知っており、わざわざ計算して店に来るのだ。

        　もっとも、優もそれを武器に使っているからお互い様だ。優は抑制剤がよく効く体質であり、どの薬と相性がいいのかもわかっている。発情期には少しだけ匂いが漏れるような薬を飲むことも可能であり、適度に効く薬を飲んで店に出るようにしていた。

        「ごめんなさい。ちょっと襲われそうになっちゃって」

        「大丈夫だった？」

        「えぇ」

        「よかった」

        　光村が笑う。どうでもいいと思ってるくせにと思いながら、ありがとうございます、と言う。

        「いつぐらいに上がれそう？」

        「多分、十二時には」

        　抑制剤の持続時間は八時間ほどで、仕事が終わる頃には、薬はきれるだろう。ニコニコと笑いながら、光村に少しだけもたれ掛かり、内心ではゲス野郎と呟いていた。

        　夜の街で働くオメガはそれなりにいる。皆が皆、自身の選択ではないアルファとの番を望むわけではない。しかし、自由に生きたいと思っても、オメガには働き口が少ない。そんなオメガにとっては、夜の街は貴重な就職先でもあった。

        　夜の店にもランクはある。見目が優れている、賢く目先が利くなどのオメガは、優のようなオメガ専用の高級クラブで働くが、そうでないものはランクの落ちた店で働いている。最低ランクは、性風俗店での勤務だろうか。給料は良いかも知れないが、常に危険が隣り合わせだ。様々な理由があるかもしれないが、そういう店で働くのは、大抵が売られたり、騙されたりしたオメガだった。

        　そういった店で働かなくてもいいのは恵まれている。安く自分を売らずとも大金が手に入る。そういった意味では、優は己の才覚と容姿に感謝をしていた。

        　店に来る客はベータもいるが、大抵が番のいないアルファだ。オメガに選ばれなかった哀れなアルファ。優には彼等がそう見える。そして彼等の劣等感を利用したのがオメガのみがいるこの店だ。優はさらに彼等の劣等感を利用し、発情期に大金を稼ぐことにしていた。

        　あの状況では仕方なかったが、抑制剤を飲んだのは失敗だ。このゲスは優の体目当てに来るが、上客でもある。このまま、他のオメガに取られるのは得策では無い。早く薬が切れろと祈った。

        　黒服が優に耳打ちをしてきた。他のテーブルにお得意様が来ていると言う。優は光村の手を握ると、また来ますね、と微笑んだ。

        「今日はもう帰るよ。いつもの場所でいいよね」

        　光村が耳元で囁くのに、光村が入れたボトルの金額を考え、これ以上光村がいなくても売り上げは十分にいったと考えて頷いた。

        　仕事を終えると、光村の指定したホテルに向かった。地元にいた頃はラブホテルが多かったが、東京に出てからは、大抵は一流のホテルで事を行う。金は、あるところにはあるものだ。

        　最上階のスイートルームに行くと、バスローブを着た光村がいた。すでに準備は万端といったところだ。

        「光村様、お待たせしました」

        　優は首輪をつけると、にっこりと笑う。光村は優の腰を抱き寄せると、首輪の上からうなじに口づけてきた。

        　優はアルファを見る目には自信がある。その匂いや雰囲気で、大体どんな人間か分かってしまうのだが、光村はアルファとしての貫禄を十分なほどに持っており、優秀な男だと直感していた。

        　三十歳半ばと言ったところか。背は高く容姿にも優れている。仕草は優しく、口調は丁寧だが、切れ長の目からは知的な印象と、冷たい印象を受ける。

        　この男なら番も見つけられるだろうに、わざわざオメガを買うのは何故なのか。一人に縛られたくないだけで、他にも囲っているのかも知れない。

        　優はそんなことを考えながら服をゆっくりと脱いでいく。余計なことを考えてしまうのは、あの男に会ったからだ。酷く心を乱された。

        　内心で舌打ちをしながら、早く薬が切れてくれと思った。正常な頭で抱かれるよりは発情していた方がよっぽどいい。今日は、特に何も考えたくない。

        　光村は優に乱暴なことや嫌がることは決してせず、紳士的な男であったが、今日は思いっきり発情させてセックスをしようと思った。

        　優は下着一枚になると、光村のバスローブをはだけさせ、胸元に舌を這わせる。そのまま臍まで舌を這わせていくと、下着をずらした。まだ勃起していないが、オメガの自分と比べると、一回り以上大きなペニスが顔を出す。

        　優はそこに舌を這わせる。発情をしていないときに相手をすると、大抵のアルファは中々絶頂を迎えてくれないため、怠い事この上ない。早く発情してくれと思いながら懸命に舐めていくと、そこは勃ち上がってきた。

        「やっと匂いがしてきたよ」

        　見上げると、光村の顔色が変わってきている。言われてみて、初めて体が熱くなってきているのに気がつき、安堵と落胆を同時に感じた。

        「あぁ、久しぶりにひかりの匂いを嗅いだよ。いい匂いだ。一番好きな匂いだよ」

        　光村がしゃがみ込んで、優の胸元を撫でてきた、小さな突起が握られ、優は小さな声を上げた。そのまま下着に手を差し入れ、後孔に指を入れてくる。そこはすでに濡れ始めていて、その指の感触に思わず腰を振った。

        「気持ちいい？」

        「うん。気持ちいい。もっとしてぇ」

        　猫なで声を出すと、男の吐息が耳にかかった。下着の中では、ペニスが痛いくらいに張り詰め、布を濡らしていた。

        　ベッドに連れて行かれて下着を剥ぎ取られると、四つん這いにされる。光村が膝立ちになるのに、再度そのペニスを舐めると、背中から手を回され、後孔に指を挿入される。喉奧に光村のペニスを突きつけられ、後孔を弄られると、頭がクラリとしてきて、気持ちよさに腰をふった。

        「最高だ。ほら、もっと喉を窄めて」

        　口に出し入れされるペニスは、ぬめった唾液で濡れて光っている。苦しさと恍惚とした悦びに翻弄されていると、指をグシュグシュと抜き差しされた。

        　指の角度から、前立腺を直接刺激されることはないが、指の関節がそこに当たる度に、体をビクビクとさせた。もっと刺激が欲しくて、ぎゅっと後孔を閉めると、更に激しく抜き差しされる。

        「ひぃ……ん」

        　気持ちが良い。もっと欲しくて懸命にペニスを舐めながら、ぎゅっぎゅと指を締め付けた。

        「そんなに欲しいか」

        　低い声が響く。光村が興奮状態に入ったのが分かった。

        　光村の匂いが強くなる。ここまでの匂いは初めてだ。優が完全に発情しているため、光村もそれにつられて発情したのだろう。どんな風に抱かれるのかと考えると、恐怖と期待で後ろが濡れていく。

        　優の口からペニスが抜かれると、光村が優の後ろにまわり、腰を掴んできた。

        「いれて……早く！」

        　光村は優の後孔にいきり立ったペニスを当てると、ズッと、乱暴に挿入してくる。奥までメリメリと分け入ってくる大きな塊に、優は喉を仰け反らせて、嬌声をあげた。

        「あぁ……！　や、強い！」

        　一気に奥まで突き上げると、光村はすぐに腰を動かしてくる。遠慮無く打ち付けられる腰に、パンパンという肉のぶつかる音が響いた。

        　セックスの時にも、どこか冷静な光村が我を忘れているのに、優も興奮してくる。何より、アルファが自分のせいで醜態をさらしているのが愉快だった。

        「おちんちん、すっごいおっきい。もっと突いて……奥までもっとぉ……」

        「お尻、もっとぐしゃぐしゃにして欲しい？」

        「うん。もっとお尻ぐしゃぐしゃにして……」

        　卑猥な言葉を口にしながら快楽を貪る。背後からは、光村の荒い息を感じた。

        　情けないアルファの姿を見られるのはこのときだけだ。オメガで良かった。オメガであるからアルファを貶め、大金を稼ぐことができる。それで金が貰えるのだ。

        　いや、アルファであればこんなことをしなくてもいいのだ。ベータでもいい。オメガ以外であれば安定した職について、翔と一緒にいられる。

        　しかし、お互いがオメガである限りそれは無理だ。翔と一緒にいるためには金がいる。二十代のうちに稼げるだけ稼いで、未来への保障が欲しかった。

        　快楽に翻弄され、ぐしゃぐしゃに濡れ、何度も射精をしながら快楽を乞うている自分が情けない。下らないことを考えていないと、自分が制御できそうもなかった。

        　せめて、この顔が普通であれば良かった。そうすれば、ベータだと誤魔化せて仕事にも就けただろうが、顔からすぐにオメガだとばれてしまう。抑制剤がよく効くと言っても、採用するには至らない。

        　いや、この顔であったから翔と一緒にいられるのだから、良かったのだ。

        　翔には苦労はさせたくない。翔にこんな仕事をさせる気もない。翔は世間知らずのままでいい。何も知らず。綺麗なままでいてほしい。そのためになら、何だってする。あんなアルファの執着も覚悟も、自分の前ではゴミ当然だ。優はそう思った。そう思いたかった。この気持ち以外に、アルファに勝てる要素など何一つないからだ。

        　発情は強くなっていく。射精した光村がペニスを抜くと、精液が尻から溢れたが、すぐに回復した光村によって再度貪られる。保っていた自我も手放して、夢中で男を求めるしかなかった。

        　それでも頭の奥では、翔に会いたい、本当は、翔だけと抱き合いたいのだという思いは消えなかった。

        　

        ＊

        　

        　

        　くそ、体が重い。

        　優は目を覚ますと、発情期の怠さを感じて動きたくないと思ったが、光村がじっとこちらを見てきたので、無理矢理に体を動かし鞄からピルを取り出して飲んだ。

        　これで妊娠の確率はぐっと減る。いつもなら避妊具を使うのだが、今回は抑制剤を全く飲んでいなかったため、正常な判断ができずに、ただ欲しがってしまった。

        「ごめんね。避妊しなかった」

        　後ろから抱きついていてくる光村の腕にキスをすると、愛想笑いをした。

        「いえ、俺もつい夢中になってしまって。凄く良かったです」

        「次はまた二ヶ月後？」

        「えぇ、そうですね」

        「発情期以外は会えない？」

        「え？」

        　思わず声を上げてしまった。発情期以外でもやりたいと思っていたのかと驚いてしまう。

        「いやかな？」

        「いえ、でも、発情期じゃないのにセックスしても、大して面白くないですよ。そんなにフェロモン出ないですし」

        「そういうんじゃないんだけどね……」

        　光村はどこか寂しそうに言うが、優から体を離してシャワーを浴びに行ってしまった。

        　何なんだと思いながらベッドに座る。チェックアウトは何時だろうかと思いながらベッドサイドの棚を見ると、そこには札束が一つ置かれていた。

        　優はようやく気分が晴れていくのを感じ、札束を鞄に突っ込むと、光村と交代でシャワーを浴びに行き、服を着た。

        「私は仕事に行くけど、ひかりはもう少しゆっくりしていくといい」

        　そう言って光村は優にキスをすると、部屋を出て行った。

        　時間は八時だ。今抑制剤を飲めば十六時頃に薬が切れる。出勤前に軽い抑制剤を飲めば、いつもと同じように丁度良い発情ができると予想し、抑制剤を二錠飲んだ。

        　家に帰ると翔はいなかった。テーブルには朝食が置かれている。どんなに遅くなっても翔が起きるまでには帰るようにしていたが、昨日は百パーセントの発情をしてしまったため、そんな余裕もなかった。翔が朝帰りを不審に思っていないか心配になりながら椅子に座った。

        　肘を突いて頬杖をつくと、用意されている朝食の卵焼きを口に放り込む。料理は優が教えることもあったが、翔自身も基本的な料理を家庭で学んでおり、中々の腕前だ。とくにこの卵焼きは時枝の味らしくて出汁の味がして美味い。手早く作る優とは違い、翔は時間をかけて丁寧に食事を作るので、簡単な食事でも美味しいのだ。レパートリーは優の方が多いのだが、一つ一つが丁寧に作られた翔の料理の方が、優は好きであった。

        　それにしてもあの男だ。どうしようかと優は考える。昨日は時間がなくて、今後の作戦を考える暇も無かった。

        　良い策が見つからない。いっそうのこと、翔を家に閉じ込めてしまいたい。しかし、それだけの力も金もないことを翔は知っていた。そんなことをすれば、ますます直樹の優位になってしまうだろう。

        　不安だ。不安で仕方が無い。

        　今日は仕事を休んで翔に会いたいが、一番の稼ぎ時である発情期を無駄に休むわけにはいかない。一眠りして仕事に行くしかない。

        　発情期は、どんなに遅く帰っても、発情期を理由に翔に触れて貰うのだが、昨日はそれもなかった。今日はそんなミスはしないと気合いを入れた。

        　ただ好きな人と一緒にいたいだいけなのに、オメガというだけでアルファに負けてしまうのか。アルファなど、いなくなればいい。オメガという存在もいらない。優は、全てなくなればいいのにと思いながら、卵焼きをもう一つ、口に放り込んだ。

        


    

    
        　　　五．真々田直樹

         

        　

        　真々田直樹ままだなおきは車の後部座席にゆったりと座りながら本を読んでいた。

        「直樹様、そろそろでございます」

        　運転手の声がして、直樹は顔を上げると窓の外を見た。しばらく外を見ていると、ロードバイクに乗っている、白いＴシャツを着ている男の背中が視界に入ってきた。

        　今日は、赤信号で隣に止まる事ができた。ついていると思ってサングラスをかけている横顔を見ると、相変わらずの整った顔がそこにはあった。

        　直樹は車で高校まで通っている。毎日同じ時間に、同じ道を通学していると、毎日のように会う車や、人間ができてくる。何故か分からないが気にくわない者や、会うと笑顔になってしまう者と色々だ。そのどれもが、平凡な日常の始まりを直樹に与えてくれる。直樹は彼等に会う度に一日が始まる事を感じ、心の奥で安堵するのだ。

        　その中でもロードバイクの男は格別であった。今年の六月頃から見るようになった。運転手の鈴木は車道を走る自転車が邪魔で気にくわないようであったが、運転をしない直樹にはそれがわからない。

        　ただ、男の汗ばんだ背中、薄く浮き出たふくらはぎの筋肉、整った横顔を見るのが、いつの間にか楽しみになっていた。

        　男であるのは間違いないだろう。しかし、アルファかベータかオメガかはわからない。その雰囲気から、恐らくアルファかベータであろうが、アルファにしては体が細く、その体を纏う雰囲気もアルファとは違う気がするので、ベータかも知れない。

        　直樹が男を見ていると、その様子がいつもとは違うことに気がついた。ロードバイクの前輪をじっと見た後に、ロードバイクから降りて歩道に移ると、ロードバイクを引いて歩き出してしまった。

        「鈴木さん、車降りたい」

        「はい？」

        「ここからなら歩けるから大丈夫」

        「それはいけません！」

        　鈴木の制止も気にせず、直樹は車のドアを開けると、車から降りた。

        　男の後を付いていくと、男は近くの公園まで歩いて行き、ロードバイクを横たえた。ヘルメットを脱いでベンチに置くと、大きくため息を吐いている。何かトラブルが起きたようだった。

        「ついてないなぁ」

        　独り言を呟く男を見ながら、直樹はベンチに座った。男が直樹に気がつきチラリと見てきたので、直樹はにっこりと笑う。

        「どうしたんですか？」

        　男は話しかけられたことに少し驚いたようだったが、タイヤがパンクしたみたいで、と小さな声で答えてくれた。

        「大変ですね。自転車屋はまだやってないですよね」

        「自分で直すよ。面倒だけどね」

        　そう苦笑いをした男が、サングラスを外した。

        　直樹は初めて見たその目を呆然と見つめた。想像とは違う。いや、想像以上と言うべきか。すっと通った目は綺麗な形で、どこか冷たく見えるが、右目の下にあるほくろが色っぽく、男に艶を与えていた。朝日に照らされて光る瞳は澄んでおり、白目が綺麗だ。

        　普段はサングラスで隠れている目以外のパーツが整っているのは知っていたが、サングラスを外したことで、更にその顔が際立って見えた。中性的な顔とも、男らしいとも言えたが、それだけではなく、周りの空気を変えるような、独特な雰囲気だ。

        「何か、手伝いましょうか」

        　思わず言った言葉に、男は少し焦ったような表情を見せた。

        「ありがとう。でも、いいよ。君、高校生だろ。学校遅れるよ」

        「近いから大丈夫。それに、パンク直す方が大事ですよ」

        「なんで？」

        「社会勉強です。折角の機会ですから」

        「何それ」

        　男がようやく表情を崩した。笑うと可愛らしい。冷たい印象が一気に和らぎ、優しい印象に変化した。

        　直樹は、瞬間、心臓が痛いほどに高鳴ったのを感じた。このとき、一目惚れというものがあるのだと、身をもって知ったのだ。

        　そんなものは、特別に相性の良いアルファとオメガの間だけで起こるものだと思っていた。だが、目の前の男はベータだろう。いや、違うのかもしれない。しかし、そんなことはどうでもいい。直樹は確かに男に対して運命のような物を感じ、理性で抑えられない感情があるのだと、初めて知った。

        「じゃあさ、自転車支えて貰っていい？　前輪外すから」

        「あ、はい」

        　直樹がロードバイクを支えていると、男が手際よく前輪を外した。ベンチにロードバイクを立てかけると、サドルにつけている小さなバッグから、チューブと、タイヤレバーを取り出しベンチに置く。

        「そんなの、持ち歩いてるんですか」

        「ロードバイクのタイヤはパンクすることがあるからね。普通は皆持ってるよ」

        　男はタイヤとリムの間にタイヤレバーを入れると、器用にタイヤをリムから外していき、中のチューブを取り出した。

        「へー、こんなになってるんだ」

        「そう。タイヤにゴミがついてないか確認して、新しいチューブに交換する。パンクしたのは初めてだけど、交換する練習は何回かしたんだ」

        　男は、ロードバイクのフレームから小さな棒状の物を取り外した。

        「何ですか、それ」

        「ポンプ。空気入れだよ」

        「凄い小さい」

        　小さな空気入れに驚いていると、男は、だろ、と言って得意げに笑った。子どもみたいで可愛い。

        　男はチューブに空気を少し入れると、チューブをタイヤの中に入れ、ロードバイクに装着した。

        「ここからが大変なんだよ」

        　男はそう言って、小さなポンプを一生懸命に手で押し始める。小さいので、何回も押さなければいけないようだ。汗だくになって入れている姿をずっと見ていたいと思ったが、直樹は手を差し出して交代を申し出る。

        「いや、悪いから」

        「いいですよ。俺、力はありますから」

        　男はじっと直樹の顔を見てきて、視線を体に落とすと、どこか寂しそうに笑った。

        「いい体してるもんな。羨ましい。じゃあ、頼んじゃおうかな」

        「はい」

        　交代で空気を入れていくが、思った以上にしんどい。それでも、タイヤに空気が入っていくのは楽しかった。

        「大学生ですか？」

        　直樹が聞くと、男は頷いた。

        「どこの？」

        「東慶大」

        「へー、優秀なんですね」

        「そんなことないよ。君は高校生だろ。その制服は、近くの高校だよね。何て言う学校だっけ」

        「瑞穂学園」

        「あぁ、そうだ。瑞穂だ。友達がその学校出身だよ。アルファばっかりなんだっけ」

        「はい」

        「君もアルファだ」

        「はい」

        　また、男は寂しそうに笑う。そのため、あなたのバース性は何ですか、と聞くことはできなかった。

        「そろそろいいんじゃないですかね」

        　タイヤを押して空気が入っているのを確認して言うと、男もタイヤを押してきた。

        「本当はもっと入れた方がいいんだ。空気足りないとパンクしちゃうから。でも、今日は大学まで行ければいいから、これで十分かな」

        　男はそう言うと、ちょっと待っててと言って自動販売機まで走って行き、ペットボトルを持って戻ってきた。

        「はい、これ。ありがとうね」

        　差し出されたペットボトルに、直樹は首を振った。

        「いや、いいですよ。勝手に手伝っただけだから」

        　貰えないと首を振ったが、男は直樹の手を握ってくると、それを無理矢理に渡してきた。その手の感触に、心臓が口から飛び出るのではないかというほどに高鳴った。苦しいのに、嬉しい。初めての感覚に戸惑うしか無い。

        　男はメッセンジャーバッグからハンドタオルを取り出すと、それも差し出してきた。

        「ごめん、汚れたよね。汗もかいてるし。これ、使ってないから、よかったら」

        　そう言って渡されたタオルは、洗剤の良い匂いがする。直樹は汗を拭くふりをして、口元にそのタオルを当てて、大きく息を吸った。

        「ここにも汚れが」

        　ふいに頬に触れてきた手に、顔が真っ赤になる。男は汚れた親指を見せてくると、ほら、と言って笑った。

        「良い男がだいなし」

        　笑顔が日差しの中で揺れた。あぁ、もうだめだ。直樹はタオルをぎゅっと握りしめた。

        　直樹には恋人もいる。その恋人しか知らないわけでもない。同年代の中では経験豊かな方だろう。しかし、この男が自分のことなど、ただの高校生だとしか思っていないことはその態度を見ていれば分かる。制服を着ている高校生の自分が、初めて恨めしいと思った。

        　恋人はいるのだろうか。こんなに綺麗で、背も低くはない。何よりも気が利くし、優しそうだ。男でも女でも、相手には困らないだろう。直樹は、高校生の自分などと思って、名前を聞くこともできなかった。

        「ありがとうな。授業、間に合う？」

        「あ、はい」

        「じゃあ、行ってらっしゃい」

        　じっと立っている男に、直樹は首を傾げる。

        「行かないんですか」

        「手伝って貰ったのに、先に行けないだろ。公園出るまで見送るよ」

        　随分と律儀だと思いながら、そんなところも直樹の心を鷲づかみにした。

        　公園を出るときに振り返ると、男はにっこりと笑って手をふってくれている。また会えるだろうかと思いながら、直樹は学校に急いだ。

        　

        ＊

        　

        　今日も会えた。直樹はタキシードに身を包みながら、翔を思い出していた。

        　朝の通学中に、車の隣に止まったロードバイクを思い出し、下半身に熱が集まるのを感じていた。不純だ。直樹は大きく息を吐くと、男の存在を追い払うように頭を振った。

        　車の窓にスモークを貼っているため、男からこちらは見えないだろう。あれから話しかけることもできず、ただその横顔を見る日々に戻った。しかし、以前と違うのは、男の存在がただの朝の風景ではなくなったことだ。

        　時枝翔。大学一年生で十八歳だ。地方の出身で、友人と同居している。実家は地元の名家で、アルファの一族だ。ということは、男はアルファかオメガのどちらかだろう。

        　恐らくアルファだ。一緒に同居している男の写真を見たが、可愛らしい男だった。高校の同級生で、地元では有名なオメガだったらしい。ということは、二人は番か、もしくは、そこまで行かなくとも、恋人同士なのだろう。

        　権力や金があるというのはやっかいなものだ。知らなければいいことまで、知ってしまう。誘惑に勝てず、男のことを隅々まで調べてしまったのだ。こんな方法、卑怯だ。話しかけることもできず、コソコソと相手を調べる己に直樹は嫌悪感を抱いたが、それでも止めることができないでいる。

        　付き合っていた恋人とは、別れた。パーティーで出会ったアルファの女性で、美人で、聡明な女性であり、会話も面白い人だった。自然と付き合うようになり、このまま結婚できればいいとさえ思っていたのだが、最近では一緒にいても考えるのは翔のことばかりになってしまい、失礼だと思って別れたのだ。

        　父親は、できればオメガと番になって欲しいと思っているようで、別れたことを内心で喜んでいるようだった。

        　直樹はもともと、そんな父の考えを嫌悪していた。直樹にとってオメガは、か弱く、退屈で、一緒にいたいとは思えなかったからだ。

        　一方アルファの女性は強く、気高い。男もそうだ。勿論、ベータでも、一緒にいたいと思える者は多い。過去にベータと付き合ったこともある。しかし、オメガだけは例外だ。大抵が家族に守られ、家に引きこもり、従順で、まるで面白みが無かった。

        　オメガの母は、勿論好きであった。しかし、やはり従順であるところは、好きではない。いや、母のそう言った部分を見ているからこそ、余計に思うのか。同じ男だというのに、アルファに頼り切っているその姿は、好きになれない。

        　オメガなど、まるで犬のようだ。いや、子をなすために、そしてアルファに快楽を与えるために存在する繁殖馬であり、愛玩具だ。

        　そんな直樹が、今日のパーティーに参加する気になったのは、オメガならば直樹の欲を発散させてくれるかもしれないと思ったからだ。

        　翔と出会ってから、時間が経てば経つほど、頭は冷静になっていった。アルファの男とは、付き合うことはできても未来は無い。直樹には真々田の跡継ぎとしての義務がある。子どもも成せぬ男との恋愛など、空しいだけだ。

        　しかし一方で、男の顔が脳裏から離れず何よりも欲していた。毎日、男から貰ったタオルを嗅ぎながら自慰をしており、そんな自分がただ情けない。

        　たった一度話した男相手にこんな思いを抱くとは考えたこともなかった。だからこそ、これは欲望でしかない、愛情ではないのだという思いも湧いてくる。

        　ならば、番を見つけるのもいいだろう。オメガとのセックスは最高だと聞く。番にならずとも、喜んで体を開くオメガも多い。現に、直樹はこれまで、嫌というほどに言い寄られていた。

        　もっともそれは、直樹のバックボーンを愛しているか、もしくはアルファのフェロモンを欲しているかどちらかだ。直樹自身を好きになってくれているわけではない。

        「そろそろ、行きましょう」

        　母親が顔を出すのに、直樹は頷いた。

        　会場に着くと、オメガも多くいた。いるところにはいるものだと思う。普段、オメガに会うことなどあまりないが、こう言った場所では出会うことができるのだ。

        　アルファの雄は大抵が色めき立ち、必死さを隠して紳士のふりをしながらオメガをくどいている。オメガを番にすると、アルファの社会では羨望を得ることができるのだ。実にわかりやすいルールだが、それはやはり、オメガが希少であり、アルファの雌よりも妊娠しやすいからだ。

        「お久しぶりです。楽しんでいますか」

        　直樹は話しかけられて、にっこりと笑った。確か、清川の家のオメガだ。以前から会う度に話しかけられており、明らかに誘われているというのもわかっていた。

        　清川の家は、商売があまり上手くいっていない。だから真々田に取り入ろうと必死なのだろう。親からの指示か、それともこの子の意思なのか。

        　手を出したら拙いか。もっとも、合意の上で行ったのなら文句を言われる筋合いはない。番にならなければいいのだ。

        　そう思って清川の顔を見たが、可愛らしくニコニコと笑う顔には、どうやったってその気にはなれそうもなかった。

        「今度、食事でもどうですか」

        　直樹は愛想笑いを浮かべたまま、そうですね、と曖昧に返すと、清川が、一歩直樹に近づいてくる。やけに近いなと思い、持っているオレンジジジュースが零れないように手を上げた。

        「危ないよ」

        　直樹は言った瞬間に、ふわっと匂いが漂ってくるのを感じた。もしかして、と思って清川の顔を見る。

        「ごめんなさい。具合が悪くて」

        　そう言って寄り掛かってくる清川に、おいおい、人前だぞ、と思ってその顔を見た。

        　赤く上気した頬に、荒い息。拙い、発情期だと思って、そっと体を離した。

        「発情期？　まずいよ、早く会場を出た方がいい」

        　直樹は飲み物をテーブルに置くと、清川の手を引いて会場から出た。

        　会場から外に出ると、柔らかな風が吹いた。初秋の風は肌寒いが、火照った体には気持ちいい。外のベンチに清川を座らせると、優しい声で話しかけた。

        「お父さんに連絡できる？」

        　清川は答えずに立ちあがると、直樹に抱きついてきた。匂いは段々と強くなっている。

        「番にしてくださいとは言いません。僕の体、慰めてくれませんか」

        　あぁ、そういうことか。直樹は妙に納得する。発情の危険があるのにわざわざ外に出るなど、それ以外に考えられない。

        　匂いは増していく。アルファには抗えない匂いだ。体中が興奮し、血が沸騰していくように感じた。このまま、この男に首輪をつけて犯せばいい。どれほどまでの快楽が得られるか、想像するだけで雄がたぎった。

        　しかしその一方で、心の奥は冷めていく。媚びる目の前の男は無垢な振りして、そうではない。人の欲を操って自分を思い通りにしようとする性悪だ。太陽の下で笑った翔の笑顔を思い出し、あぁ、オメガなどでこの欲は満たされないのだと自覚した。

        　直樹は清川の体を押すと、ジャケットを脱いでベンチに置いた。

        「え、ここで？」

        　清川の目が、期待と不安に揺れた。

        　それを見ながら直樹は、犯せという声に逆らうようにワイシャツの袖をめくり、ジャケットの内ポケットから銀色のケースを取り出した。

        　その中から注射器を取り出すと、腕の内側に針を刺す。針は細いので、さほど痛みは感じない。薬が体内に入っていくのと同時に、沸騰した血が冷めていくのを感じた。

        　大きく息を吐くと、注射器をしまって服を整え、清川を見た。清川はベンチに横たわって息を荒くしていた。

        　抑制剤でクリアになった頭で、助けようかどうかと考える。結果、このままにしておこうと結論づけた。

        　こんな手段で相手を陥落させようとするなど、レイプ同然だ。直樹は優しいと言われる性格をしており、実際に大抵のことは許せたが、自分の中で定めた一線を越えた場合は、恐ろしいほど冷酷になれた。

        「お願いです……父を」

        「それは、さっき、君が断ったんだよね。大丈夫だよ。会場にはアルファが沢山いるから、誰か気がつくよ。最初に気がついた人が、紳士だったらいいね」

        　それだけ言うと、直樹は会場を後にした。

        


    

    
        　　　六．本能

         

        　

        　直樹はサークル部屋でじっと待っていた。

        　馬鹿だ。まだ手を出すのには早すぎた。焦りすぎだと、何度も己のやったことを叱咤する。同じ大学に入学したのは、勿論翔に会うためだ。時間をかけて、手に入れる筈だった。

        　もっとも、部屋に翔を呼んだこと自体が間違いだったのだ。誰もいない部屋に二人でいて、我慢などできるはずはない。翔の匂いに、理性が崩れるのなどあっという間であった。

        　直樹は大学に入学したときのことを思い出す。

        　門から校舎まで、新入生を勧誘するための学生が立っていた。その大勢いる中で、一瞬で翔を見つけられた自分には、今でも驚く。

        「自転車、興味ある？」

        　翔が一生懸命に愛想笑いを浮かべながら話しかけてくる。それが可愛らしいと思った。

        「背、高いね。筋肉もありそうだし、色々と凄そうだよね。気持ちいいよ。やらない？」

        　直樹は、どんな誘い文句だと思いながら、それを表情に出さずににっこりと笑って、ペーパーを受け取った。

        　翔は自分を全く覚えていなかった。仕方ないが、それでも落胆をしながらペーパーを眺める。それは、来週の日曜日にある歓迎会の案内だった。

        「歓迎会は、自転車で走るんですか」

        「そう。気持ちいいよ。初心者大歓迎。良かったらどう？ 自転車ないなら貸すよ。君は背が高いから、あう自転車探すの大変そうだけど」

        　目線が自分よりも下の翔を見て、自分があの時よりも十センチほど伸びたのを思い出していた。顔も大分変わり、男らしくなったので、気がつかないのも無理はない。

        「大丈夫です。当日、現地に集合すればいいですか」

        　直樹の言葉に、翔は愛想笑いではなく、嬉しそうに笑った。あの時見た笑顔と一緒だった。

        「来てくれるの？　嬉しいな。集合は現地でも、学校でもいいよ。名前聞いてもいい？」

        「真々田直樹です」

        「どんな字？」

        　直樹が説明すると、翔がメモ用紙に、真々田直樹と書いた。綺麗な字だ。育ちが良いのだろうことは、そこからもうかがえた。

        　直樹は家に帰ると、まだ汚れていないロードバイクを見た。買っておいて良かったと思った。受験が終わってから、自転車通学すれば翔と近づけるかも知れないと思いついて買ったのだ。

        　納車までは一ヶ月かかった。入学してから注文していたら間に合わなかっただろう。少しは乗っているが、まだ本格的には乗っておらず、毎日乗って慣らそうと思った。

        　もしかすると理想だけが大きくなっていて、翔と接することでこの思いは消えるかもしれない。そうすれば、何もかも落ち着く。そうとも思ったが、しかし、そんな直樹の思いとは裏腹に、一緒にいればいるほど、己の中の欲望は大きくなっていく。

        　そして、直樹は翔が隠している、翔がオメガだということにすぐに気がついた。それは勘としか言えないが、一緒にいればそれに気がつくのは簡単だった。もっともそれは、翔がアルファのコミュニティーに顔を出したことのないという前情報があったからわかったことだ。恐らく、大事に箱入りで育てられたのだろう。

        　それに気がついたときは、正直ショックであった。直樹が嫌う、退屈で従順なオメガだったということに動揺したが、翔がそうでないことはすでにわかっていたため、すぐに受け入れることもできた。

        　むしろ、都合がよい。オメガの恋人よりも余程自分のほうが嵌合できるはずだ。父親も反対はしないだろう。そう思えば、幸運だとも言えた。

        　およそオメガらしくない自身を、翔は嫌っている。直樹は翔が己を嫌っているのなら、無理にオメガであることを求めようとは思わなかった。もともとそんなものを翔に求めていない。できれば、翔がオメガだとは知らない振りをして、時枝翔という男一人を、好きだと伝えたかった。だが、現実はそう上手くはいかない。

        「どうすればいい」

        　直樹は、一人考える。

        　翔がどれほどまでに、恋人のオメガを大事にしているかは話を聞かずとも分かる。そうでなければ、同じオメガである青葉優と付き合うなど、するはずは無い。アルファ同士のカップルは沢山いるが、オメガ同士のカップルなどほとんどいないのだ。皆無と言ってもいいかもしれない。それはオメガに発情期があるからであり、発情をお互いで抑えることができないからだ。

        　だからこそ、直樹はますます翔に惹かれていく。直樹は、己の性にあがきながらも優を愛するその姿も愛していた。

        　そんな愛情で包まれたらどんな気持ちだろうか。そんな風に自分を愛してくれたらどんなにいいか。

        　そうしたら、誰よりも深く愛して大事にする。あんなオメガには負ける気はしない。オメガ二人、一緒にいても未来は見えているではないか。

        　直樹はそう考えながらも、そんな自分に嫌悪する。しかし、そうでも思わないと、立っていられない。翔があのオメガに抱かれているかもしれないと思うと、溺れていく感覚に陥り、呼吸ができないように感じて苦しかった。

        　今日、翔は来るだろうか。一昨日あんな事があったのだ。もうここには来ないかも知れない。不安な思いでじっと待っていると、ドアが開いた。

        　直樹が勢いよくそちらに視線を向けると、入ってきたのは翔であった。

        　直樹は表情が緩むのと同時に、全身の力が抜けていくような感覚を覚えた。大きな不安に苛まれていたことに気がつき、そんな自分を自嘲する。だが、心から良かったと思い、ぐっと足を踏ん張って立ちあがった。

        「翔さん……良かった」

        　翔が何とも言えない顔で直樹を見上げてくる。なにを思っているのだろうか。直樹にはわからなかったが、その清涼な目には、嫌悪や憎しみなどの負の感情は読み取れず、それに安堵した。

        「一昨日はごめんなさい！」

        　直樹は深くお辞儀をした。頭を下げていると、翔が直樹の肩をぽんぽんと叩いた。

        「別に、謝るようなことしてないだろ。好きになるのに良いも悪いもない。好きになるのなんて、自分では止められない」

        　最後、独り言のように呟いた言葉は、直樹に向けられた言葉なのか分からない。もしその言葉が翔自身の話であったのなら、それは誰に向けられた感情なのだろうか。

        　どこか寂しげな表情を見ながら、それが自分なら良いと思ったが、それは同じオメガである男に向けた感情なのだろう。その可能性の方が高いと思いながら、それでも直樹は、翔が自分に対して少なからず好きという感情があるという確信があった。

        　翔が椅子に座ったので、直樹は机を挟み向かい合って座った。

        「これ」

        　作ってきた弁当を差し出してきたのに、嬉しくて笑った。それを見た翔も、嬉しそうに笑う。その笑顔が嬉しい。

        「作ってきてくれたんですか」

        「うん。約束だから」

        　弁当の包みを解き弁当の蓋を開けると、卵焼きの黄色が目に飛び込んでくる。直樹の大好物だ。他にはショウガのきいた唐揚げと、ほうれん草のソテー、人参の細切りサラダ、手作りの肉団子。全て直樹が美味しいと言ったものだ。下の段のご飯には海苔が乗っている。

        「おぉ、俺の好物ばかり」

        　鼻歌交じりに言うと、翔が頷いた。

        「これで最後だから」

        　翔の言葉に、直樹は持った箸を置いた。分かっていたが、実際に耳にすると、酷く胸が痛む。

        「食べる前に言うの、やめてください。美味しく食べたいのに」

        「あ……ごめん」

        　翔がシュンとするのを可愛いと思いながら、冗談ですよと言って笑う。翔がほっとした顔をした。

        　翔が傷つくのは悲しいが、それでもその顔も直樹の雄を刺激する。一昨日、直樹の言葉に傷つき動揺した翔に、制御できない悦びと興奮が湧き出てきたのだ。サディストのけがある自分に驚きながら、ほうれん草を口に入れた。

        　翔は直樹が食べ終わるのをじっと待っている。まるで忠犬みたいだ。

        「翔さんは食べないんですか」

        「あ、うん。食欲がなくて」

        　そう言って笑った顔が痛々しい。直樹は唐揚げを箸に取り、翔の口に放り込んだ。

        　翔は驚いた顔をしながらも、もぐもぐと口を動かしている。口から物を出すなどしないのだろう。

        「美味しいでしょ」

        　直樹が得意そうに言うと、ゴクリと飲み込んだ後、翔は笑った。

        「俺が作ったんだって」

        「でも、美味しいですよね」

        　今度は卵焼きを翔の口に入れると、翔はそれも咀嚼した。

        「本当だ。美味しい。俺って天才」

        　翔が言うのに安心すると、今度は自分が卵焼きを口にした。

        「一緒に食べましょう」

        「え？」

        　今度はご飯を翔の口に入れる。そして自分もそれを口にした。

        「直樹、それじゃあ足りないだろ」

        「でも、楽しいですよね。後で一緒にパンでも買いに行きましょうよ。ますます楽しいですね」

        「……うん」

        　翔は頬を染めながら、直樹が与える物を口にする。雛鳥みたいで可愛い。表面では平静を保ちながらも、内心では叫びたい程の喜びと、爆発しそうな情慾が渦巻き、落ち着けと自分に言い聞かせた。

        　弁当を平らげると、翔が直樹の顔をじっと見てくる。真剣な顔だ。今にも手を伸ばしてしまいそうだと思いながら、言葉をじっと待った。

        「もう、バイトはやめるよ。その方がお互いのためだろ」

        「なんで？」

        「なんでって……俺はお前にこたえられないし、それなのにそばにいるなんて卑怯だろ」

        「全然」

        　直樹が何でも無いという声で答えると、翔は目を見開いたあと、首を振った。

        「卑怯なんだよ。そういうのはよくない。それに、恋人を不安にさせたくない」

        　違いますよね。俺を好きになるのが怖いだけですよね。そう言いかけたがやめた。それを言っても何も得ることはできない。直樹は翔の手に己の手を重ねると、不審がられないように、にっこりと笑う。

        「わかりました。バイトはこれでお終いです。でも、サークルはやめませんよね」

        　翔が言葉に詰まる。やはりやめるつもりだったのだと思い、重ねた手に力を入れた。

        「だったら俺がやめます」

        　直樹の言葉に、翔が慌てて顔を上げる。

        「駄目だ」

        　首を振る直樹に、優しい人だと思いながら話を続けた。

        「だったらやめないでください。サークル内での恋愛のゴタゴタなんて、どこでもある話ですよね。でも、一々その度に会員がやめてたらどこも成り立たないですよ。意識しすぎです。俺の後味が悪すぎます」

        「うん」

        　翔が頷く。それに、直樹は笑ってみせる。

        「やめない？」

        「……」

        　無言のまま翔が頷いた。取りあえず良かったと思った。

        「あと、これは我が儘なんですけど、お昼、ここで食べるのも許してください。翔さんも、できれば来て欲しい」

        　断られるかと思ったが、心のどこかで拒絶しないだろうという確信はあった。本当の翔は寂しがり屋だ。誰かの手を求めている。だからこそ、性的な意味を含まない限り、こうやって触れても振り払わない。

        　一人が好きで、無口で、大人しい男。もっともそれは翔の本当の姿ではないと、直樹には十分わかっていた。

        「うん」

        　翔が頷く。直樹は内心でガッツポーズを決めながら、ありがとうございますと頭を下げた。

        　翔が直樹の顔を見てくる。迷いのある目で見てくるのに、何故この男はこんなに不安定なのだろうかと思う。恋人は何をしているのだ。自分なら、こんな目をさせはしない。

        　情けない。話したこともない翔の恋人相手に、優位性を探そうと必死なのだ。それでも、翔からはそう思わせる哀しみがつきまとっていた。

        「じゃあ、パン買いに行きますよ」

        　翔の手を掴んで立ちあがらせると、翔が苦笑いをする。

        「ほんと、直樹と話していると、何か色々と悩んでいるのが馬鹿らしくなる。本当に凄いな、直樹は。でもだからこそ……」

        「はい！　俺なんかって言うのはやめ。それ聞くの、正直ムカつくんですよね。俺の前では言わないって約束してください」

        「で、でも……」

        「ほら、約束！」

        　翔は思わずと言ったように頷いた。それに直樹は約束破っちゃ駄目ですよ、と畳みかける。

        「本当に強引な」

        　笑う翔の顔が素の顔だったので、それに直樹は安心する。

        「人生は楽しまないと。楽しむためには、余計な事で悩まないのが大事、ですよね。甘い物でも食べましょ」

        　翔は、目を細めて直樹を見つめてくると、一度だけ直樹の手を握りしめ、その手を離した。

        　

        ＊

        　

        　直樹は、地面の上に大の字で横たわった。

        「よく登れたな、お疲れ様」

        　翔がそう言って笑った。翔も直樹と同じように息を荒くして、直樹の隣に座った。

        　今日から三日間、群馬で合宿だ。ヒルクライムの大会に向けて、赤城山を走るのが主な内容だ。

        　長く続く坂は辛い。長い距離には慣れてきている直樹も、坂を上り続けるのは、さすがに辛かった。

        「翔さんは、大会出るんですか？」

        「あぁ、出るよ。直樹は……申し込み間に合ってないか」

        「はい。ヒルクライム、きついっすね」

        「きついよな。でも、達成感が凄いんだ。乗鞍なんてさ、標高が高いから頂上に近づくにつれ草木が無くなるの。景色もよくて気持ち良くってさ。ママチャリの奴とかもいるんだ。来年は一緒に出ような」

        「はい」

        　一緒に。そう言って貰えたのが嬉しくて、そっと地面に置かれた翔の小指に、自分の小指を触れた。

        　微かに感じる体温。逃げられるかと思ったが、翔はビクリと体を震わせただけで、逃げることはなかった。

        　格好いいことを言っておいて、結局翔はずるい。完全に直樹の手を振り払うことなどできないくせに、口から出される言葉は拒絶だけなのだ。

        「宿は近いんですっけ？」

        「この後下りて、キャンプ場まで移動する。夜はバーベキューだから買い出し行かないとな。俺はそろそろ下りるけど、どうする？」

        「もう？　もう少し休憩しましょうよ」

        　手をぎゅっと握ると、さすがに振り払われた。それに口を尖らせると、下りるぞ、と言って頭を軽く叩かれた。

        「元気そうだな。ほら、一緒に行くぞ」

        　翔が手を握って立たせてくれると、ロードバイクに跨がった。

        「下りこそ気を抜くなよ。吹っ飛ばされるぞ」

        「吹っ飛んだら、翔さんが抱き上げてください」

        「馬鹿」

        　翔の笑顔が日差しの中で弾ける。初めて出会った頃から変わらない笑顔を見ると、胸の痛みが更に増す。これ以上はないと思っている翔への思いは、減るどころか増えるばかりだ。一体いつになったらこの手を取れるのだろうかと思うが、急ぐなと自分に言い聞かせた。

        　キャンプ場につくと、受付があるフロントに向かった。フロントには自転車置き場があり、ロードバイクをそこに置くと一息つく。

        　ウェアは汗でだくだくに濡れている。まるでシャワーを浴びたようだ。翔を見ると、白いウェアが体に張り付き、体の線を浮き立たせていた。

        　裸を想像せずにはいられない。張り付いたウェアが背中の線を艶めかしく際立たせ、きゅっと上がっている尻は魅力的だ

        　下半身が反応しそうだと思い、咄嗟に目をそらした。このくらいで反応するなど、どうかしている。深呼吸をして煩悩を吐き出した。

        「シャワー浴びたいですね。風呂ってどうするんですか」

        　笑顔を作ってもう一度翔を見ると、翔が直樹をじっと見つめていた。

        「あ……え……」

        　一瞬見た翔の表情に、呆然とする。潤んだような目は、直樹の体に這わされており、頬が微かに上気していた。

        　それは翔にキスをしたときに見た顔と同じだった。翔も直樹同様に、興奮しているのだろうか。そう考えると堪らない気分になり、今この場でキスをして、押し倒してしまいたいと思った。

        　まるでオメガの発情の匂いを嗅いだときのようだ。いや、その時よりも高揚している。肉体ではなく、心が高揚し、欲情していた。

        「あ、健太来たね。買い出し、行ってくる」

        　翔は慌てるように翔に背を向けると、到着した健太の方に歩いて行った。それに直樹もついていく。

        「車、出せる？」

        　翔が聞くと、健太は首を振った。

        「買い出しなんて一年生に行かせろよ。運転できる奴、いないの」

        「一年生慣れてないし、疲れているだろうから、いいよ、俺行くよ」

        「でも、お前免許ないじゃん」

        　聞いていた直樹が手を上げた。

        「俺、免許ありますから、俺運転します」

        「マジで？　サンキュ」

        　直樹は健太の手から鍵を受け取ると、外に出て駐車場に向かう。もうすぐ十六時だが、まだまだ暑い。汗を流したかったが仕方が無いと思って、車のロックを解除すると、エンジンを入れた。

        「荷物降ろしてから行くぞ」

        　翔が詰まれた荷物を下ろしていると、健太が後輩を連れてやってきて、荷物を運んでいく。全ての荷物を下ろすと、翔が意地悪そうな笑顔で聞いてきた。

        「ハイエースだぞ。大丈夫か？」

        「道広いし、何とかなりますよ」

        「怖いなぁ」

        　そう言って、翔は助手席に座った。

        「あちー」

        「まだ冷房効かないですね。俺一人で行ってきますよ」

        「そういうわけにいかないだろ」

        「翔さんはいっつもそう。後輩やマネにやらせればいいような裏方の仕事も、知らないうちにやってますよね」

        「そんなことないよ」

        「そんなことあります」

        　呆れたように言いながらも、そんな翔も尊敬しているのだ。それでも、もう少し誰かを、自分を頼れば良いのにと思う。

        　ギアをドライブに入れて車を発進させた。車の中には翔の匂いが微かに匂っている。

        　良い匂いだ。二人でこの密室に入るのはまずかったと後悔をした。ちらりと翔の顔を見ると、その顔は赤く染まり、肩をいからせて、下を向いている。直樹と同じように緊張をしているのだろうか。それが少し嬉しい。

        　近くのスーパーマーケットの駐車場に車を停めると、車を降りて助手席のドアを開ける。手を差し出すと、翔は苦笑した。

        「直樹さぁ……女じゃ無いんだから」

        「そんなの関係ないってわかってるでしょ」

        　苦笑しながらも、どこか嬉しそうな翔の手を取ると、その手が熱かった。熱があるのかと思い、翔の額に手をあてる。

        「ちょっ、なに？」

        「いや、熱あるのかなって。ちょっと熱くない？」

        　顔を見ると、先ほどよりも赤い。熱中症だろうか。

        「熱中症？　ちょっと車で待っててください。飲み物、買ってきます」

        「え？　大丈夫だよ」

        　にっこりと笑う翔に、この人は我慢強いのだと思って、無理矢理に翔を車に押し戻した。

        　自動販売機まで走って行くと、スポーツ飲料を購入して戻る。車のドアを開けると、独特の匂いが漂った。

        　直樹は顔をしかめて車に乗るとドアを閉めた。翔を見ると、息が荒く、ダラリと背もたれに体を預けている。

        「翔さん、もしかして、発情してます？」

        「え？」

        　トロンとした目で見てきた翔の顔に、ドクリと心臓がなり、次に体中の血が沸騰したように感じた。

        　翔が発情したのは過去一度だけだと聞いた。なので、翔にはこれがどういった状態なのかわかっていないのだろう。しかし、漂ってくる匂いは、明らかにオメガの発情期の匂いだ。直樹は思わず鼻に手をあてた。

        「直樹……くるしぃ……」

        　翔から出された声は甘ったるく、色を帯びていた。今すぐ車から降りて薬局に走るべきか。いや、薬局の薬が効くとは限らない。病院に連れて行くべきだと判断した。

        　アルファの抑制剤はウェアの後ろポケットに入っている。出して打てば良い。まだ匂いは少なく、理性がある内にそうすべきだ。

        　しかし、匂いは少なくても、その匂いの質が段違いだ。強く直樹を誘惑する。本能を揺さぶられ、今すぐうなじに歯を立てたいと思った。

        　そうだ。番にすればいい。今ここで番にすれば、翔は直樹のものだ。

        　絶え間ない誘惑が直樹を襲ってくる。直樹の腕をつかんできた翔の掌は汗ばみ熱い。目は明らかに直樹を誘っていた。

        　そうだ、翔も望んでいる。望んでいるはずだ。その細いうなじを噛めばいい。

        　しかし直樹は唾を飲み込むと、その欲求に逆らい、ウェアのポケットから銀色のケースを取り出した。手が震えて蓋がうまく開かない。落ち着けと言い聞かせながら蓋を開けると、注射器を手に取った。

        　注射器が滑って腿の上に落ちる。落ち着け、落ち着けと何度も言い聞かせた。

        　腕の内側に針を打ち込んだ。薬が体内に入っていくのがわかる。大きく息を吐くと、翔を見た。

        「大丈夫ですか。病院、行きましょう」

        　直樹は携帯電話を取り出すと、真々田家の執事に電話をかけ、この近所にあるオメガを診療できる病院を調べるように言った。

        「直樹……」

        　翔が崩れるように直樹の腿に頭を置く。勃起している直樹のペニスが翔の頭に当たった。慌てて体を離そうとするが、狭い車内ではそれも難しい。

        　くそ。薬は効いているのか。翔の匂いは、密室で更に匂い立ち、窒息しそうであった。

        　興奮が収まらない。翔が欲しくて欲しくて堪らない。今すぐ翔を犯し、全てを貪りたかった。

        「これ……凄いね……」

        　翔が直樹のペニスに気がつき、小さな声で言う。まさか、と思う間もなく。翔はパンツの上から直樹のペニスに舌を這わせてきた。

        「翔さん！」

        　慣れない発情で混乱をしている。いや、それだけではない。直樹も嫌というほどに反応していた。抑制剤を飲んでも興奮が収まらない。

        　直樹が翔の頭に手を当て離そうとしたが、しかし布の上から強く吸われた瞬間、離すどころかぐっと股間に押しつけてしまった。

        　懸命に奉仕をする翔は艶めいているが、それと同時に愛らしい。翔が直樹のパンツをぐいっと下げるのを、止めることなく見ていた。

        「すご……こんな大きい……」

        　翔の顔が、驚愕と悦びに濡れた。そんな事を言われたら、ますます止められない。翔が直樹の陰茎を頬ずりするように顔を寄せてくると、舌を根元から這わせてきた。

        　温かな口内に、腰の力が抜けてくる。裏筋を辿り、丁寧に舐めながらも、刺激するのは忘れずに愛撫してくれる。緩急つけた吸引に、直樹の腰は砕けそうだった。堪らない。翔の口淫は巧みであり、今まで寝たどの女よりも上手かった。

        　同じ男だからか、それとも経験が豊富だからか。こんな口淫を、あの狡猾なオメガにしていると思うと、悔しさと嫉妬が湧き出てくる。直樹は、思わず翔の頭を上からぐっと押しつけた。

        「……ぐぅっ」

        　翔の喉から苦痛の音が上がる。しかし、翔は懸命に喉を絞めてくれた。俺は何をしているのだと思って直樹が手を離すと、ようやく翔はペニスから離れ、咳き込んだ。

        　しかし、呼吸が正常に戻ると、再度翔は直樹のペニスを口に含んだ。たまにチラリと直樹の顔を見上げてくるのが堪らずに淫猥だ。直樹が反応をすれば、そこを重点的に責め上げてくる。翔はどうやれば直樹が気持ち良くなるのか、考えながらしてくれているのだろう。翔の口淫が巧みなのは、恐らく翔が人の気持ちを察し、人のために尽くす人間だからだ。それが少し切なかった。

        　ふと窓の外を見る。スーパーマーケットに入っていく人達が見えた。蝉の声が聞こえてくる。空は嫌になるくらいに青く澄んでいて、ノースリーブのワンピースを着た子どもが走って行くのが見えた。

        　夏のワンシーンを切り取った風景がそこにはある。しかし、窓一枚隔てた空間では、淫猥な行為が行われていた。

        　俺はなにをしているのだと思いながらも、翔を止めることなどできない。ずっと恋い焦がれていた人間が自分のペニスを咥えているのだ。清廉なイメージしかない翔が、自分の汗にまみれた男根を貪っているのに、夢ではないかとさえ思った。

        「離し……」

        　射精しそうになり、翔の頭を離そうとしたが、翔は更に動きを激しくする。

        　こんなに早くイクだなんて信じられないと思って歯を食いしばるが、しかし、湧き出る射精感に堪えきれずに翔の口内に射精した。

        　荒く息を吐き、翔の頭を撫でる。思ったよりも射精の時間が短い。ということは、自分は発情していないのだと思い、それに安堵し、驚愕もした。

        　発情していないのに、ここまで興奮している己に恐怖し、次が欲しいとも思ったが、射精したためか体は落ち着いている。深呼吸を一つすると、翔の体を起こし、助手席に座らせた。

        「俺も……ほしい。俺、勃ってる……ほら」

        　直樹の手を、翔は自分の股間に持って行く、何てことを言うのだと思いながら、直樹は首を振った。

        「ごめんね。さすがにここじゃ拙い。それに、こんな状況の翔さんを手に入れるなんて、したくないんだ」

        　先ほど散々楽しんでおきながら勝手だと思ったが、翔にシートベルトをかけた。

        　執事からの電話はまだかと思って携帯電話を見ると、何件も着信がある。音に気がつかなかったのかと思いメールを開くと、そこには病院の住所が書かれていた。

        　ナビゲーションに病院の住所を入れると、到着予定時刻は２０分後と表示された。直樹は車を発進させると、安全運転だと自分に言い聞かせて車を運転する。

        　隣に座る翔は苦しそうだ。体を丸め、ぎゅっと手を握っているが、欲望を満たしたくて堪らないのだろう。その姿を見ているのが辛くて、早く楽にさせてやりたいと思った。

        　病院につくと、裏口から入った。話は通っているはずだ。案内されるままに小さな部屋に入ると、翔の体をベッドに横たえた。

        　医師が簡単な診察をした後、看護婦が熱を測る。

        「ご友人ですか？」

        　看護婦に聞かれるのに、首を振る。

        「いえ、弟です。一緒にサイクリングをしていて、急に発情したみたいで」

        　しれっと嘘をつくと、看護婦は特に疑う様子もなく血圧をはかり、血液を採取した。

        「時枝さん、オシッコ出ますか？　歩けないようなので、尿瓶しびんに出しましょうね」

        　こんな時だというのに、その言葉にドキリとしていると、弟さんは外に出て下さいと、追い出されてしまった。俺がしてやりたいと不埒な事を思っていると、看護婦が尿瓶を持って出てくる。

        「中でお待ちください」

        　そう言って看護婦は消えたが、すぐに点滴を持って戻ってきた。

        「時枝さん、聞こえますか。尿検査で、発情の陽性が出ました。これから抑制剤を投与します。効きは弱いですが、割と多くの人が効く薬です。具合が悪くなったりしたら言ってくださいね。それから、眠くなる成分が入っているので眠くなるかも知れませんが、眠かったら眠ってください。心配しないでくださいね」

        　翔が頷くと、看護婦が翔の腕に点滴の針を刺した。直樹が手を握ると、翔が強く握り返してくる。酷く苦しそうだったが、薬が効いたのかすぐに表情が柔らかくなり、直樹を見上げて笑った。

        「もう大丈夫。ありがとう」

        「良かった……」

        　ほっと息を吐くと、一度力の抜けた手が、再度強く握ってきた。

        「あんな……ごめん……俺」

        「気にしないでください。目、眠そうですよ。寝ちゃってください」

        「うん。でも、買い出し……」

        「俺が連絡します。車はまだあるから他の人に行って貰えば大丈夫です。まずは、自分の体気にしてくださいよ」

        　直樹が翔の頭を撫でると、翔はうっとりとした顔で目を瞑り、やがて寝息を立ててしまった。

        　何もなくて良かった。直樹は己の意思に感謝をした。いや、意志が強いとはいえない。抑制剤を打ったのに、結局は翔の行為を止められなかった。

        　椅子に座って翔の頭を何度も撫でながら、額にキスをした。翔は熟睡しているのか起きない。

        　静かに時間が流れていった。やることが何も無くて、ずっと翔の顔を見つめる。発情期がきたことは、直樹にとってはどう作用するのか。翔にとって福音になるのだろうか。そんなことをずっと考えていた。

        「失礼します」

        　三時間ほど経った頃、ドアが開けられ、医師と看護師が顔を出した。直樹は椅子から立ち上がると、お辞儀をする。

        「弟さん？」

        　医師に聞かれて、翔は頷いた。

        「はい」

        「真々田さんの紹介と聞いたけど、ご関係は？」

        「かけ……兄は、真々田さんの長男の婚約者です」

        　咄嗟に嘘をついてしまったのは、こう言えば便宜をはかって貰えるかもしれないという算段からだった。真々田の名前は、こういう時は大いに使えるのだ。

        「そう。大事が無くってよかった。血液検査の結果が出たよ。やっぱり発情期だね。ＩＮＤ値が１８０ある」

        「ＩＮＤ値って何ですか」

        「オメガが発情したときに上がる値だよ。通常は１０から３０。発情すると１００を越える。１８０はかなり高い値だね」

        「高いと、何か問題とか……」

        　心配になって聞くと、医師はうーん、と首を傾げた。

        「問題は無いけど、高いほどフェロモンが出てるってことだからね。本人も辛いし、まわりにいる人間も強く誘惑されるよ」

        「原因は？　体質ですか？」

        「体質もあるだろうけど、相性のいいアルファがそばにいたり、強いフェロモンを出すアルファがそばにいたりとかで上がったりするみたいだね」

        　相性のいいアルファ。きっとそれだと直樹は思った。思いたかった。

        「ずっと発情していなかったからっていうのもありますか」

        　もう一つ、心配なことを聞いた。ずっと発情が無かったオメガが突然発情したらどうなるのか。

        「あぁ、ピルの服用は、あまり関係ないかな。お兄さんはずっとピルを服用していたみたいだけど、急に合わなくなったのかな」

        「ピル？」

        　直樹が思わず口に出すと、医師は急に口を噤んだ。家族にも話す内容ではないと思ったのだろう。

        「兄はずっとピルを飲んでいたのですか」

        「それはご本人に聞いて。目が覚めたら帰っても大丈夫だよ。何種類かの抑制剤を処方するから、合っているものを服用するようにね。説明は、時枝さんが目覚めたらしよう」

        　それだけ言って、医師は出て行く。看護婦も点滴の針を抜き、目が覚めたら呼んでくださいね、と言って出て行った。

        　直樹は再度椅子に座ると、ピルとは何だと考えた。翔が飲んでいたのか。しかし、それなら翔の話したことと矛盾がある。翔は己に発情期が無いことで悩んでいた。

        　ならば、知らずに飲まされていたのか。誰に飲まされた。そんなことができるのか。グルグルと脳みそを巡らしながらも、すでに答えは出ていた。

        「翔さん」

        　翔が目を開ける。直樹は翔の顔を覗き込んだ。

        「体調は？」

        「あぁ、大分いいかな。少し怠いけど」

        「良かった」

        　ほっとして笑うと、翔が目を細めた。

        「ごめんな」

        「また謝る。俺で良かったですよ。他の奴だったらどうなってたか」

        　自身が放った言葉に、ゾクリとした悪寒が走った。他の人間のペニスを舐め、下手すればそのまま犯されていたのかもしれない。そのまま番にされていたかと思うと、急に恐怖が襲ってきた。

        「やっぱり発情期だったそうです」

        　動揺を隠して言うと、翔が複雑な顔をする。喜んでいるとは思えない表情だ。

        「発情期、来て欲しかった？」

        　直樹が聞くと、翔が両手で顔を覆い、首を振った。

        「わからない。四年前なら喜んだ。でも、今はどうしていいかわからない」

        　なんで今更、と翔が呟く。今更も何も、ピルを飲んでいたから発情期が来なかったのだが、それでも、なぜ突然来たのか直樹にも分からない。医師の言うとおりに、急にピルが効かなくなったのか、それとも……。

        「俺と相性が良すぎたんですよ」

        「え？」

        　翔が両手を顔から外し、直樹の顔を見てきた。

        「俺と相性が良すぎた。だから、俺のフェロモンに反応したんです。翔さんは、俺に出会うために、今まで発情しなかったんですね」

        　ピルを飲んでいたかは聞かなかった。聞いてどうするのか。もし翔が自身の意思で飲んでいたとしたら、翔が直樹に嘘の告白をしたということになる。そして翔が飲んでいないとしたら、翔とずっと一緒にいるあのオメガが犯人ということになるのだ。どちらにしろ、その事実を翔に突きつければ深く傷つく。今の翔に、そんな事実を知らせる必要はないと思った。

        「何言ってんだよ」

        「でも、実際、翔さんのフェロモンの値、凄く高いらしいですよ。これって、相性のいいアルファといると上がるんですって。医者に聞いてみて下さい」

        　翔が何故だか泣きそうな顔をした。観念して落ちればいいのに、翔はそうはならない。だからこそ、翔なのだと思う。

        　看護婦を呼ぶと、診察をするのでしばらく待つように言われる。十五分ほど待っていると、診察室に呼ばれた。

        　先ほどの医師とは違う。当直の医師だろう。薬の服用方法を一通り聞いただけで、帰宅となった。

        「今日は家に帰りましょう。まだ薬が効くかわからないし、危険ですから。一度キャンプ場に車置きに行って、一緒に帰りましょうか」

        「いや、いいよ。一人で帰れる」

        「俺が一緒に帰りたいんです」

        　翔をハイエースに乗らせると、キャンプ場に戻り、健太に事情を説明して鍵を渡すと翔と自分の荷物をまとめた。

        「大丈夫か、翔？」

        　車から出てきた翔に、健太が声をかけると、翔はコクリと頷いた。

        「ごめん。迷惑かけて」

        「全然迷惑じゃないって。そんなことより、体の方が大事だろ。帰り、どうすんの？　駅まで送る？　自転車は車で持って帰るけど」

        　健太は気の良い男だ。翔も、健太といると安心するようだった。直樹には、そんな健太が羨ましい。

        「いえ、すでに車呼んでるから大丈夫です」

        「さすがお坊ちゃま。じゃあ、翔頼むな」

        「はい」

        　駐車場に停まっている真々田の車に翔を乗せる。健太は車が発車するまで待ってくれていた。

        「すいません。ありがとうございます」

        　翔がお礼を言うと、運転手の鈴木はいえ、と短く答えた。

        「健太にはどう説明したの？」

        「体調が悪いとだけ」

        「そっか。ありがとう。迷惑かけて、本当にごめん」

        「迷惑だなんて。そもそも俺のせいですし」

        　翔が、なんで、といった顔で見てくる。それが可愛い。

        「俺がいたから発情したんでしょ。俺のせいですよね」

        　ニコニコ笑って言うと、翔が呆れた顔をする。

        「直樹って、本当に楽天家っていうか、前向きっていうか、脳天気っていうか」

        　翔が呆れたように言うが、顔は嫌がっていない。

        「でも、だから助かる。俺はどうもネガティブな考えしかできないから、直樹といると、凄く救われる」

        　そうですよ、だから一緒にいましょう、だとか、俺がいつでも元気にしてあげる、だとかいくらでも言えたが、しかし口にはしなかった。

        「うちに来ませんか」

        「え？」

        「俺はちゃんと自分を制御できます。翔さんの家よりも、うちのほうが匂いとか漏れないと思います。だから……」

        「いや、大丈夫」

        　大丈夫ではない。もし、あのオメガに発情期が来たとわかれば翔はどうなる。それだけではない。翔が少しでもオメガの匂いを振りまけば、アルファやベータが彼に群がるだろう。オメガだって例外ではない。直樹には、全ての人間が略奪者に思えた。

        「家まで送ります」

        　翔のアパートまでつくと、翔を車から降ろし、断る翔を無視して、無理矢理に部屋の前までついていった。

        　部屋の扉を開けて中に入っていく翔の腕を掴むと、翔が振り返る。

        「キス、してもいい？」

        　翔は驚く様子もなく、無表情でじっと直樹の顔を見てくると、一瞬だけ泣きそうな顔で笑った。

        「いい訳ないだろ、馬鹿」

        　翔はそう言って直樹の体を押し、扉を閉めた。

        　直樹は車に戻ってため息をつくと、ぐしゃぐしゃの心をどうするべきか判断がつかぬまま、窓に映る自分の顔を見ていた。影が落ちた己の顔は、どこか醜い。

        「鈴木さん、実家に帰って下さい。父に話があります」

        「はい。かしこまりました」

        　直樹は、これから自分が行うことに翔は怒るだろうと思ったが、これ以外の手段など、わからない。

        　ただ、あのオメガから翔を救わなければいけない。そして、その大義名分を盾に、翔を奪わなければならないのだ。

        　ふいに匂いが立ち上る。ウェアについた翔の匂いか。直樹はウェアの裾をめくって顔を埋めながら、翔が欲しいと泣き叫びたくなるのを懸命に抑えるしかなかった。


    

    
        　　　七．欺瞞

         

        　

        　目を覚ますと、体の怠さがないのに気がつく。発情期が終わったのだろう。発情期は７日間で終わると聞いているが、翔もちょうど７日で発情期が終わった。

        　翔はベッドから起き上がると、朝食を作るためにキッチンへ向かう。抑制剤を飲み発情は抑えていたが、発情期が終わった体の軽さは別格だ。

        　鼻歌を歌いながら米をとぎ、出汁を取った。味噌汁と、だし巻き卵を作るためだ。発情期の間は寝てばかりいたため、きちんとした朝食を作っていなかった。今日は美味しい食事を優に食べさせたいと思った。

        　白米が炊き上がる頃に優が起きてくる。鼻をくんくんとさせると、翔の後ろから手元を覗き込んできた。

        「何の味噌汁？」

        「玉ねぎとわかめ。食材が全然ないね。今日、買い出しにいかないと。優はもう少し寝てなよ」

        　優が後ろから腰に抱きついてくるので、翔は優の手を握った。

        「ご飯、作れないよ」

        「まだ外に出ちゃ駄目だ。危ないだろ」

        「大丈夫だよ。もう発情期は終わったから」

        　翔は苦笑すると、優の手を腰から離し、振り返って優と向き合った。

        　優は揺れた目で見上げてくる。珍しく不安なのだろう。自分を思ってくれる優が嬉しくて、翔は優の額にキスをした。

        「でも、翔は久しぶりの発情期で不安定だろうし、もしかすると匂いがまだ残ってるかもしれない」

        　優の言葉に、翔は首を振る。

        「お風呂入ったし、勿論服も着替えてる。大丈夫」

        「でも、危ない」

        　優は翔に対して過保護だ。心配してくれているのだろう。しかし、発情期が来てしまった以上、どうにか対処して過ごしていくしかないのだ。

        「抑制剤もちゃんと効いてたし、大丈夫」

        　優は相変わらず不安そうな顔をしていたが、少しだけ表情を歪めた。

        「そうだよね。翔はずっとちゃんとしたオメガになりたかったんだ。発情期だって、外に出たいよね」

        「は？　何言ってんだよ。そんなこと一言も言ってない」

        　翔は優の言いように、顔をしかめる。優の顔は歪んだままだ。

        　味噌汁の火を消すと、優の手をとってダイニングチェアに座らせ、自分も向かい合って座った。

        「これでアルファと番になれるだろ」

        「何言ってんの。俺は、優の恋人だ」

        「嘘だ。そんなこと、思ってないくせに」

        　翔は優の不安を理解できた。それは、翔自身が優に抱えていた不安と同じだからだ。優が自分の元からいなくなるのではないかという不安は、自分が無くなるのではないかという感覚に酷く近かった。だが、優は翔のそばにいてくれたのだ。

        「そんなことないって。俺は、優が一番大事」

        　そう言えば、いつもはぱっと明るくなった優の目は、今は変化すること無く猜疑心で溢れている。

        「優？　なんで……」

        　優が何故ここまで不安なのか聞こうとしたときに、優の携帯電話が鳴った。

        「母さんからだ。何だろ」

        　優の母親は寂しがり屋だ。わりと頻繁に優に電話をかけてくる。優はと言うと、あまり母親を好きではないようだが、それでもきちんと相手をしてあげている。

        　翔の印象では、優の母親は優しくて、問題があるようには思えないのだが、何故優が母親を嫌っているのかはわからなかった。片親で育ったのに珍しいと思う。

        「うん。わかった。で、どこ？」

        　翔が優の言葉に耳を傾けていると、待ち合わせの連絡をしているようだった。いつもよりも通話の時間も長い。こちらに遊びに来るなどの連絡だろうかなど想像をしていると、優は電話を切り、大きくため息をついた。

        「どうしたの？」

        　話がそれたのに少し安堵しながら聞くと、優が携帯電話を投げるようにテーブルに置いた。

        「父親が会いたいって」

        「父親？　優の？」

        「そうだよ。他に誰がいるんだよ」

        「そうだけど……」

        　優は父親と会ったことがないと言っていた。養育費は貰っているようだが、認知はして貰っていないとも言っていた。そんな父親を、恐らく優は憎んでいる。

        　その父親が、突然優に会いたいと言い出したのだ。翔も驚いたが、優の心中は翔の比にならないほどに、穏やかではないだろう。

        「大丈夫？　俺、ついていこうか」

        「大丈夫」

        　しかし、優は何故か機嫌が良さそうだった。先ほどまで歪んでいた顔が、微かな笑顔に変わっている。

        　やはり父親に会えるというのは嬉しいのだろう。だが、父親に傷つけられないか心配だ。本当についていかなくていいのか迷ったが、家族ではない限り、無理強いをすることはできなかった。

        「いつ会うの？」

        「明日」

        「急だね。どこで？」

        「こっちに来てくれるって」

        「じゃあ、久しぶりにお母さんに会えるね」

        「いや、母さんは来ない。二人っきりで会いたいって。何か、大事な話があるって」

        　優はそう言うと、更に嬉しそうに笑った。その笑顔を見て、翔は何故だか不安になる。

        　優は本当に父親に会えることを喜んでいるだけなのか。他の理由があるのではないか。

        　翔はそんなことを思った己に、なにを考えているのだと思い、首を振った。

        「何かあったら連絡してよ。俺、ずっと家にいるから。朝ご飯、続き作るね」

        「うん。腹減った」

        　翔はいつもの様子に戻った優に安堵しながら、いつかきちんと話し合わないといけないと思った。優を不安にさせたのは、直樹との件があるからだ。直樹とは何でもないと言わなければいけない。

        　キスだけではなく、フェラチオまでしておいて何を言うのだと思ったが、それは胸の中にしまうしかない。あれは発情した上で起きた不可抗力だ。それ以外にはない。

        　そんなことを考えていると、ゾクリと背中が毛羽立ち、あの時の感触が蘇るのを感じた。直樹の匂い、大きさ、形に、味。ズクンと体の奥が音を立てる。

        「翔、まだ？」

        　後ろから抱きついてくる優に我に返ると、笑って、もうすぐだよと答えた。もうあのことは忘れよう。忘れなければならない。

        　優の好きな卵焼きを焼き終えると、テーブルに並べた。食材がないので、大した食事はつくれなかった。それでも、優は美味しいと嬉しそうに食べてくれた。

        　朝食を食べ終えると、優はもう一度寝ると言って寝室に戻っていく。

        　そうだ、きちんと話し合わなければいけない。直樹のことなど好きでは無いと、言わなければいけないのだ。

        　しかし、それを口にすることができるのか、翔自身、わからなかった。

        　

        ＊

        　

        　優が帰ってきたのは、辺りが暗くなってからだった。今日は仕事を休むという。夕食を準備して待っていたが、何故か翔までそわそわしていた。

        「お帰り」

        　翔がなるべく笑顔を作って迎えると、優はどこか沈んだ顔をしていた。

        　面会した父親はどうだったか聞きたかったが、その様子に、何も聞くことができなかった。

        「お腹空いた？　ご飯食べる？」

        「うん。着替えてくる」

        　翔は味噌汁とご飯をよそってテーブルに置いた。優は着替えると、洗面所に手を洗ってから戻ってくる。優の前髪が少しだけ濡れていたので、顔を洗ったのだろう。何があったのかと、酷く不安になった。

        「今日はさ、優が好きなハンバーグ。中にチーズ入れたよ」

        「うん、ありがとう」

        　場を盛り上げようとするが、優は一言も喋らずに黙々と食事をしているため、翔もこれ以上どうしていいかわからなかった。

        「おかわりは？」

        「いらない」

        　優が食べ終わった食器を流しに置きに行く。翔も食事を終わると、テーブルの上を片付けた。

        　コーヒーを注いで優の前に置くと、翔は一口コーヒーを口にした。優も同じようにコップに口をつける。温かいコーヒーに心が落ち着いていき、大きく息を吐き出した。

        　翔は急がなかった。優が話し始めるまで、じっと待つ。

        「父親さ……」

        　しばらく沈黙が続いたが、ようやく優が口を開けた。

        「うん」

        「俺の父親、時枝武雄だった」

        「え？」

        　翔は優がなにを言っているのか、一瞬わからなかった。空耳かと思い、優の顔をじっと見る。優は言いにくそうに、もう一度言った。

        「俺の父親、時枝武雄。お前の父親だろ」

        　翔の心臓がドキリと鳴る。体中が冷えた後、汗が、背中をすーっと流れ、体中が熱くなったように感じた。

        「何言ってんの……それ」

        「間違いない。翔の父親、会社のホームページに載ってるだろ。それで確認もした」

        「それって、俺と優が兄弟ってこと……？」

        「そう」

        　翔はどう反応していいかわからなかった。ただ、頭の中は混乱している。兄弟と寝ているという事実にショックを受けているのか、それとも、己の父親が優に不義理を重ねていたという事実に罪悪感があるのか。もしくは、自分と同じ血を持つというのに、自分とはまるで違う完璧な優への嫉妬なのか。

        「あ……でも……」

        　優はすでに現実を受け入れているのか、翔の手をぎゅっと握ってくれた。

        「父親に呼ばれて、認知してくれるって言われた」

        「そう……よかった……」

        　それしか翔は言えなかった。他に言葉が見つからない。

        「あぁ、良かった。俺、まだ混乱してるけど、でも、翔と家族だってこと、正直嬉しいんだ。それに、酷い父親だけど、認知して貰えるって聞いて、自分のルーツというか、何かフワフワしていた自分の存在が確立できるような気がしてきた」

        　翔には優の気持ちはわからない。父親が誰かわからないということは、そういうことなのだろうか。翔は優のように、兄弟である事を喜ぶ事はできなかったが、それでも優の気持ちを思えば、何も言えなかった。

        「認知して貰えば、遺産相続の権利が出てくる。翔はいいの？」

        　優の言葉に、そんなことは思ってもみなかったと思って首を振る。

        「相続なんて、そんなのどうでもいいよ。優が楽になれるなら、大賛成だ」

        「本当に？」

        「うん。本当だよ。まだ動揺してるけど。優が幸せなのが一番いい」

        　優は翔の手を取って、手の甲にちゅっとキスをした。

        「でもね、条件があるんだって」

        「条件？」

        　翔は眉間に皺を寄せる。あの父親がなにを言い出したのか、聞くのに戸惑いがあった。どうせろくな話ではない。

        「アルファと見合いをして欲しいって。それで、できれば番になって結婚してほしいって」

        「え？」

        　優の顔を見ると、先ほどまでの態度はどこに行ったのかニコニコと笑っている。それに翔は後頭部をガツンと殴られたような気分になった。

        「何言ってんの、優」

        「相手は、真々田家の長男だって。真々田家、知ってる？　製薬会社とか、他にも色々事業を持ってる」

        　翔は、更に衝撃を受ける。内臓をグルグル掻き回されているような気分だ。ニコニコと笑う優の顔が悪魔のように見えた。

        「知ってる。でも、それって……なんで？」

        「真々田の息子が、そろそろ番が欲しいって言い出したんだって。時枝家に年頃のオメガがいるって聞いて、お伺いをたててきたらしい。こんな話、時枝には願ってもない。でも、翔は出来損ないだから、代わりに俺をって父さんが言ってたよ」

        「父さんが？」

        　あの人は、この後に及んでもそんなこというのか。そして、それに優を巻き込むのか。

        　第一、直樹は何を考えている。真々田のような大きな家に、時枝家が逆らえるわけはない。いや、それが狙いか。

        「駄目だよ、優。でも、直樹は……真々田は、俺が欲しいだけだ。だから優じゃ駄目だ」

        「翔？」

        　翔は、自分の口から出される言葉を、どこか遠くで聞いているように感じていた。

        「直樹って俺の後輩なんだ。俺の事が好きだって言ってて……」

        「だから？」

        　優は、平然と答えた。その顔には、翔の知る優しさはまるで無かった。

        「駄目って、翔にそんな権利があるの？　ずっと、ぬくぬくと時枝の子どもとして育った翔が？　今だって、親の金で大学行って、俺とは大違いだ」

        　翔はぐっと口を結んだ。優の言うとおりだ。そんなことを言う権利など、自分にはない。

        「優は、俺のこと嫌い？」

        「なんで？」

        「この話、受けるって事は俺と別れるって事だ」

        「俺も翔とは別れたくない」

        　優は立ちあがると、翔の横に立ち、翔の頭を抱きしめてきた。優の滑らかな腹筋が頭に当たる。大好きな優の体だ。

        「でも、俺だって父親に認められたいよ。それにさ、真々田直樹の写真見たとき、俺、驚いた。何回かさ、近所で見たことがあったんだよ。アルファだってすぐに気がついた。でも、俺なんかの手の届かない人だって思ってた。好きになる前に諦めてたけど、今は手の届くところにいる。諦められないんだ。オメガの本能には逆らえない」

        　翔は優から頭を離すと、優の顔を見上げる。そこには、意地悪く笑う男がいる。

        　これは誰だ。優が、こんなこと言うわけはない。優はいつだって、そんな本能を否定していたではないか。それとも、それは嘘だったのか。

        「でも、直樹は俺がいいって言うよ。優が傷つく」

        　優のためを装った、醜い嫉妬が口から漏れる。優は全く動揺せずに翔の頭を撫でてくるが、優しいその手に、翔はますます頭が混乱していく。

        「本当にそう思う？」

        　優がゆったりとした口調で言う。目を細めたその顔は、妖艶であった。

        　優よりも可愛い人を翔は知らない。優よりも魅力的な人を知らない。優は、翔の知る限り、もっとも完璧なオメガだ。この優を前にして、直樹がノーという確信はあるのか。

        　違う。直樹はそんな男ではない。しかし、自分は直樹の何を知っているというのか。現に直樹は、卑怯とも言える手で翔を陥落させようとしてきたではないか。そんな男では決してないと思っていたのに、それを裏切られたのだ。

        「やだ……」

        　翔は涙が溢れてくるのを感じた。今まで優の前でも泣いたことはない。それでも、涙が止められなかった。

        「泣いてるの？　今まで、何があっても泣かなかったのにね」

        「やだ、行かないで」

        　優の腕にしがみつくと、優が体を引いた。翔の座っている椅子が倒れ、翔は膝立ちで、縋るように優の腕を持つ。

        「お願い。行かないで」

        　優は翔の頭を撫でると、嬉しそうに笑う。

        「ねぇ、翔はさ、どっちに行かないでって言ってるの？　どっちに、番を作らないで欲しいの」

        「どっちって……」

        　優はしゃがむと、翔の涙を指で拭って、その指を舌先で舐めた。

        「真々田直樹と俺、本当はどっちが欲しいの」

        「……」

        　言葉に詰まる。どちらが欲しいか。そんなことは考えたくない。しかし、確かに自分は、優が直樹の番にならないようにと、強く願ってしまったのだ。

        「いいよ、翔の言うとおりにして上げる。でも、その代償は大きいんだよ。いいの？」

        　翔は、頷くべきかどうかわからなかった。涙を流しながら目を瞑り、もう一度だけ、行かないで、と呟いた。

        「いいよ。翔の願いなら叶えて上げる」

        　ふっと目の前から優の気配が消えた。翔が目を開けると、そこに優はいなかった。

        「優？」

        　周りを見回すと、優は寝室のドアを開けていた。

        　翔が立ちあがって優を追いかけると、優は部屋の中から小さなボストンバッグを取り出し、手に持っているところだった。

        「何それ？」

        「ちょっと出てくるね。大丈夫。真々田とも父親とも会わないから。良い子にしてるんだよ」

        「何言ってるんだよ……出てくるってどこに？」

        　優はそれには答えず、翔の涙に唇を這わせ涙を舐め取ると、ニコリと笑って、家から出て行った。

        　

        ＊

        　

        　翔は、優が出て行ってからずっと家で過ごしていた。バイトを探さないといけないと思ったが、そんな気力は無く、ダラダラと過ごしている。

        　こんなに自堕落に過ごすのは初めてだった。しかし、何もする気が起きない。

        　優が出て行ってから一週間ほど経つ。連絡は一度も無い。電話は繋がらず、メールの返事もなかった。

        　ベッドでゴロゴロ転がりながら、携帯電話をじっと見る。もしかすると、今頃直樹と一緒にいるのではないか。何度も浮かんできた妄想が頭をかすめていく。何度消そうとしても消えることはない。

        　あぁ、自分は酷い人間だ。直樹にも、もしかすると優にも、こんな気持ちをさせてきたのだろう。それなのに、いざ自分がその立場になると、動けなくなるほどに打たれ弱いのだ。

        「ちょっと、酷くない？」

        　突然声が聞こえ、翔は驚いて飛び起きた。寝室のドアが開かれ、優が立っていた。

        「家の中、グシャグシャじゃん。ゴミくらい捨てろよ。夏だよ」

        「優！」

        　翔はベッドから下りると、優に抱きついた。

        「連絡もしないで、凄い心配した」

        　優が翔の背中を撫でてくる。その手は優しかった。

        「どこに行ってたんだよ」

        「ちょっと病院探してた」

        「病院？」

        　翔が顔をしかめると、優は翔から離れ、自分のＴシャツの裾をめくり上げた。臍の近くにはガーゼがついている。

        「何それ。怪我したの？」

        　驚いた翔が声を上げると、優は首を振った。

        「ううん。卵管、縛った。これでもう妊娠はできない」

        「え？」

        「医者を探すの大変だったよ。保証人はいないしさ。すぐに予約もとれないだろうし。何とかヤクザの闇医者っぽい人見つけてさ、やって貰った。抜糸は三日後。術後はちょっと痛かったけど、手術自体はすぐに終わったから、思ったよりも楽だったかな」

        「何言ってんだよ。そんな冗談、悪趣味だ」

        　翔は優が何を言っているのかと思って、呆然とした。

        「見合い断ったらさ、時枝武雄は母をどうするのかなって思って。それで考えたんだ。俺がオメガとして役に立たなかったら諦めるだろ」

        　優の表情は、いつもと同じだ。なんてことないという様子で話している。それが、かえって不気味だった。

        「でも、結局一緒だよな。俺がこんなことしたって聞いたら、あいつは怒り狂うだろうね。母への援助は無くなるかな。翔の父親は、そう言う人だよね」

        「なんでそんなこと……馬鹿だ」

        　ようやく翔が言うと、優が首を傾げて不思議そうな顔で見てくる。

        「何言ってんの。翔のためだよ。本当は、子宮も卵巣も、全部翔に上げたかった。でも、それは危険だって言われて諦めたんだ」

        「俺……そんなの……何言ってんだよ。俺は望んでない」

        　翔が一歩下がると、優は一歩進む。そして翔に手を伸ばし、ぎゅっと抱きついてきた。

        「だって言っただろ。代償は大きいって。なぁ、翔は俺に何をくれる？　何を誓う？」

        　優が翔の顔を見上げてくると、クスリと笑った。

        「変なの。なんで泣いてんの。最近、情緒不安定だよね」

        　翔の涙を拭ってくれる手を、翔は初めて恐ろしいと思った。可愛らしくて、無邪気で、強い。翔をいつでも守ってくれ、慰め、そばにいてくれた。そんな優を、初めて恐ろしいと思い、この男は誰なのだと思った。

        「ねぇ、優は本当に、直樹のこと、好きだったの？」

        「そうだよ」

        　にっこりと笑う優に、嘘だと思った。

        「全て捨てた。父親も母親も捨てた。オメガが受けられる恩恵も捨てたんだ。だから、翔も、ね」

        　そして、悲しいと思った。優が悲しい。優はずっと、翔に確信が持てなかったのだろう。翔を信じることができなかったのだろう。それは、翔のせいなのだ。

        「うん」

        　翔が頷くと、優はそっと翔の唇にキスをしてきた。それを受け止めながら、翔はまた涙を流した。

        　

        ＊

        　

        「どこに行くの？」

        　翔がベッドから起き上がると、いつもは寝ている優が目を覚まして、翔の手首を掴んできた。最近の翔は優と同じ頃に目を覚ますので、今日は早いと思ったのだろう。

        　バイトもせずに、優が帰って来るのを待って、一緒に寝る。優から目を離すのが怖いというのもあった。また、優が翔から目を離すのを恐れているのもあったので、家からは出ずになるべく一緒にいるようにしている。果たしてそれは、優のためか、己のためか。

        　たまにセックスもしたが、それでも触り合う程度だ。体を重ねたのは初めの一回だけで、それ以来一度も無い。優が翔に気を遣っているのだろう。

        「学校」

        「まだ夏休みだろ」

        「そうだけど、自転車取りにいかないと」

        「じゃあ俺も行く」

        　翔は優の頭を撫でると、首を振った。

        「昨日も遅かっただろ。もう少し寝てなよ。今日、大会があるからサークルメンバーは誰もいないんだ。だから今日取りに行こうかと思って」

        　優を安心させるように言う。優は不満そうだが頷いた。翔は優にキスをしてから着替え初めると、寝室を出た。

        　簡単な朝ご飯を作って食べた後、抑制剤を飲む。まだ自分の発情期の周期はわからないが、前回の発情から一ヶ月経つ。短い周期であればそろそろ来るだろう。外に出るのは危険かとも思ったが、今日以外に人がいないチャンスもない。一番強い抑制剤を飲み、念のため緊急抑制剤の注射器を鞄に入れると、家を出た。

        　まだ残暑が厳しい。八月ももう少しで終わるが、夏の名残はまだまだ消えそうにない。

        　今年は乗鞍行けなかったな。そんなことを考えながら駅まで向かう。このままサークルもやめることになるのだろうかと考えた。

        　翔の頭には、皆で走った思い出ではなく、直樹と走った思い出が浮かんできていた。一緒に走るのは楽しかった。直樹の背中を追いかけてペダルを漕ぐと、胸が騒いでワクワクとした。

        　平地では、すでに直樹の方が翔よりも速く、長く走れるようになっていたが、直樹はいつも翔に気を使ってペース配分をしてくれていた。翔も、直樹に負けるのが嫌で頑張っていた気がする。教えることなど何も無かったのに、お互いがそれに気がつきながらも一緒に練習をした。翔だって、直樹と一緒にいたかったのだ。そんな自分の浅ましさが嫌になる。

        　大学につくとサークル部屋に向かった。自転車置き場では盗まれるかも知れないからと、健太が部屋まで自転車を運んでくれたのだ。

        　コソコソと、人がいないときに取りに来るなど恩知らずだと思いながら部屋のドアを開ける。瞬間に匂いが漂ってきた。

        「あ……」

        　咄嗟に翔はドアを閉めた。中には一番会いたくなかった人物がいる。何故だと思いながら踵を返すと、後ろでドアが開き、強く腕をつかまれ引っ張られてしまった。

        　よろめく体を大きな体躯が受け止める。背中から包まれ、その感触に目を瞑った。大きくて、温かくて、安心ができる。このままこうしていたいと思ったが、すぐに翔はその腕から抜け出した。

        「話、させてください」

        「なんでお前がいるんだよ。大会の応援行くって言ってただろ」

        「翔さんに会いたかったから」

        　行動が読まれている。情けないと思いながら直樹の顔を睨み付けた。

        　構わず直樹が近づいてくる。腰の横に手を差し出され、思わず目を瞑って体をビクリとさせたが、その手はドアを閉めただけだった。

        「話なんて何があるんだよ。よく俺の前に顔出せたよな」

        「……」

        　直樹が唇を噛む。いつでも自信に満ちあふれている男の、こんな顔など見たくはなかったと思ったが、口から出てくるのは恨み言だ。

        「お前のせいで優が壊れた。俺はお前を選べないって言ったのに、なんで……」

        「壊れたって何？　優さんを出してきたのはそっちです。結局見合いは断られましたけど」

        「それは……」

        　優の手術の話をするべきか迷ったが、デリケートな話だ。わざわざ話すことではない。

        「何でもない。俺、帰るから」

        　ドアの方を向こうとすると、腕をつかまれぐいっと引っ張られる。

        「またかよ！　いい加減にしろ！」

        　今度は直樹がドアを背にして立つと、鍵を閉めた。頑として帰す気は無いらしい。

        「大声出すぞ」

        「いいですよ。夏休みだ。人なんてほとんどいない」

        　直樹の目は真剣だった。直樹にしてみれば、これが最後のチャンスなのか。もう可能性など残っていないのに、と思いながら、翔は渋々頷いた。

        「じゃあ、話そう。で、何を話すんだ」

        「座りましょうか」

        「いい」

        　直樹はじっと顔を見てきた。座る座らないの言い争いが始まるのかと身構える。いつもならそんな馬鹿らしいことが始まる前に翔が折れるのだが、今日は折れる気にはなれなかった。

        「わかりました」

        　しかし、翔の予想に反して直樹は了承をした。

        「見合いは迂闊でした。まさか、優さんが出てくるとは思わなかった。確かにこちらは、オメガのご子息としかお願いしなかったけど、前調査では、翔さんの兄弟は全部アルファだったから」

        「調査って……権力を笠に、こういう手を使うんだな、お前。見損なった」

        「えぇ、こういう男ですよ、俺は」

        「アルファだからな」

        「そうです、アルファだからです」

        　肯定をされると、それはそれで腹が立つ。ぐっと直樹を睨み付けるが、直樹の表情は悔恨のそれではなくなっていた。

        「ざまぁみろだ。計画が崩れた上に、断られてさ……間抜け野郎」

        　直樹が翔の言葉に表情を変えずに、どこか冷酷さを感じられる目で見てきた。

        「その結果、もう逃げられない」

        「え？」

        「一度話を受けておきながら、子どもができないので無理でしたときた。その上、その理由が、真々田の家に嫁ぎたくないから卵巣を縛った、ですよね。真々田家の面目丸つぶれです」

        「縛ったって、なんで知ってるんだ」

        「知ってますよ。わざわざ見合いの日に、優さんが言い放ったんですよ。俺の気持ち分かります？　翔さんが来ないばかりか、わざわざ侮辱されたんですよ」

        　翔はその時のことを想像し、鼻で笑うのと同時に、悲しいと思った。優は一体誰に対して、意趣返しを行ったのだろうか。

        「最初に俺を侮辱したのはお前だろ。俺の意思を無視して、俺を手に入れようとした。そのせいで優は……お前のせいだ」

        　直樹はクスリと笑うと、下を向いて目を瞑った。

        「俺のせい？　本気でそう思っています？」

        「そうだ。お前のせいだ」

        「そっか。そうかもしれないですね。まぁいいや。その話は後でしましょう」

        「いいやって！」

        　翔が文句を言おうとしたが、直樹の顔にそれ以上は言えなかった。その顔には誤魔化しや媚びている色はなく、ただ静かな色しかない。

        「ねぇ、翔さん。今後の話をしましょうか。真々田は時枝に対してご立腹だ。時枝は必死でごますりをしてきている。地方の中小企業、真々田の力で潰すのは簡単ですからね」

        「そう。それで？」

        「気にならない？」

        「人を利用することしか考えない父だ。自業自得だ」

        「翔さんらしく……」

        「俺らしくない？　お前に俺の何が分かる」

        　直樹が口を噤むのを見て、何故だかおかしくて笑った。声を出して笑った。

        「なんか最近、何もかもがどうでもよくって、あんまり考えられない」

        　直樹が一歩前に出てきて手を伸ばしてが、翔はそれを叩き落とした。

        「でも、翔さんのお父さんは、どうでも良くないみたいです」

        　その言いように、腹が立つ。どこまでも見下しているように思えた。

        「何が、真々田がご立腹、だ。お前だろ、キレてるのは。そうやって見下すのは楽しいか。なぁ、アルファ様」

        　直樹の表情は何も変化していない。叩かれた手をぎゅっと握ると、少しだけ笑った。

        「いえ、俺は怒ってないですよ。俺はどんな手を使っても翔さんを手に入れたいだけです。でも、父は怒っているかもしれない。ようやく俺がオメガと番う気になったのに、ってね。だから俺は次の条件を提示しました。もう一人のオメガで手を打つって」

        　翔はその言葉に、顔をしかめた。酷くショックだった。最近、心が麻痺して何かに感じることなどなくなっていたのに、それでも直樹の言葉は辛かった。直樹が、自分に対してそんな言葉を吐き出すのが、辛い。

        「ハハ……まるで物だな」

        「えぇ、そうですね。でも、実際翔さんはそういう教育されてきたんですよね」

        　ニッコリと笑った直樹の笑顔をぶん殴りたいと思ったが、そんな気力もすでになかった。

        「まだ俺のこと、馬鹿にする気か」

        　翔は立っていることができずに、その場に座り込んだ。

        「いいえ、まさか。でも、翔さんのお父さんはオメガをそう扱ってる。きっと今頃、色々考えてますよ。今まで放置していた翔さんを病院に連れて行こうなんて考えているかも知れない。翔さん、発情したこと言ってないでしょ」

        「あぁそうだな。でも、俺は逃げるよ。もう親もお前もどうでもいい。優と一緒に、どっかに逃げる」

        「優ね……」

        　直樹はショルダーバッグからクリアファイルに入っている紙を取り出すと、しゃがんで床に置いた。

        「何これ」

        「この間、病院行ったときの血液検査の結果。オメガだけに行う検査がこの二つ。ＩＮＤ値はこの間話しましたよね。フェロモンの量です。もう一つがＯＣＧ値。これは男性のオメガが妊娠しているかを見る値だそうです。これ、値が高いんですけど、妊娠してるほど高くは無いんですって。なんでかわかりますか」

        「そんなの知るかよ」

        「ピルを飲んでると値が上がるんです」

        　じっと直樹が顔を覗き込んでくる。何か探るような顔をしていた。

        「飲んでたの？　俺に、発情期が来ないって悩みを打ち明けたのは嘘？」

        「そんなの俺、知らない。飲んでない」

        　翔が首を振ると、直樹がぐっと顔を近づけてくる。

        「でも、実際に値が高くて、発情期が来てなかった」

        　翔は直樹の顔を見ながら、何を言い出したのかと思った。ピルを飲んでいたから発情期が来なかった？　無意識に飲んでいたのか。いや、そんなはずはない。ならば何故か。

        「初めての発情が来てから、ずっとそばにいたのは誰ですか？　家族？　あの家族がそんなことするわけないですよね。それに、大学に入ってからは別々だ」

        　直樹が何を言いたいのかわかり、首を振った。

        「馬鹿なこと言うな。第一、俺にその結果を信じる根拠がない。なんでお前がその結果を持っている。お前が改ざんしていないと何で言えるんだ」

        「俺が翔さんの弟だって言ったから、結果をくれたんだと思う。改ざんなんてしようがない。翔さんの体にはもうピルの成分はないだろうから、証明しようがないけど」

        　呆然としている翔の頬に、直樹がそっと手を触れてきた。振り払えずに、ぼうっとその仕草を見る。

        「ごめんね。本当はもっと待つはずだった。でも、もう待てなかった。彼は何をするか分からない。現に、自分の体を傷つけても、翔さんを手に入れた、でしょ」

        「でも、それでも……」

        　翔は動かない頭で懸命に考える。

        「でも、優は俺を救ってくれた。俺は優がいなければ、どうなってたかわからない。優だけが、俺を必要としてくれた……」

        「本当に？　それさえも、計算されたことじゃないんですか。本当に、救われたんですか」

        　翔はじわりと涙が出てくるのを感じた。また泣いていると他人事のように感じていると、頬に触れていた直樹の親指が、その涙を拭ってくれる。

        「駄目だ。俺は、優と一緒にいる」

        「違うよ。俺と一緒にいてよ。俺が守って上げる。翔さんの欲しいもの、何でも上げる。翔さんのしたいこと、何でもさせて上げる。外に出たくなければ、ずっと家にいればいい。働きたいなら、ちゃんとした仕事を用意して上げるから」

        「やめろ……」

        　翔は直樹の手首をつかみ、それをそっと下ろさせた。

        「俺はお前の物じゃない。従順な奴隷でもない。オメガだって普通の人間だ。そういうの、やめろ。お前は他のアルファと違うだろ。嘘でもいいから、そう言ってくれ」

        　涙で潤み、直樹の姿がぼやける。何故だろうか。どうしても嫌いにはなれない。それどころか、触れられた頬が、じんと痺れているように感じる。

        「いえ、俺はアルファだ。俺は俺を否定しない。翔さんを俺だけのオメガにしたい。番にして、支配して、毎日抱き合いたい」

        「やめろ」

        「翔さんだってそうでしょ。昔からそう育てられた。アルファに守られて生きて行きたいって思ってきた。幼い頃から教育されてきたことは、そうは変えられない。翔さんは翔さんです。俺は、それも否定しない」

        「やめろ。お前と話していると混乱してくる」

        「でも、俺はオメガなら誰でもいいわけじゃない。翔さんがいい。翔さんがアルファなら、アルファとしての翔さんを好きになっている。ベータならベータの翔さんを好きになっている。でも、翔さんはオメガだ。だったら、オメガとして、俺の物になってよ」

        「やめろって」

        　不意に直樹の匂いが強くなる。頭がクラクラとしてきて、ぎゅっと目を瞑った。

        　直樹の匂いが更に強くなったと思った時には、直樹の腕の中だった。その体を突き飛ばせと思うが、なかなか動くことができない。体の奥から疼きが湧き上がってくるのを感じた。

        　直樹が背中を探ってくる。大きな手が気持ち良い。本当に自分は駄目な人間だ。そして直樹の言う通り、所詮オメガだ。優のように自分の足で立つこともできない、犬のようなオメガなのだと思って目を瞑ると、唇に柔らかなものを感じた。

        　直樹の唇だ。柔く食はんでくる直樹の唇の感触は気持ちが良い。吸い付いてくるのに、思わず翔も答えてしまう。そっと差し入れられた舌に己の舌を絡め、貪った。

        　駄目だ。離れないと駄目だ。今やめないと離れることなどできない。しかし、その甘い誘惑に溺れるように、深く沈んでいく。

        　不意に唇が離れた。二人の間で、唾液が糸を引く。なぜだと思って、直樹を見上げると、潤んだ目の直樹がいる。

        「発情のコントロールもできていない。こんなんで、本当にどうにかなるって思ってるんですか」

        　体を離した直樹を見ると、その顔が少し赤い。そして、手には黒いケースを持っていた。

        　直樹はケースを開けると、注射器を取り出す。そして、おもむろに翔の腕を取ると、腕の内側に針を打ち込んだ。

        「え、なに？」

        「発情してますよ。気がつかなかったんですか」

        　黒いケースは翔のものだと気がつき、背中にあるショルダーバッグを確認すると、蓋が開いていた。いつの間にか直樹が取り出したのだ。

        「こんなんで外歩いたら、三秒で犯されますよ」

        「でも、朝、薬飲んできた……」

        「飲んでもこうなら、尚更悪い」

        　体の熱がすーっと引いていく気がした。初めて発情していたことを自覚したが、しかし、疼きは止まらず、つかまれた腕が熱かった。

        「ねぇ、俺を受け止めてください。絶対に幸せにします。俺を好きじゃないならそれでもいい。オメガの本能だけが俺を求めてるって言うなら、それでいい。俺は翔さんが欲しくて、頭がおかしくなりそうなんです」

        「俺は、とっくにおかしくなってるよ」

        　翔は床に置かれた注射器とケースを手に取ると、鞄に入れて部屋から出て行く。足がふらついて、真っ直ぐ歩けそうにない。壁に寄り掛かりながら歩いた。

        「送ります」

        「駄目だ。俺もお前も抑えられないだろ。一人にしてくれ」

        「そんな状態で……」

        「今更、もう誤魔化せない。認めるよ。俺は、心も体もお前を求めてる。だけど、俺は優といたいんだ」

        　直樹に背中を向けたまま言う。顔を見る事ができなかった。しかし、空気が揺らいだのは分かった。

        　結局ロードバイクを回収することができなかったと思いながら、まっすぐ立てと自分に言い聞かせる。みっともない姿を直樹に見せたくない。こんな発情した姿を見られたくない。

        　早く外に出て外の空気が吸いたかった。この男から、逃げ出したかった。その一心で、廊下を歩いた。

        　ようやく外に出ると、風が吹いた。コンクリートから照り返す熱にクラリと目眩が起きたが、風は大分涼しくなっており、頬を撫でるその風に、ほっと一息ついた。

        　近くのベンチに腰掛けると、大きく深呼吸をする。大丈夫だ。落ち着け。もう匂いはない。自分に言い聞かせると、すっと胸の奥が軽くなっていく気がした。

        　直樹は追いかけてきていない。よかった。

        　空を見上げると、大きな白い雲が泳いでいる。夏はもうすぐ終わる。深い夏だった。こんな夏は、もう二度と訪れないだろう。

        　しばらく空を見上げていると、大分心が落ち着いてくる。優が心配するから帰ろうと思って立ち上がった。

        　家に帰ると、優はリビングでテレビを見ていた。クッションに寄りかかり、ダラリと足を投げ出している。翔は優の隣に座ると、ただいま、と小さな声で言った。

        　優は翔の顔を見てくると、お帰りも言わずにじっと見つめてきた。

        「アルファの匂いがする」

        　優の言葉に、ぎくりとしたが、無理矢理に笑顔を作った。

        「気のせいだよ」

        「嘘つくの下手くそ。顔ですぐわかる」

        「ごめん。たまたま……」

        　言い訳をしようとすると、優が翔の手をひっぱってくる。翔の体はクッションに沈んだ。

        　上から覆い被さるようにして、優がキスをしてきた。目を瞑ってそれを受けとめながら、先ほど直樹と交わしたキスを思い出していた。最低だ。

        「お願いがあるんだ。今日、なるべく早く帰って来るから、起きて待ってて」

        「……うん」

        　優からそう言ってくるのは珍しいと思って頷いた。

        　ねぇ、ずっと俺に薬を盛ってたの？　心の中で問うが、口には出せなかった。それを確かめることで、今までの四年間が全てなくなるような気がして怖かった。真実を知ることを恐れてしまった。

        「仕事行くまで、そばにいて」

        「うん」

        　優が甘えてくるのに頷くと、優を足の間に座らせ、二人でテレビを見た。バラエティ番組に出てくるお洒落な店を二人で見ながら、今度行こうか、などたわいのない会話を交わす。

        「お腹空いたね。お昼作ろうか」

        　翔が聞いたが、優は首を振った。

        「出前でも取ろうよ。まだ、離れたくない」

        　可愛い事を言うと思って、翔は笑った。

        「じゃあ、カップラーメンでいいか」

        「いいね。カップラーメン」

        「じゃあ、ここで食べよう。三分、待てる？」

        「三分か。ギリギリ許す」

        「何様」

        　翔が笑うと、優もこちらを向いて笑った。その笑顔を見て、真実などなんでもいい。現に、優は自分を救ってくれたのだ。ならば、その真実以外はいらないと思った。

        　翔は立ちあがると、鍋に水を入れて火にかけ、キッチンの棚からカップラーメンを取り出した。

        　湯が沸く時間があるから三分では無理だな。文句を言われるかな、と思いながらカップラーメンの蓋を開ける。

        　湯が沸いたのでそれを注ぎ、箸を持ってリビングに持って行った。

        　ローテーブルにそれを置くと、タイマーが鳴るのを待つ。キッチンからタイマーの音が聞こえてくると、二人で同時に蓋を開けた。

        　ラーメンを冷ます息の音と、すする音が響く。何だか昔みたいだと思った。

        「高校の時を思い出すな」

        　優も同じ事を思ったのだろう。ぽつりと呟いた。

        「うん。優の家で、初めてカップラーメン食べた。美味しかった」

        「カップラーメンも食べたことないお坊ちゃんが、今ではこんな小さな家で、九十五円のカップラーメンを食べてるんだもんな。でも、文句は一切言わない。偉いな、翔は」

        「俺は優が思ってるほど、お坊ちゃまじゃないよ」

        　言いながら、あぁ、これは、優に対する自慢になるのかと思い、言ったことを後悔した。

        「これからもずっと一緒にいてくれるよな」

        　優がラーメンに視線を落としながら聞いてくる。

        「いるよ」

        　翔が言うと、優はほっとしたように笑った。

        「今日は同伴だから、早く出るね。約束、守れよ」

        「うん」

        　ラーメンを食べ終えると、優はシャワーを浴びに行って、着替えをした。Ｔシャツとハーフパンツという、気楽な格好だ。デートをしてから出勤と言ったところか。

        「ラーメン食べたの平気だった？　食事行くんだろ」

        「うん。こんなのおやつだ」

        　優は見かけによらず食べる量が多い。しかし、せっかく美味しい物が食べられるのに、こんな物で腹を満たす必要もないのにと思った。

        「翔はさ……」

        「ん？」

        「翔は、俺が他の奴とデートしても、セックスしても平気だよな」

        「え？」

        　突然何を言い出すのかと思い、首を傾げる。

        「セックスは嫌だよ。でも、デートは仕事だろ」

        「そうだよな」

        　それだけ言うと、優は家を出て行った。

        　

        ＊

        　

        　翔は、何故だと思いながら優が帰ってくるのを待っていた。

        　ベッドの上で体を丸めながら、我慢できずにペニスを擦る。そこは勃起をしていた。

        　そういえば、この間の発情でも勃起はしていた。少しでも薬を飲んで冷静になれば、そこはビクリとも反応しないので、勃起不全は精神的なものなのだろう。しかし完全に発情してしまえば、そんな精神的な問題など関係ないとばかりに、翔の体を翻弄するのだ。

        　精神など、心など、肉体の前にはかくも脆く崩れ去るのだと思い知らされた。あれほど待ち望んでいた男性器の回復も、こうなるとただ惨めなだけだ。

        　そもそも、自分は待ち望んでいたのか。男の快楽を、オメガの快楽を、望んでいたのか。

        　怖い。肉体の快楽がただ恐ろしい。それでも手を止めることができなかった。

        　抑制剤は、家の中には一粒も無い。鞄の中にもない。黒いケースにはもう一回分の薬があった筈だが、それもない。恐らく、優が全て持って行ったのだ。

        　何のためにと考えるが、思考が定まらない。ただ猿のように夢中でオナニーをした。

        　グジュグジュと音が響く。先走りの液が、ペニスの先端から溢れていった。

        「あぁ、待てなかった？」

        　声に気がつき視線をドアに向けると、そこには優が立っていた。呆れたような声を出しているが、顔は嬉しそうだ。

        「抑制剤……」

        「駄目。こんな状況じゃなきゃ、翔は楽しめないだろ」

        「そんなこと……」

        　優が電気を灯すと、ベッドまで近づいてきた。

        「この間、全然感じてなかったもんね。でも、これならいっぱい楽しめる」

        「や……電気消して」

        「でも、手は止まらないね」

        　優は翔の首筋をベロリと舐めた。

        　翔は、上半身はＴシャツを着ており、下着をずらして、ペニスが外に出ている状態だ。恥ずかしくて、優に見て欲しくはなかった。

        「恥ずかしい？　でも俺は、いっつもそんな姿、翔に見せてただろ。翔も見せてよ」

        　優が翔の足から下着を抜き取ると、翔の足をぐいっと開いた。

        「勃ってるね。綺麗だよ」

        　優はうっとりしたように言うと、翔のペニスを舌でベロリと舐めた。

        「ひっ……！」

        　体がビクリと揺れる。

        　全身にビリビリと衝撃が走ったようだ。翔は頭を振りながら、ずり上がる。

        「ちょっと舐めただけだよ。凄い敏感。発情してる上に、久しぶりの勃起だもんね。沢山可愛がって上げる」

        「ひぁっ！」

        　ジュルッと吸われ、ドクンドクンとペニスが脈打つ。優の舌が軟体動物のように絡みつき、翔の頭は真っ白になった。

        「イク……ッ、イク！　あぁぁっ！」

        　ビクビクと体を震わせ、優の口内に射精をした。久しぶりの射精は、快楽を通り過ぎて苦痛ですらあった。

        「もうや……ゆう……」

        「やじゃないだろ、ほら」

        　優の人差し指と中指が、歩くように交互にタッチしていきながら、陰茎の根元、陰嚢と辿っていく。何をされるのか、逃げないといけないと思ったが、体が全く動かない。

        「あぁ……ん」

        　陰嚢と後孔の間、会陰を指でぐっと押されると、それだけで体がさらに疼く。知らず出される声は甘ったるく、その声と、そんな場所で感じている己に驚愕した。

        「や……だめ、だめ」

        「ここ、気持ち良いだろ。俺はオメガだから、翔の気持ち良いことわかるんだ。いっぱい気持ち良くなろうな」

        　優はその指を更に後ろに滑らせると、淫孔の縁をゆっくりと撫でてくる。

        「すっげぇ……シーツもグショグショ」

        「ゆ……う……」

        　優の指が揉みほぐすように、何度も何度も縁を撫でていく。翔は我慢できずに、腰を上げると、左右に揺すった。

        　優は笑うと、そっと指を中に挿入してくる。そして、グリグリと一点を刺激してきた。

        「ひぁ……あぁ！」

        　更に翔の体を快楽が突き抜けた。再度ペニスは勃ち上がり、戦わな慄ないている。

        「もう駄目……入れて……」

        「俺のチンポ欲しいの？」

        「欲しい。入れて」

        「いいよ」

        　優が翔の膝の裏に手をかけると、持ち上げてぐっと開いた。

        　後孔に優の猛った雄が当てられ、ゆっくりと入ってくる。喉を仰け反らせ、その感触に総身を震わせた。

        「あ……いい……」

        「ここ、気持ちいいだろ。俺も好きなところ」

        　優に気持ちの良い場所を擦られ、翔は思わず射精をしてしまう。優は腹に散らばった精液を手に取ると、ペロリと舐めた。

        「ほら、いいだろ。いけよ。発情期のオメガはいくらでもいける。好きなだけいけ」

        「あぁ……！」

        　翔は襲いかかってくる、今まで感じたこともない快楽に嬌声を上げ、優の屹立を受けいれながらも、どこか空虚な感覚に陥っていく。

        　何度も絶頂を迎え、我を失うくらいに気持ちが良いのに、体が乾いていくように感じたのだ。与えられれば与えられるほど、もっと欲しくなる。オメガでは物足りないと体が泣いていた。

        　そんなことは、優にも分かっているはずだ。それなのにこの行為を続けるのに、何の意味があるのか。それでも、続けなければならないのか。

        　優は何度か翔の中で果てた。そして、優自身が勃たなくなると、陰具を使い、更に翔を追い詰める。

        　一晩中貪られ、抑制剤を与えられたのは、朝日が昇る頃だった。

        　

        ＊

        　

        　目が覚めると、もう十七時であった。優の姿はない。仕事に行ったのだろう。

        　ベッドから下りると、どろりと精液が流れていく。床を汚してしまうと思いながらも、早くシャワーを浴びたいと思って、浴室に急いだ。

        　体が怠い。薬を飲んだのは何時だろうか。そろそろ切れるのかもしれない。鏡を見ると、体には赤い痕が沢山残されている。記憶が曖昧だが、昨夜の痴態を思い出して死にたくなってきた。

        　優相手にあんな嬌態を晒して、何をしているのだ。発情期だとしてもあんな姿は見られたくなかった。

        　後悔を腹に抱えたままシャワーを浴び終えると、髪を乾かしながらキッチンに行く。

        「あ……」

        　下着が濡れたのが分かった。優の精液が取り切れていないのか、もしくは自身の体液か。

        　早く薬を飲まないとと思って部屋の中を探すが、どこにも薬はない。

        「なんで！」

        　また優が持って行ったのか、昨夜、あれほど貪ったのにまだ足りないのか。

        　しかし、それは己にも非がある。ずっと優を受け入れなかった。だから優は、こんな時でないと翔が受け入れないと思い、暴挙に出ているのだ。恋人をないがしろにしたツケが回ってきている。

        　熱は足下に下がっていく。ズクンと下半身が重くなり、椅子に座ってテーブルに突っ伏した。

        　その時、玄関のチャイムが鳴る。こんな時に出るわけにはいかずに無視をした。

        　しかし、しつこくチャイムは鳴り続ける。仕方なく翔は立ちあがると、玄関ドアまで歩いて行った。

        　ドアスコープを覗こうとした瞬間、ドアの隙間から匂いが漏れてくる。スコープを覗かなくとも、そこにいるのは誰かわかってしまった。

        「翔さん、そこにいるんですか？」

        「……」

        　直樹の声に、全身に痺れが走って行くようだった。翔はぎゅっと手を握ると、それには答えずにその場に固まった。

        「匂いが凄い……大丈夫ですか」

        「なんで来たんだ。ストーカーかよ」

        「スイマセン。怒られるって分かってたけど、あれからずっと心配で……」

        「俺とやれると思った？」

        　直樹は答えなかった。怒っているのだろうか。それでいい。怒って帰れば良い。

        　そんな思いとは裏腹に、手はドアノブにかけられる。開けては駄目だ。自分に言い聞かせる。

        　最奥から沸き起こる劣情は、湿った蛇が体中を這うように気持ちが悪く、そして艶めかしい。段々と搦め捕られ、自身の意思が消えそうになるのに、早く帰ってくれと願った。

        「違います。ただ、心配だっただけです。何もないならそれでいい。今日は帰りますけど、明日また来ます」

        　直樹はそう言ったのに、動く気配はない。直樹の匂いは消えずに、むしろ増していくようだった。

        　ガシャリ。鍵が開く音を、どこか遠くで聞いていた。手首が動き、ドアを開ける仕草も、自分の物ではないようだった。

        　次の瞬間、思いっきりドアが開かれた。顔を上げると、潤んだ目で直樹が見下ろしてきている。直樹は翔が何か言う間もなく、翔の体を押してきて、ドアを後ろ手で閉めた。

        「見に来ただけなら、なんで抑制剤飲まなかった」

        「飲みましたよ。一番強いやつ」

        　くそ、と直樹は呟くと、翔の体を乱暴に引き寄せ、唇を奪ってきた。

        　以前のような優しさから始まるキスではなく、それは初めから荒々しかった。差し入れられた舌は縦横無尽に口内を暴れ回り、息苦しさに頭がクラクラとしてくる。

        　舌で上顎を刺激されると、腰がゾクゾクと震え、膝に力が入らずに、直樹に体を預けた。舌を絡めれば、それを吸われ、刺激される。気持ちが良くて堪らない。

        　直樹の体にひしっとしがみつき、猛った雄を擦りつけていた。直樹の足が翔の足の間に割り入れられ、翔の股間を刺激する。

        　翔は堪らず全身をガクガクと震わせ、絶頂を迎えた。

        「キスだけでイッちゃいましたね」

        　耳元で囁かれる声さえも、翔には愛撫のようだった。小さく、あ、あっと声を漏らしながら、再度小さくイッてしまう。

        「もうや……なおき……」

        　直樹の胸に頭を擦りつけると、堪らない匂いがしてくる。くんくんと鼻先を押しつけ、うっとりとした顔で見上げると、匂いが弾けた。

        「くそ……何それ、我慢できねぇよ」

        　直樹は翔の体をドアに押しつけると、後ろからぐっと体を押しつけてきた。猛った直樹の雄が翔の背中に当たる。それに畏怖して目を瞑ると、瞼の裏には以前咥えた、直樹の肉塊の形、大きさ、色が浮かんできた。

        　口内には苦くて甘い精液の味が広がる。固く反り返り、口内を深く犯した直樹の雄は、思い出すだけで翔を恍惚とさせた。

        「や……だめ……」

        　翔が首を振るが、構わず直樹は翔のハーフパンツを下着ごと下ろした。

        「あ……んぅ」

        「もうこんなにグズグズなのに？」

        　直樹はしゃがむと、翔の双丘を割り開き、じっとそこを見てきた。恥ずかしくて死にそうなのに、後孔から流れてくる液体が更に足の間を濡らしていく。

        「翔さんのおしりの穴、綺麗だけどやらしいね。ひくひく言ってる」

        「見るな……やだ、なおき……」

        「でも、どんどんおつゆが溢れてきてるよ」

        　かわいい。直樹はそう呟くと、そこに舌を這わせてきた。

        「や……！　駄目……そんなの」

        　そんなところを直樹に舐めて貰うだなんて、頭がおかしくなりそうだ。それなのに尻を突き出し、その快楽を享受している。舌が差し入れられ、前を擦られ、堪らずドアに射精をした。

        　直樹は一心不乱にそこを貪ると、次には指を入れてくる。愛撫というよりも、己が割り入るために広げているような手つきだ。

        「初めてがこんなとこなんて……くそ……」

        　直樹が陰茎を取り出し、翔の尻に擦りつけてくる。堪らず、翔は尻を振った。

        「欲しい？」

        　翔はそれに頷いた。欲しくて欲しくて堪らない。駄目だという思いは既に消え、早く入れて欲しい、滅茶苦茶にこすって欲しいと思った。

        「いれてぇ……」

        　腰を突き出し、媚びるような声が出た瞬間、直樹の凶器が翔を貫いた。

        「ひっ……」

        　翔のねっとりと濡れた肉壁をこじ開け、杭が打ち込まれていく。体が二つに引き裂かれるようだった。

        「やぁ！　……無理……こんな大きいのむりぃ……」

        　すすり泣くと、直樹が翔のペニスを優しく撫でてくる。同時に耳を優しく愛撫され、体の力が抜けた。

        　ズッズッと更に肉塊が深く侵入してくる。あまりの圧迫感に喉を仰け反らせ首を振ったが、しかし翔の体を襲うのは、痛みではなかった。

        「痛い？」

        　それでも、その問いに翔は頷いた。

        　襲うのは痛みではない。恐怖だ。それが翔を犯す度に、翔の理性を一枚一枚剥がしていくと直感し、優のときには感じられなかった、果ての無い淫楽に落ちるであろう己に、恐怖した

        「それだけですか？　凄い濡れてる。ほら、何もしなくても入っていく」

        「や……」

        「翔さんが俺を誘い込んでる」

        　翔の陰茎から手を離した直樹は、翔の尻の肉を親指でぐいっと割り開いた。視線が這わされるのを感じる。その瞬間に内部が痙攣したのが己でも分かった。

        「ほら、もっと擦ってあげる。翔さんの良いところ、ここでしょ」

        「い……っ……あぁぁっ！」

        　太いカリの部分が、翔の内部を引っかけるようにゴリゴリと刺激した。

        「何これ……やぁ……もうイキたくないのに！　やぁ……イク、イク！」

        　また射精をした翔は、しかしそれでも収まらない欲求に、むせび泣いた。

        「ほら、痛いだけじゃない。気持ちいいね。ここがね、翔さんの前立腺です。おちんちん、触らなくてもイケたの、凄いです。次は、ドライでイキましょうね」

        　再度前立腺を太い亀頭で擦られる。カリが引っかかるのに背中をしならせると、直樹が翔に体重をかけてきたため、ドアと直樹の間に体を挟まれる形になってしまう。背中に直樹の体温を感じながら体を揺すられ、堪らずまた射精をしてしまった。

        　頭の中はもうぐしゃぐしゃに蕩けていた。いけばいくほど、体は敏感になり、快楽を貪るだけの肉となっていく。もう、翔には逆らうだけの理性は残っていなかった。

        「またイッたの？　そんなに気持ちいい？」

        「うん。いい。気持ち良い。直樹のおちんちん、気持ちいい……

        「翔さんの中も、最高に気持ちいい。俺も、頭が爆発しそうです」

        　直樹がゆっくりと動き始める。動きにくい体勢のためか緩慢な動きは、肉壁をゆるりと刺激してきて、直樹の形を翔に刻みつけていった。

        　前立腺を潰され、また射精をしてしまう。ベトベトに塗れた陰茎を直樹が擦ってきて、もう何が何だかわからない。涎と嬌声が口から漏れていった。

        「あっ、いい、あぁっ……！」

        「もっと奧、突いて上げる。腹の奥に、いっぱい俺のザーメン、注いで上げるね」

        　その言葉に、一瞬だけ意識が戻り、慌てて首を振る。

        「だめ……中はダメ」

        「うそ。今、凄いきゅうきゅうに締め付けてきてるよ」

        　直樹が翔の腰を後ろに引くと、ずんと剛直を深く差し入れられた。

        「ひぁっ……！　あぁ！」

        　ドアについていた手では、もう体を支えるのが無理だ。ずるずると体が崩れると、汚れるのも気にせずに玄関の床に頬をつけ、腰だけを高く上げた。

        「まだ、全然奥まで入ってないですよ」

        「もう十分……お尻、気持ちいい、気持ちいいから……」

        「みたいですね。凄い吸い付いてくる……そんなに締め付けないで」

        　自由に動けるようになった直樹が、遠慮無く腰をふってくる。濡れた接合の音が響いた。

        「聞こえます？　翔さんのお尻の音。グジュグジュ言ってるよ。そんなに俺のがおいしい？」

        「や……いうな……」

        「ほんとにエロい。あぁ、俺のが翔さんの穴に出入りしてる……もう俺、ダメです。見てるだけでイケる。もうイキますよ」

        「だめ……出さないで……だめ」

        「出る、イク！」

        「あぁっ！」

        　一段と大きくなった陰茎に貫かれ、翔はもう何度目かも分からぬ絶頂を迎える。それにつられるように、直樹も白濁を放出した。

        　ずるりと陰茎を抜かれると、翔はその場に倒れ込んだ。直樹は後ろから翔のうなじにキスをしてくると、翔の体を抱きかかえ、寝室のドアを開けた。

        　翔の体をベッドに下ろすと、何度もキスをしてくる。アルファとセックスをしたというのに、翔の体はまだ足りないと啼いていた。潤んだ目で直樹を見上げると、直樹が嬉しそうに笑う。

        「まだ苦しい？　ごめんね。俺が発情してないから」

        　オメガの発情は、アルファとの性交でいったんは収まる。そのとき、アルファのフェロモンが強ければ強いほど、より発情は収まり、収まる時間も、フェロモンの強さに比例するのだ。

        　一番いいのはオメガの発情にあてられ、同じように発情したアルファとの性交だろう。しかし、直樹は抑制剤を飲んでいるので、発情にまでは至っていない。そのため、翔の体はまだ直樹を欲しがっているのだろう。

        「下に車待たせてるんだ。行きましょうか」

        「何言って……」

        　言わせまいというように、直樹の唇が翔の唇を塞ぐ。今度は優しいキスだ。ねっとりと、柔らかく食はまれ、そしてだんだんと深くなっていくキスに、翔の体はいとも容易く陥落した。

        　直樹は翔の体をシーツでくるむと、抱え込んで家を出て行く。直樹の言うとおり、外には一台の黒い車が路上駐車していた。

        　車に乗り込むと、直樹は腿に翔を置き、どこかに電話をかける。

        「これから連れて行くから……うん。同居人が帰って来るのは早くて夜中の十二時かな。それまでに翔さんの財布とか、保険証とかの貴重品、至急取りにきて。着替えはこっちで全部用意するからいらないよ」

        　何を言っているのだと直樹の顔を見上げるが、直樹は平然と笑った。

        「もっと、ちゃんとした場所で番になりましょう」

        　直樹がシーツの隙間から手を差し入れてきて、胸元を撫でてくる。突起を触られると、直接触られていないのに、後ろがじんと熱くなり、少しだけ収まった体に再度熱が灯っていく。思わず翔は直樹の首に両手でしがみついた。

        「もっと、沢山愛し合いましょうね。いっぱい気持ち良くしてあげる。オメガにはこんなセックス、無理ですよね。でしょ？」

        「そんなこと……だめだ。俺は行けない」

        「こんなに抱きついてきて、そんなこと言うの？　ほんと、翔さんはかわいい。翔さんを満足させて上げられるのは、俺だけです。イキまくりましょうよ。最後はさ、俺も滅茶苦茶に発情して、二人とも頭ぶっ飛んでさ、壊れるくらいやりまくるんだよ」

        　その言葉に、意思とは裏腹に、翔の目はとろんと惚けた。直樹が発情するなど、考えただけでイッてしまいそうだった。家に戻らないといけないと思っても、体はまるで言う事を聞かなかった。

        「それで、ここ、深く噛んで上げる。俺達は番になるんです。一生離れられない番に……ね」

        　直樹の長い指がうなじに触れてくる。まるで催眠術にかけられたように、翔の意識は混濁とし、目を瞑って直樹に体を預けた。

        「着きましたよ」

        　翔はかけられた言葉に目を開けると、視線を辺りに這わせた。着いたのは大きな邸宅だ。しかし、翔にはそれをじっくりと見る余裕もない。後から後から熱が発生していき、翔の全身を侵していた。

        　今すぐにでもシーツを剥がして、直樹に尻を突き出したかったが、微かに残る理性が、かろうじてそれを押しとどめているだけだ。

        　家の中に入ると、大きな玄関で女中がお辞儀をしており、二人を見ると心配そうに声をかけてきた。

        「直樹様、重くはありませんか。誰か呼びましょう」

        「いや、いいよ。俺の番だ。誰にも触らせたくない」

        　何とも言えない声音だった。それは優しい声とも、獲物を前にした獣の声のようだとも言えた。翔の体は、それに、更に疼き、濡れた。

        　翔が重いのか、直樹は翔の体を肩に担ぐように正面に抱え直した。

        「あぁ、シーツ、グショグショだ。ごめんね。もう少しだから」

        　シーツが手に当たったのだろう。直樹は嬉しそうに呟いた。

        　連れて行かれた部屋は、広く、綺麗だった。大きなベッドが置かれている。

        「ここは……？」

        「うちはね、母親がオメガなんです。父は母を心から愛して大事にしている。父にとっては、オメガとの繋がりは何よりも強いみたいだ。だから我が家は、翔さんの家と違ってオメガ至上主義なんです」

        　直樹は翔をベッドに置くと、服をゆっくりと脱いでいく。翔はそれをうっとりと見つめた。

        「俺がオメガを番にしたいと言ったら、喜んでこの部屋を作ってくれました。一番外れにある、防音の部屋です。セックスするための部屋ですよ。考えたらえげつないですよね」

        　直樹は下着一枚になるとベッドに腰かけ、シーツの隙間から、胸をすっと撫でてくる。脇から胸の下まで何度も撫でられ、体がビクビクと震えた。口からは小さな喘ぎ声が漏れていく。

        「ん……あっ……あ……」

        「ここ撫でられると堪らない？」

        　無言のままコクリと頷くと、翔の手が下肢に伸ばされる。

        「凄い濡れてますもんね」

        　シーツを押し上げている陰茎は、先走りでグショグショになり、シーツに染みを広げた。直樹はその染みをそっと撫でると、指先を舐める。チラリと覗く赤い舌が、翔を煽り、思わず翔は腰を揺らめかせた。

        　触って欲しいと思ったが、しかし直樹は、翔の体に巻き付くシーツを剥がしてくれることもなく、いたずらに胸の突起をいたぶっていた。

        　触ってくれない直樹が恨めしい。焦らされた上にもっと追い詰められ、我慢できずにシーツの中でそこに手を伸ばしたが、直樹にシーツの上から手を掴まれ、それを拒まれた。

        「そういえばずっと勃たなかったんですよね。どうですか。ちんこの感覚。久しぶりすぎて、頭が飛びそう？」

        　ガクガクと頷くと、直樹は翔を隣に座らせて、布の上から翔自身を撫でてきた。

        「あ……ン」

        「ほら、言ってください。俺のが気持ち良いって。翔さんの口から、やらしい言葉沢山聞かせて」

        「そんな……むり……」

        　直樹は翔の体からシーツをむしり取ると、裸になった翔の両足をぐいっと広げ、唇を下としてくる。

        　舐めて貰えると期待で体が震えた。しかし、直樹は寸前の所で止めると、触れるか触れないかの距離で、ふっと息をかけてくる。

        「あ……」

        　舌の先端を陰茎の鈴口に当ててきたが、それは微かに触れてくるだけで、更に翔を追い詰めただけだった。

        　思わず腰を上げて、直樹の顔に陰茎を押し当てた。しかし直樹は、そこには触れずに、翔の陰嚢と会陰に舌を這わせ、舌先でつんと突いてくるだけだ。

        「なんで……」

        　涙目で訴えると、直樹が顔を上げて、じっと見つめてくる。

        「翔さんは頭良いから、俺が求めてること分かるでしょ」

        　翔はもう耐えきれず、己でペニスをかいた。今度は止められなかった。体中の血液がそこに集中しているようだ。気持ちが良い。ぐじゅぐじゅになった陰茎を夢中で擦った。

        「ひっ……！」

        　しかし、あと少しでイケそうだというときに、直樹が翔のペニスの根元を手で締め付けてきた。鋭い痛みが翔を襲う。

        「離せ！」

        「だーめ。イカせてあげない」

        「や……」

        　苦しい。爆発しそうな中心が、出口を求めて啼いている。翔は首を振ると、イキたい一心で、叫ぶように言葉を吐き出した。

        「おちんぽ気持ちいい……気持ちいいから！」

        「そんなやらしい言葉言っちゃうんだ。淫乱だね。誰に教わったのか考えると、むかつくね」

        　直樹が更にペニスを締め付けてくる。

        「いッ……！　やっ！」

        「もっと色々知ってますよね。もっと想像力働かせて。もっとやらしいこと、いっぱい言ってよ」

        「そんなの、わからな……」

        「感じてること、思ってることを言えばいいんです。素直になって」

        　翔は何を言えばいいのか分からなかったが、今欲しいものを口にすればいいと思い、トロンと惚けた顔で直樹の顔を見た。

        「おちんちん、気持ち良い。俺のやらしいおちんちん、白いの出したいって言ってる」

        「うん。それで？　欲しいのはそこだけ？」

        「おしり……おしりも直樹のおちんちん欲しいって言ってる。ねぇ、いれて……ほしいよぉ」

        　直樹が口元を上げて笑うと、翔のペニスを握る力を弱め、そっと握ってきた。

        「あぁ、すげぇ興奮する。綺麗で、汚けがれをしらない翔さんの口からそんな言葉聞くだけでイキそう……」

        　直樹が妖しく笑う。それに、ゾクゾクとした。

        「でも、綺麗な翔さんはもういなくなるんです。すぐにいっぱい汚してあげる。自分からいっぱいやらしいこと言っちゃうくらいに、俺が汚すからね」

        　翔の知っている直樹とはまるで違う。アルファの本能が剥き出しになっているのか。他の人間にそんなことを言われたら、軽蔑をし、唾棄したであろう。しかし、直樹の口から出された言葉に、翔のペニスは更に膨れ上がり、淫穴がひくひくと痙攣した。

        　直樹は翔を汚すと言ったが、その一方で、翔も直樹を汚しているのだ。真っ直ぐで優しい男をここまで堕としたのは自分だ。それに気がつき、背中をゾクリと震えが走って行く。それは明らかに愉悦であった。

        「翔さんのここ、凄くかわいい。舐めて、沢山可愛がりたい。後悔してるんですよ。さっき、興奮しすぎてちゃんとできなかった。入れるだけなんて、ムードなさ過ぎですよね」

        　直樹が翔のペニスを口に含んだ。

        「あぁ……」

        　ため息のような声が翔の口から漏れる。大きな口に包まれ、快楽と、安堵が同時に襲った。

        　優とセックスするときの罪悪感とは違う。直樹とセックスしてはいけないと思ってはいても、実際にこの手に触られれば、これが正しい行為なのだと、自分達はこうなるべきなのだと、そんな気がしてくる。

        　それは、翔がこの男に抱くのが、肉欲だけではないからなのか。オメガとしての本能だけではなく、心が男を求めているからか。それとも単に、肉体に心が支配されているだけだからか。

        「もうだめ……イク、出ちゃう」

        　翔が頭を振るが、直樹は強く吸い込み、翔の白濁を口で受け止めてくれた。

        「あ……ごめん。どうしよ……」

        　直樹は翔の精液を飲み込むと、萎えてしまった翔のペニスを再度口に咥え、残りの精液を絞り出してくれる。

        「早かったね。気持ち良かったですか？」

        　恥ずかしいと思いながらも、翔は真っ赤な顔でコクリと頷いた。

        「かわいい。オナニーもずっとしてないんですよね。翔さんの何もかもが、もうどうしょうもないくらいに、俺を煽るよ」

        　直樹は、濡れた目で翔を見てくる。翔は直樹の頬に手を当てると、唇をそっと親指で撫でた。

        「信じられない……直樹が、この口が、俺のを舐めたの？」

        「何言ってるんですか。俺の方が信じられないですよ」

        　唇を貪られる。離れては、チュッチュ、と音を立て再度貪った。直樹の指が耳の後ろを辿っていく。耳たぶを指先で愛撫され、腰が浮いてしまうが止められない。もう片方の手で乳首をそっと触れられ、ビリビリと痺れが走って行った。

        「は……ん」

        　直樹の唇が離れると、首筋を辿り、腹まで下りていった。舌で舐められる度に、キュンと後ろに響く。知らず足を広げると、直樹の指が後孔の入り口を触れてきた。長い指が縁を刺激してきて、期待で体が強ばる。

        「オメガのここ、凄いよね。興奮すると、ざらざらしてくるんだ。排泄器官じゃ無くて、男を受け入れる性器になる」

        「や……そんなのしらな……いっ……ん」

        「知らないの？　さすがにそこまでは、家族は教えてくれませんでした？」

        　直樹に膝の裏を持たれると、頭まで持って行かれ、体を折り曲げられる。尻を天井に突きつけるような体勢になり、全てが直樹の目前に晒された。

        「これならよく見える。翔さんの恥ずかしいところ、丸見えだね」

        「はずかし……やだ……やだ……」

        　首をぶんぶんと振るが、直樹は手を離さずに、そこに舌を這わせてくる。

        「でも、さっきよりも興奮してますよね、凄い濡れてる」

        「ちが……やだ」

        　直樹は翔の体が崩れないように体で翔の腰を支えると、両手でぐいっと双丘を割り開いた。

        「真っ赤になってますよ。中、よく見えるね。やらし……」

        「見るな……」

        　じっと見られるだけで、体がじんと疼いていく。見られるだけでこんなに感じる己の体を恨みながら、無意識にアナルをヒクつかせた。

        「甘い匂いが凄い。たまらない」

        　直樹は顔を尻に埋めるようにして、後孔を舐めてくる。舌が表面をペチャペチャ舐めたかと思うと、今度は中に侵入してきた。

        　翔からも、その痴態が見える。赤い舌が見える度に羞恥と快楽に体がわななき、媚肉が悦びグシャリと濡れてくるのを感じた。

        「だめ……イク……」

        　体が痺れ、射精をせずに絶頂を迎える。それは小さな波であったが、深い快楽のトリガーであると翔にはわかっていた。

        　舌が離れると、今度は中指が媚肉をかきわけ挿入される。指を曲げられ、前立腺を刺激された。指の腹で押され擦られると、翔の肉壁がキュッと窄み、ダラリと愛液が漏れていく。

        「あぁ、ほら、俺が欲しいんですね。こんなに濡れて、ざらざらしてる」

        「あぁ……ん……あ……」

        「すごいエロい。どんどん濡れて、溢れてきてますよ。中も興奮して小さな突起がいっぱい勃ってるね。気持ちよさそうだ。今すぐいれたい」

        「じゃあ、もういれて……だめ、恥ずかしくてたえられな……」

        「だーめ。もっといっぱい体が気持ち良くなってからいれましょうよ。あ、想像しました？　すごいキュウキュウに締めつけてきた。やらしいな」

        　直樹は開いている手で後孔を開くと、うっとりとした目でじっと見つめてくる。指は二本に増やされ、ずっずっと抜き差しをされた。

        「見ないで……って……いや……」

        　翔からも、指が動く様子が見えた。溢れ出た愛液は、陰茎から先端まで伝わり落ち、翔の顔に落ちてくる。それに気がついた直樹が、指を挿入したまま、翔の陰茎を握ってきた。

        「駄目……一緒に……だめぇ！」

        「うそ、最高に気持ちいいでしょ。俺の手懸命に咥えてる。自分のやらしい液で顔濡らして、すごい淫乱だ。体は正直ですね」

        　直樹の二本の指が、前立腺を挟み込んでグリグリと刺激してきた。陰茎は直樹の巧みな手の動きで嬲られている、快楽の波が次々に襲ってきて、もう我慢はできず、翔はうめき声のような声を上げた。

        「あぁ……ん……だめ、イク、だめぇ……はなして……あぁぁぁ！」

        　腰がじんと重くなり痺れていく。下半身は濡れそぼり、グジュグジュという音が更に大きくなった。

        　翔は我慢できずに、射精をした。それと同時に、後孔でも絶頂を迎え、己の顔に白濁がかかるのも気にせず、快楽の波に体を痙攣させる。

        　直樹は翔の尻をゆっくりとベッドに下ろすと、今度は翔の体をうつ伏せにし、尻を持ち上げて後孔に己の怒張を押しつけてきた。

        「いれるよ」

        「だめ、今いってる……ひぃ……っ」

        　首をぶんぶんと振るが、直樹は構わずその怒張で翔の媚孔を押し広げ、一気に翔を貫いた。

        「あぁ！」

        　絶頂を迎えているそこを貫かれ、さらなる絶頂を迎えた。もう何が何だか分からない。それなのに、直樹は肉塊でゴリゴリと翔を追い立てていった。

        「だめ……おかしくなる。だめぇ！」

        「すごい……最高です。翔さんの中、最高に気持ちいい……いいよ、ほら、沢山いきなよ」

        　理性が弾け飛んでいく。腰が砕けるのではないかと思った。そんなことを言われなくても、もうずっとイキッぱなしだ。総身はガクガクと痙攣し、直樹が腰を引く度に亀頭が肉壁を刺激して、甘いと言うには足りないほどの快楽に頭を冒されていく。

        「凄い。ドライでイキまくってるね」

        「あぁっ、ひ……ん、んぅ」

        「顔、凄いよ。ドロドロだ。かわいい……」

        　突き上げが激しくなり、もう体は限界だ。顎をつかまれ横を向かせられると、唇を奪われる。翔は夢中で直樹の舌を追った。

        　直樹の唇も舌も気持ちが良い。それは下半身の快楽とは別の悦楽であり、甘く優しかった。しかし、だからこそ、直樹の楔は翔を追い詰めていく。

        「いや、乳首、触らないで……ひぃ」

        　胸の突起をいじられ、むせび啼く。そこをいじられると、更に後孔の刺激が増幅した。

        「ここも、いじるよ」

        　耳元で囁かれると、鼓膜がゾクリと震えた。今度は陰茎に触れられ、翔は狂ったように頭を振る。

        「むり、そこむりぃ！」

        　亀頭を掌でグリグリとされ、単純な快楽ではない、痛みに似た苦しみが襲ってくる。直樹の手首を掴むが、直樹は手をとめることなく、そこを刺激し続けた。

        「や……はなして……おかしい……なんか来る！　ひぃぃ！」

        　強烈な波にあらがうように体をぎゅっと硬くして直樹の背中にすがりついた。しかし、直樹はやめてはくれない。そして翔の先端からは、透明の液体がプシュと噴き出した。

        「や……あぁぁぁ！　だめ、だめぇ！」

        　もう、体がバラバラになりそうだというのに、その瞬間、直樹がぐっと陰茎を奥まで突き上げてきた。何かがこじ開けられたと思うと、凄まじい快楽の波が襲ってくる。翔は頭を真っ白にして、淫らに叫んだ。

        「ああぁ！　イク、イク、ひぃっ！」

        　直樹の陰茎を締め付けながら、一番深い快楽に落ちていく。

        「一番奥に入ったね。出すよ」

        「だめ……だめ」

        　翔は譫うわ言ごとのように繰り返す。

        「種付けして上げる。俺の子、孕んでよ、ねぇ」

        　直樹が耳元で囁くのに、その声にまで感じてしまい、逆らう事はできない。だめと言いながらも、腰を直樹に擦り付けていた。

        「ほら、イクよ、孕め」

        　腹の奥で直樹が射精した。そして、翔の体に覆い被さってくると、うなじに噛みついてくる。痛みを感じたが、それ以上に感じるのは、更に深い快楽だ。もう戻れない。

        　翔は全身が生まれ変わるような感覚に身を委ねながら、意識を失った。

        　

        ＊

        　

        　翔は目覚めると、白い天井をぼうっと見た。発情がいったん収まったため、夜はぐっすりと眠ることができた。頭は幾分かすっきりとしている。段々と頭が覚醒していくのと同時に、昨日の事を思い出して、羞恥と後悔とが襲ってきた。

        　アルファのフェロモンとは、ここまでオメガを操ることができるのか。オメガとは皆が言うように、やはりアルファに従うだけの性なのかと思うと、悔しくて泣きたくなってくる。

        「おはようございます」

        　部屋に置かれたソファに深く腰掛け本を読んでいたらしい直樹が、翔が起きたのに気がついてベッドに歩いてきた。

        「体調は？」

        「うん。昨日よりはいい」

        「良かった」

        　にっこりと直樹が笑う。それに、思わず翔も笑った。昨夜のことは思い出したくないが、それでも、直樹の笑顔は嬉しかった。

        　直樹が翔の後ろを覗き込んできた。なんだと思ったが、すぐにうなじの傷を見ているのだと気がつく。直樹はそこにキスをすると、さらに上機嫌に笑った。それに、翔は苦笑する。

        　番になるなら直樹がいい。翔は、番になったことだけは後悔していない。これで、他の誰かを誘ってしまうことも、誰かの番になることもなくなるのだ。

        　いやでも発情期は来るのだから、不特定多数に発情するよりは、一人に発情する方がまだいい。薬で抑えるのは同じだろうが、危険はぐっと減るだろう。

        「痛いですか？　薬、持ってきましょうか」

        　心配そうな顔で聞いてくるのに、首を振った。

        「ヒリヒリするけど、大丈夫」

        　それにしても大きな部屋だと思った。キングサイズのベッドに、三人がけのソファ。それ以外にも、テレビやダイニングテーブルもある。小さなキッチンもあり、優と翔の家くらいの大きさがあるのではないかと思った。

        「広い部屋」

        　翔が呟くと、直樹がベッドに座り翔の手を握ってきて、額にキスをしてくる。

        「発情期の間は、誰にも会いたくないし、外にも出たくないでしょ。だから、一通り揃っているんです」

        「ふーん」

        「ご飯、食べましょうか。今、持ってきて貰います」

        「いや、いいよ。俺、帰るから」

        　翔は、直樹の手を振り払うと、ベッドから下りて立ちあがった。

        　つーっと精液が後ろから漏れてくる。昨日は優の精液で、今日は直樹の精液だ。自分は誰とでも寝るビッチだと、内心で己を嘲笑った。

        「シャワーどこ？」

        　直樹に聞くと、直樹は明らかに怒っている顔をしていた。

        「帰るってなんで？　帰すわけないじゃないですか」

        　予想通りの答えだ。直樹の立場ならそう答えるだろうと思い、口の端を上げて笑った。

        「優が待ってるからに決まってる」

        　直樹の顔が歪んだ。しかし、翔はおかまいなしに、壁際にある扉に歩いて行く。恐らく、シャワーはそこにあるだろう。

        「翔さん！」

        　直樹が翔の手首を掴む。翔は振り返ると、直樹の顔を見上げた。

        「なに？」

        　直樹はかっとした顔をすると、翔の手を強くつかんできて、声を荒らげた。

        「優、優、優って！　あいつは翔さんを騙してた。普通じゃ考えられないような手でだ！　なんであいつの所に帰るんだ！」

        　直樹の言葉はもっともだ。普通はそう思うだろう。しかし、自分達には、他人には見えない絆があるのだ。そしてそれは、直樹には絶対に理解できないだろう。

        「でも、俺は優と一緒にいたいんだって言っただろ。ずっと一緒だったんだ。もう、家族みたいなもんなんだよ。いや、実際に俺達兄弟なんだけどな。恋人同士の愛情とは違うかも知れないけど、情がある。深い情だ」

        「違う。依存し合ってるだけだ」

        　直樹が忌ま忌ましげに口にする。依存と言う言葉に、あぁそうかと、翔はどこかで納得する。自分達を表すのにピッタリな言葉だ。先ほど直樹には理解できないと思ったが、もしかすると、直樹の方がよほど二人の関係が見えているのかもしれない。

        「そうかもな。でもそれのどこが悪い。優は、俺がいないと一人になる。それは、俺が嫌なんだ」

        　翔の手首をつかむ直樹の力が、更に強くなる。痛いと小さな声で言うと、直樹ははっとした顔をして、ようやく翔の手を離した。

        「ダメです。嘘つきで、卑怯で、何をするかわからない人だ」

        「俺が信じさせてあげなかったからだ。俺が悪い」

        　ずっと一緒にいたのに、本当の優を知らなかった。優はずっと本性を隠していたのだ。正直、裏切られたような気持ちだ。しかし、優はぬくぬくと育ってきた翔と違い、父親がおらず苦労してきた。それに加え、翔のために子どもを作れない体を選択したのだ。それだけで、優のそばにいる理由としては十分だ。優がどんな人間だとしても、翔を一番必要としてくれているという事実は変わらない。

        「それに、直樹だって一緒だろ」

        　翔が言うと、直樹は一瞬だけ傷ついた顔をしたが、すぐに真剣な表情になった。

        「違う。俺は、いつでも翔さんには誠実に接してきた。一緒にするな」

        「誠実？　これが？」

        　翔が手を広げて言う。この部屋が誠実である証拠なのか。無理矢理奪うのが誠実なのか。

        「確かに、俺は翔さんの意思を無視した。でも、それはピルのことを知ったからだ。それに、どうしても翔さんが嫌だって言うなら、強硬手段に出るつもりはなかった」

        「俺の意見を無視したのはその時だけ？　今はどうだ。たった今、俺の意思を無視してここに閉じ込めようとしている」

        「えぇ、その時だけです。一度だけだ。なのになぜ許されない。あいつは許されて、俺は許されないんですか。あいつは、翔さんを手に入れるためになりふり構わなかった。俺も一緒だ。でも、翔さんは俺だけ責める。なぜですか」

        　翔は言葉に詰まる。優が許せるのは、ずっと一緒にいたからだ。なぜ、直樹は許せないのか。

        　それは翔の勝手な思い込みがある。直樹は理想のアルファでいて欲しいという、勝手な思いだ。

        「答えになっていない。今はどうなんだ」

        「今？　これが無理矢理？　違いますよ。翔さん、確実に妊娠していますよね。翔さんの腹に、俺の子どもがいる。自分の子どもを危険にさらす訳にはいかないから、帰すわけにはいかない」

        「なんだよそれ。俺が、子どもを殺すかもって？」

        「わかりません。ここから出て、すぐに緊急避妊薬を飲むかも知れない。堕ろすかも知れない」

        「そんなこと！」

        「それだけじゃありませんよ。あいつが子どもに何もしない保証があるって？」

        　翔は首を振った。

        「優は、そんな人間じゃ……」

        「信じられるわけないだろ！」

        　直樹が怒声を上げる。初めて聞く直樹の怒鳴り声に、翔は体をビクリと揺らして、視線をそらせた。

        「俺は自分の子どもと、番を守る義務がある。権利もある。それは、翔さんにも侵せない」

        「だけど俺はこんなの望んでいない。子どもだって！」

        「望んでない？　違う。これは翔さんが選択したことだ。あの時、翔さんは自分の意思でドアを開けた。俺が開けさせたわけじゃない」

        　直樹の鋭い目が、翔を射貫いてくる。それに、体が、心が縮んでいく。

        「あれは、発情して仕方なく……」

        「オメガだから仕方ない？　それを含めて、翔さんでしょ。それを言ったら、全てのオメガが自己責任を放棄することになる。翔さんは、そういう人じゃないですよね」

        　翔はぶんぶんと頭を振ると、直樹を睨み付けた。

        「お前と話していると混乱する。いいように言いくるめられている気がする。お前はこの間、俺はオメガで、アルファに守られるべきだと言った。それは、オメガには、意思がないって言ってるのと同じだろ。それなのに今はそんなことを言うのか」

        　直樹はじっと翔の顔を見た後、大きくため息をついた。

        「いえ、意思がないなんて思っていない。少なくとも、俺は翔さんがそう言う人じゃないって思ったから好きになったし、番になったんだ」

        「どうでもいい。帰る」

        　このままここにいたら駄目だ。直樹の深い欲望に搦め捕られる。そして、二度と這い上がれないだろうことはわかっていた。

        「帰しません」

        　直樹が翔の体を抱きしめてくる。ぶわっと香った匂いが、翔に牙を立て襲いかかってきた。

        「あ……」

        　体から力が抜けていく。体の内部が濡れて戦慄わなないた。

        「なんで……」

        「俺ね、一度も発情してないよ。薬飲んで我慢してるから。かなり強い薬ですからね。そうすれば翔さんの発情は、完全には治まらないでしょ」

        「な……やだ……」

        「ずっと発情してればいいよ。俺がいくらでも相手にするから、ね」

        　あぁ、もう逃げられない。翔は目の前が真っ暗になった。

        「何でオメガなんているんだ。アルファにいいように操られて、アルファのためだけに存在する、ただの家畜だ」

        「違うよ」

        　直樹が翔の頭を撫でる。優しい翔の手は、酷く久しぶりに感じた。

        　その手が眉間におり、頬に下りてくる。翔の顔を覆ってしまうその大きな手に、逆らえるはずなどなかった。

        「アルファ遺伝子はさ、オメガが突然変異して生まれたんだ。オメガは、アルファの母だ」

        「進化したなら、俺達よりも優れているってことだ」

        「違うよ。オメガは、アルファを手に入れるために、発情期って言う進化を手に入れた。アルファはいつでも、オメガに誘惑されて、翻弄されるしかない。俺も、翔さんからもう逃げられない。搦め捕られたのは、俺の方です」

        　直樹の手が背中をそっと辿って下りていき、臀部に触れてくる。割れ目を割って蕾に触れてきた指は、翔の情慾を高めていった。

        「ん……」

        「あぁ、もうこんなにヌルヌルで、ざらざらしてる。俺が欲しいんですね。俺も、翔さんが欲しい。翔さんの中、最高ですよ。本当に気持ち良くて、誰にも知られたくない。翻弄されて、奴隷になっているのは俺の方だ」

        「いや……無理……ん、ふ……」

        　じわじわと疼きが広がっていく。指で嬲られただけで、軽く絶頂を迎えてしまった。気持ちがいいが、それではとても足りない。膝の力が抜けその場に崩れ落ちると、直樹が翔の体を抱え、ベッドに翔の体をそっと置いた

        「やばい。昨日あんなに出したのに、こんなにギンギンです。俺達って、本当底なしですよね。アルファもオメガも、揃ってセックスが大好きで……」

        　直樹が服を脱いでいく。鍛えられた胸筋、綺麗に形づけられた腹筋、そして腹まで勃起したペニスが艶めかしく、翔は思わず手を伸ばした。

        「でも、一途だ。お互いしか欲しくない」

        　そのうち、壊れるかもしれませんね、と言って笑った直樹が、翔の手を取って、手の甲にキスをしてきた。

        　うん。俺、直樹が欲しい。直樹しか欲しくない。翔はそう言いたかったが、一人家で待つ優のことを思うと、とても口に出すことはできなかった。

        　昨夜の続きが始まる。いや、ここはずっと夜なのだ。

        　この夜は深く、暗く、そして欲望に濡れている。一体自分は、この夜が明けることを望んでいるのかいないのか、翔自身にも分からなかった。

        


    

    
        　　　八．決意

        　

         

        　優は鳴り響く目覚まし時計を止めると、二日酔いで割れるように痛む頭に悪態をついた。

        「いてぇな、くそ」

        　しばらく布団の中でゴロゴロしていたが、ようやくベッドから下りると、シャワーを浴びに行く。ずっと掃除をしていなかったので、カビが生えているが、まったく気にはならなかった。

        　寝室に戻ると、脱ぎ捨てられ山になった服をかき分ける。その中から洗濯がされている服を探すが、一枚もない。

        　洗濯機、どれくらい回していなかったっけと思いながら、服の匂いを嗅ぎ、マシな物を手に取った。

        　洗濯するのは面倒だと、適当に服を数枚掴むと、大きな袋に入れた。出勤時にクリーニングに出せばいい。

        　キッチンの流しにはカップラーメンや、惣菜の容器が溢れている。最近は、すっかり春めいてきて、気温が上がってきているので、いい加減捨てないと拙いな、と思った。

        　翔が帰ってこなくなってから八ヶ月ほど経つが、何もする気が起きなかった。仕事にも行きたくはなかったが、翔がいつか帰って来るかもしれないと思うと、辞める事はできない。金は翔が帰ってきたときに一緒に暮らすために必要なものだからだ。

        　翔がいなくなったことにはすぐに気がついた。帰宅した家の中に発情しているはずの翔はおらず、家の中の雰囲気にどこか違和感を覚えたのだ。誰かが、慎重に家捜ししたことはわかった。微妙に物の位置が違っており、引き出しの中を見ると、翔の通帳など、貴重品がなくなっていた。

        　勿論、どこに連れて行かれたかもわかっていた。優はすぐに直樹のマンションに向かったが、直樹はそこにはいない。何とか割り出した直樹の実家に向かったのは、翔がいなくなってから一週間後だった。

        　大きな家だった。翔の家もここまで大きくは無かった。こんな家に住んでいるアルファなど死ねばいいと思いながら、インターホンを鳴らす。優が名前を名乗ると、門前払いをされると思ったが直樹が屋敷から出てきた。

        　敵意溢れる目を向けてくる直樹に、優も負けじと顔を睨み付ける。直樹は、優をゴミでも見るような目で見てくると、低い声で吐き捨てるように言った。

        「翔さんは、俺の番です。それに、俺の子どもを妊娠しています。お帰りください」

        「それ、翔の意思か？」

        「そうです。翔さんには、あなたがピルを盛っていたことも話しました。もう、翔さんは帰りません」

        　優は直樹の言葉に顔色を変えることはしなかったが、しかし、背中に汗がつっと流れるのは感じた。

        　ばれてしまった。翔に、ばれてしまったのだ。

        　ショックだった。いつかこの日が来るかもしれないと思っていたが、いざとなると、ショックでクラクラとする。しかし、そんな姿を直樹に見せたくなくて、ぐっと膝に力を入れた。

        「もう、翔さんを傷つけるのは許さない。翔さんは俺が守る。あなたみたいな卑しくて、根性が曲がっているオメガに、翔さんを二度と触れさせたくないんですよ」

        　オメガには、オメガを守れない。発情だって沈められないですよね。直樹はそう言うと、屋敷の中に戻っていったのだ。

        　そんなこと言われなくてもわかっている。優には全て分かっていた。そして、自分はこの大きな屋敷に住む、強大なアルファに何もできないこともわかっていた。

        　自分が消えていくように感じた。もう自分などいないと思っていたが、それでも、わずかに残っていた青葉優が、ゆっくりと消えていく。緩ゆるやかに死んでいくようだと思いながら、優は直樹の家を後にしたのだった。

        「くそ、ほんとに頭いてぇな」

        　優が向かい酒を飲むために缶酎ハイのプルタブを開けると、インターホンが鳴る。しかし、訊ねてくる人がいるはずもなく、優はそれを無視した。

        　インターホンが三度鳴った後、ドアが叩かれる。頭を抑えながら、その音を苛々しながら聞いていた。

        「しつけぇな。こっちは二日酔いなんだよ、殺してやろうか」

        　優が悪態をつくと、ドアの向こうからは呼び声が聞こえてきた。

        「おい、いるんだろ！　翔さん来てるのか！　開けろ！」

        　その声に優は顔を上げる。一番聞きたくない声だ。しかし、言っている内容が不遜であり、優は缶酎ハイをテーブルに置くと、玄関に向かった。

        「何の用だよ。近所迷惑だから帰れ」

        「開けろ！　翔さんいるんだろ。まだ出産後間もない。動かすのは体に悪い」

        　そう言うことかと思って、優はドアを開けた。

        　そこにはしかめっ面で直樹が立っている。怒っていると言うよりも、焦っている顔だ。

        「それ、どういうことだ……って、おい！　靴脱げ！」

        　直樹は優の体を押しのけると、土足で家の中に入っていく。そして部屋の中に入り、中を見回すと、クローゼットの扉を開けて中を見た。その後、浴室、トイレと全てのドアを開け、誰もいないと確認したのか、優の二の腕を掴んできた。

        「翔さんが消えた。ここに来ただろ。出産でだいぶ体力を消耗してるし、生まれたばかりの赤ん坊が外に出るのは危険だ。翔さんが大事なら、どこに行ったか教えろ」

        「は？　何やってんだよ、お前！　翔になにかしたのか！　なんで翔が！」

        　直樹の手を振り払い、直樹の胸ぐらを掴んだ。出産をしたのか、と思ったが、そんなことよりも、翔が逃げ出すようなことをしたのかと怒りが湧いてくる。

        「殴ったのか？　傷つけた？　なんで翔がいなくなった！」

        「そんなこと！」

        　直樹は叫ぶと、目を伏せ、悔しそうに呟いた。

        「そんなことするわけない。俺は、翔さんを大事にした。翔さんも、何だかんだで、幸せそうだった、なのに……」

        「幸せなのに逃げ出すかよ！」

        　このまま殴ってやろうかと思った。言いたいことも沢山あった。何が守るだ。ふざけるなと思った。

        「出てけよ……」

        　しかし優は、大きく深呼吸をして気分を落ち着かせると、直樹の胸ぐらを離して、体を押した。

        　時間が勿体ない。これは翔を取り返すチャンスだ。頭に血が上ってただ怒っても、何も変わらない。直樹を家から追い出すと、頭を巡らせた。

        　くそ、酒なんて飲まなければ良かった。叫んだから頭痛が酷くなった。

        　水を一杯飲んで椅子に座ると、翔が行きそうな所を考える。

        　翔は馬鹿ではない。感情のまま動く人間でもない。新生児を連れて、ホテルに泊まるなどはしないだろう。

        　実家か。いや、あり得ない。実家に帰ればすぐに直樹の元に戻されるはずだ。ではどこだ。

        　翔は友達が少ない。高校時代の友人は自分だけであり、大学では健太という男だけだったはずだ。

        　そうか。健太か。だが、そこにも直樹の手が伸びるだろう。翔が健太を頼るとは思えなかった。念のため健太の家も調べてみるかと思ったが、家がどこかわからず、電話番号もわからない。

        　翔はふと、ある考えが浮かんできた。あり得ないと思ったが、可能性はあった。ここから電車で二時間。ここでじっとしていても仕方が無い。

        　一応、翔が来たときのためにテーブルには手紙を置いておく。急いでゴミをゴミ袋に入れると、寝室の服も袋に入れ、シーツを替え、鍵をかけずに家を出た。

        　四月も終わり、もうすぐ五月だ。晴れていると汗ばむくらいに暑いが、小走りで駅まで急いだ。

        　二時間かけて着いたのは、中途半端な田舎の駅だ。それなりに人はいるが、東京ほど都会ではない。ずっと来ていなかったと思ったが、感慨に浸る間もなくタクシーに乗り込むと、目的地に急いだ。

        　アパートにつくと、優はインターホンを押す。薄い青色の鉄製のドアは、所々小さな傷があって、へこみもある。懐かしいと思っていると、ドアが開いた。

        「ただいま」

        　翔が言うと、お帰り、と母が笑った。

        「翔、来てる？」

        　優が聞くと、母が頷いた。

        　母親にとって、翔はどんな存在だったのだろうか。このお人好しのオメガは、毎日来る翔を笑顔で迎え、我が子のようだとよく面倒を見てくれたのだ。

        　翔が本妻の子だと、母が気づいていることを知っていながら、それに気づかないふりをしていた自分は残酷だ。いくら子どもだったとは言え、翔しか見えていなかった自分は利己的で自分勝手であったのだ。いや、今でもそうか。

        　家の中に入ると、昔優が使っていた部屋に入る。布団に座っている翔がいた。

        「久しぶり」

        　翔は笑った。その笑顔は、ただ静かだった。翔がそんな顔で笑うなんて、と思いながら、優は布団の横に座った。

        「優、凄く痩せたね」

        　優は答えなかった。ぐっと唇を閉じて、視線を落とす。急に自分が惨めに感じて、何も言えなかった。

        　翔の手の中を見ると、小さな赤子がいる。思った以上に小さい。そういえば、オメガの男子は体の構造上、赤ん坊を小さく産むと聞いたことがある。その小さな命を愛おしそうに抱きしめる翔に、再度惨めになったが、その思いは隠して翔の顔を見た。

        「なんで逃げたの？　あいつに何かされた？」

        　翔は赤ん坊を見ながら首を振った。

        「この子ね、明里あかりって名付けようと思うんだ」

        　突然何を言い出すのだと思いながら、優は腹が立ってくる。正直、子どもの名前など、どうでもいい。あのアルファとの子どもなど、優にはどうでもよかった。

        「ねぇ、優。この子、一緒に育ててくれる？」

        「え？」

        「そしたら、俺は優と一緒にいる」

        　何を言い出すのかと思って、優は顔を上げた。翔が不安そうな顔で見てきていた。しかしその目には嘘はない。そうだ。翔は自分と違い、たちの悪い冗談や、その場限りの嘘を言うような人間ではない。

        「は？　何言ってんだよ。人を馬鹿にするのもいい加減にしろよ。痴話喧嘩でもした？　勝手に出て行って、ふざけんな」

        　優が聞くと、翔は頷いた。

        「わかってる。監視がついて、中々連絡できなかった。つわりも酷くて、妊娠後期はほとんど入院してたし……」

        「それに、俺が子どもに何かしそうで怖かった？」

        　翔ははっとした顔をしたが、首を振った。

        「そんなこと……」

        「あるだろ」

        　くそ。こんな事が言いたかったわけではない。そもそも、翔を傷つけたのは自分だ。翔が逃げ出しても仕方が無い。しかし、何故か翔は怒らない。

        「優と一緒にいたかったよ。だけど、直樹の子ども妊娠して、それで一緒になんていられない」

        「なんで今更そんなこと言うんだよ。しかも、なんでうちに来たの？　母さん、優しいけどさ、人の親頼るなんて、どうかしてる」

        「子ども、女の子なんだ」

        　そんなことはどうでもいい。優は翔の言葉に更に苛ついた。

        「だから、俺にはどうでもいいんだよ。早く帰れよ。浮気で訴えられたら、たまんない」

        「番にはなったけど、結婚はしてない」

        「そうか」

        　優ははーと息を吐くと、頭をかいた。もういい加減にしろと思ったが、翔のどこか頼りない様子に、胸がかきむしられるような思いが湧いてくる。

        「翔は、俺と一緒にいたいってこと？」

        「うん」

        「じゃあ、なんで逃げ出してきたのか、ちゃんと話して」

        　優が言うと、翔は立ちあがり、大きな鞄から一枚の封筒を取り出して差し出してきた。

        「何、それ？」

        「バース性の結果」

        　何を今更と思う。子どもが女児なら、アルファに決まっている。アルファの男と、オメガの男の子どもは、女児の場合はアルファにしかならないのだ。

        　しかし、翔はじっと優を見つめたままだ。その目は、結果を見てみろと言っているようだった。何故だと思い、そして一つの可能性に辿り着いた。

        「まさか……」

        　翔が頷く。優はしばらく封筒をじっと見ていたが、その封筒からそっと用紙を取り出した。手が震えている。二つに折られた用紙を広げ、そこに書かれている文字を読んだ。

        「性別　女。バース性……オメガ？」

        　優が翔の顔を見ると、翔は頷いた。

        「誤判定じゃ……」

        　優が聞くと、翔が首をふる。

        「血液型は変わることあるみたいだけど、バース性は遺伝子検査だから決定だ」

        「そっか」

        「そう」

        　あぁ、そういうことかと優は思い、そっと笑った。喜びのそれというよりは、笑う以外に思いつかなかったというのが近い。

        「優の子だ」

        「うん」

        　優は翔の腕の中にいる赤子を見る。目を瞑って眠っている子は、自分の子どもだ。そうだ。この子は自分の子なのだ。その事実に、手の震えが止まらない。

        　だから翔は逃げてきたのか。直樹が己の子どもではないと分かったとき、この子をどうするのか。恐らく、この子を受け入れ育ててくれるだろう。

        　しかし、翔にはその確信が持てないのだ。それは、恐らく翔の育ちに起因する。この子が、政治的に利用されないか恐れているのだ。

        　女性のオメガがどう育つのか、優にはわからない。国内ではほとんど例が無いからだ。

        　女性のオメガが放つフェロモンは、男性の比では無いと言われている。肉体的にも、男よりも女の方が好まれる。オメガの男同士を交配させ、無理矢理に女のオメガを作って売る組織もあるという都市伝説があるくらいだ。女のオメガの値段は、天井知らずなのだ。

        　この子の番は、選び放題だろう。政治的な利用価値だってあるはずだ。翔は、この子が何かに利用されないのか不安なのだ。自分がそうだったように、我が子が、ただの道具になることを恐れている。

        「抱っこ、してもいい？」

        　優が聞くと、翔が赤ん坊を優に渡してきた。

        　小さくて軽いはずなのに、しかし、ずっしりと重かった。

        　可愛い。いとおしい。体の奥から、その思いが次から次へと、こみ上げてきた。この子に幸せな人生を歩んで欲しいと思った。

        「ありがとう」

        　優は翔に赤ん坊を差し出したが、手を伸ばした翔に、中々渡すことができない。この子を、抱いていたい。子どもなどいらないと思って卵巣を縛ったのに、いざ己の子だと思うと、これ以上貴重なものなどないと思った。

        「優？」

        　翔が呼びかけるのに笑うと、今度は翔の手の中に赤ん坊を渡した。翔は手の中の赤ん坊に笑いかけると、ほっぺをつんつんと突いた。

        「嬉しいね」

        「え？」

        「優との子どもだ。オメガ同士で子どもなんて、奇跡だよね。だから、俺は優と育てたい。勝手だとは分かってる。だけど……」

        　それが本音かどうか分からないが、そう言って笑った翔は、もう母親の顔に戻っていた。

        　翔はきっと、優と二人、懸命に子どもを育てるだろう。大事に大事に育て、身を挺してこの子を守るはずだ。今まで優が犯してきた罪を責めることは、一度もしないだろう。

        「この子には、幸せになって貰わないと」

        　優が言うと、翔は頷いた。

        　幸せに。しかし、それが難しいことは自分も翔もわかっている。女性のオメガには男性のオメガ以上に、危険がつきまとう。誘拐や、レイプの危険は男のオメガとは比べものにならないくらいに高い。自殺率も高いと聞く。

        　ただのオメガが二人、この子を守れるのか。いや、守れないだろう。この子を守るだけの財力も力もない。それは翔もわかっているはずだ。それでもこの子を連れてきたのは、子どもを守る母親の本能だろうか。出産したばかりの翔は、恐らく今、子どもを守ることしか考えていない。未来のことなど、考えていないのだ。

        「そうだね。幸せになれるよ、きっと」

        　そう言って笑う翔は、純粋だ。昔と変わらない。人を、優を疑わず、前を向いている。

        　優は赤ん坊の掌に人差し指を差し入れる。ぎゅっと握ってくる小さな手はおもちゃみたいだ。産まれてきたのが、生きているのが奇跡だ。しかし、この子はこれから先、自分が味わったのとは比では無いほどの苦労を味わっていくのだ。

        　これは、自分勝手に翔を犯したことが招いた結果だ。自分勝手に生きてきた結果だ。

        　そのツケはどうやって払うべきか。わからないが、自分がケツを拭かなければならないのだけはわかる。

        「眠そうだね。休みなよ」

        「うん。ありがとう」

        　翔は隣の小さな布団に赤ん坊を置くと、その顔を見て笑う。綺麗な笑顔だ。今まで見た中で一番綺麗な顔だった。幸福で、優しい、慈母の笑顔。それに胸が詰まってくる。

        　優が翔の頭を撫でてやると、翔が優を見て安堵した顔をし、そしてすぐに寝息を立てた。

        　愛おしい。もうずっと、好きで好きでたまらなかった。この男に、自分の人生を救われ、壊されもした。この男しか自分にはいない。離れられるはずなどない。

        　優は赤ん坊の足をそっと撫でる。蛙みたいに足を曲げていて、可愛い。この世に生を受けてまだ一週間なのだとそう思うと、また胸にはじわりと切なさが広がってくる。

        　離れたくないと、優はもう一度強くそう願い、二人の寝顔をじっと見つめた。

        　

        ＊

        　

        　病院で待っていると、隣に赤ん坊を抱いた女性が座った。赤ん坊は何ヶ月くらいだろうか。明里あかりよりは大分大きい。

        　母親は赤ん坊に話しかけながら、幸せそうな顔をしている。母親の身なりは綺麗だ。抱っこをされた赤ん坊も綺麗な白い服を着て、ぷくぷくに太り、何不自由なさそうである。

        　優が赤ん坊にニコッと笑うと、赤ん坊はじっと見てきて、笑い返してきた。可愛いな、と思っていると、母親がこちらに気がつき、お辞儀をしてくる。それに優もお辞儀を仕返しした。

        「終わったよ」

        　翔が診察室から出てくると、ほっと一安心と言ったように笑った。産後一ヶ月検診が終わったのだ。

        「お疲れ様。どう？」

        「問題なし。順調だって。体重も増えてるしね」

        「翔は？」

        「俺も問題なし」

        「よかった」

        　優も笑うと、明里を受け取り抱っこをする。

        「疲れた？」

        「うん。久しぶりに外出したからね」

        　タクシーに乗って家まで帰ると、母が出迎えてくれた。

        　昼食はすでに用意されている。母に明里を預け、二人で焼きそばを食べ始めた。

        　授乳をしていると腹が減るという。翔は以前に比べてよく食べた。それでも、どんどん痩せていっているので、授乳は余程エネルギーを使うのだろう。

        「可愛いね。優にそっくりだ。優の小さい頃のことを思い出す」

        　明里をあやしながら、母が笑う。翔はこの家にきたとき、母親に明里が誰の子どもか言ったと言う。翔にとっては、それしか明里を守る手段はなかったのだろう。

        　母親は何も言わずに、翔を受け入れた。勿論、時枝の家には何も言っていない。

        　明里を見つめる母のうなじの歯形を見て、この人はただ愚かな人間だと思っていたが、違うのだと思った。

        　直樹との見合いの件で迷惑をかけたのに、文句一つ言わないこの人は強い人なのだ。もしかすると、時枝と番になったのも、母の意思ではないのかもしれない。しかし、それにただ従ったのは恐らく優がいたからだ。そんな単純なことにも気がつかなかった。

        　母親とはこういうものなのか。子どものためになら、己も捨てられるのか。優は翔を見る。翔は首を傾げて優を見つめ返してきた。

        「疲れただろ。ちょっと眠った方が良いよ」

        「うん」

        　翔を布団に連れて行くと、眠るまで手を繋いで、頭を撫でる。翔は手を強く握り返してくると、ありがとうね、と言ったあと、眠りについた。

        　優は部屋から出て行くと、母親から明里を受け取り抱きしめる。可愛い。ずっと一緒にいたい。そう思った、しばらく抱いていた。

        「母さん、俺ちょっと出てくる。帰るのは夜になると思う。翔と明里よろしくね」

        　明里を母親に返すと、優は言った。

        「どこに行くの？」

        「友達のところ」

        　そう返すと、母はじっと優の顔を見てきた。

        「なに？」

        「いや、何かあったのかなって」

        「ないよ」

        　優は笑ってみせる。作り笑いは得意だった。

        「母さん」

        「なに？」

        「今までごめんね」

        「え？」

        「それに、ありがとう」

        　驚いた顔をした母に気にせず、優は家から出て行った。

        　駅までは三十分ほど歩く。どこにでも駅がある東京とは違う。昔はそれにうんざりしていたが、今はその距離が丁度良い。考えをまとめるのには、決意を固めるのには、丁度良い距離だった。

        　考えるのは翔のこと、そして幼子の事だ。二人がどうなるのが幸せなのか、答えは簡単すぎたが、それでも結論を出すのが怖かった。

        　病院で隣に座った親子を思い出す。幸せそうだった。翔にもあんな風に幸せな顔で、子どもを育てて欲しい。しかし、恐らく、常に不安と隣り合わせの子育てになるだろう。

        　どうやって明里を育てていくのか、考えれば考えるほど、不自由になっていくのがわかった。翔は、母のように子どもに縛られた人生になるのだろう。

        　答えはもうわかっていた。しかし、離れたくなかった。せめて一ヶ月くらいはと思い先延ばしにしてしまったが、それは更に優を二人から離れがたくした。

        　ミルクの匂いに溢れる家の中で、翔と一緒に明里を育てた。夜泣きで起こされても、翔は文句を一切言わない。そんな翔を、優は更に好きになっていった。

        　優は仕事を辞め、昼間は明里の面倒見た。おむつを替え、授乳以外はほとんど抱っこをした。

        　明里をこの手に抱けば、幸せの匂いが満ちあふれ、泣きたいくらいに心が温かくなる。翔の寝顔を見ると、今までで一番穏やかな気持ちになれた。この時間が一生続けばいいと、心から思った。しかし、もう決断をしなければならない。

        　優は心を決めると、その足で真々田の家に向かう。今から向かえば、十五時には着くはずだ。

        　真々田の家に着くと、まずインターホンを押した。直樹は在宅しており、すぐに出てきた。

        「何の用ですか？」

        「話がある。翔と子どもの事だ」

        　直樹の顔には、先日見た焦りはなかった。しばらく優の顔を見た後、むっつりとした顔で頷くと、優を家の中に招いてくれる。

        　大きな家だ。モダンで、お洒落で、雑誌に出てくるような家だった。こんな家で暮らせたら、幸せだろう。

        　客間に通されると、家政婦がお茶を出してきたが、直樹は下げて、と呟いた。客ではないということか。

        　直樹は優の向かいに座り、両手の指を組んで、膝に置いた。前かがみになってこちらを見てくる直樹の憎たらしい顔を見ながら、優はゴクリと唾を飲んだ。

        「翔は、うちにいる」

        「そうですか」

        　直樹は驚くこともなく、そう答えた。

        「母子ともに健康だ」

        「そうですか」

        　直樹の様子に、この男はそんなことすでに知っているのだと思った。いつでも取り戻せるが、そうしないだけなのだ。

        　では、子どものバース性は知っているのだろうか。もしかすると、己の子どもでは無いと知っているからこそ、ここまで無関心なのか。そう思ったが、優の予想は外れた。

        「今、養育権と親権を取る準備をしています。優秀な弁護士ですから、簡単でしょう。勿論、翔さんも返して貰います」

        　直樹の冷たい声音に、この男はどうするのが一番良い方法なのか、考えて行動したのだろうと思った。翔を無理矢理帰しても、また逃げると思ったのだろう。しかし、子どもを取られればそう簡単には逃げられない。直樹は直情的に見えて、狡猾な男だった。

        　優は歯をギリギリと噛むと、立ちあがって直樹の顔を見る。こんな男に、と思ったが、今まで出会ったアルファの中でも、この男はずば抜けて優秀であると匂いで分かる。その嗅覚は外れたことがないのだ。

        　しかし、だからこそ翔を渡したくない。明里を渡したくない。そう思ったが、病院で出会った親子を思い出し、言うんだ、と自分を鼓舞させた。

        「お願いがあります」

        　優は重い口を開くと、椅子から降りて、床に正座する。悔しくて仕方が無い。しかし、翔のためなら自分など捨てろ、と言い聞かせる。

        　優は、その場に手をつけて土下座した。

        「翔と子どもを、引き取ってください」

        　優は全てのプライドを、そして己自身を投げ打って、そう言った。

        


    

    
        　　　九．欲望

        　

         

        　部屋のドアを開けると、いい匂いがした。目眩が起きそうな、懐かしくて泣きたくなるような、そんな匂いだ。

        　ミルクの匂いと、翔の匂いが混じり合っているのだと気がつき、これは幸せの匂いなのだと、そう思った。

        　翔は畳んだ布団の上で座っている。直樹に気がつくと、驚愕の表情でこちらを見てきて、その場に凍り付いていた。

        「おはようございます」

        　直樹が言うと、翔は答えずに顔をそらした。

        「探しましたよ」

        　直樹は布団まで歩いて行くと、そう言って封筒を取り出した。

        「何これ？」

        　震える声で翔が言う。直樹は抑揚のない声で答えた。

        「優さんからの手紙」

        「え？」

        「預かってきました」

        　手を伸ばして来た翔は、その封筒を見て、そして直樹の顔を見てきた。その目は、今度は怒りをあらわしていた。

        「優に何かしたのか？　朝出て行ったっきり、帰って来ない」

        「してませんよ。昨日。優さんがうちに来たんです」

        　昨夜優は、今日は一緒にいたいから、明日来てくれと言って帰って行った。そして先ほど駅で待ち合わせをしたときに、手紙を渡してきたのだ。

        　翔は無言のまま直樹の顔を見ていたが、直樹がそれ以上何も言わないのに諦めたのか、封筒を開いた。

        　翔の視線が手紙に落とされ、瞳が文字を追う。その表情をじっと見ていると、翔の顔が歪んでいくのがわかった。

        　何が書かれているのか、読まなくても直樹には分かる。そして、翔の心の中で沸き起こる様々な感情も、理解できた。

        　翔は長い時間をかけてその手紙を読むと、ようやく手紙を膝の上に置いた。

        　じっと動かずに、手紙を握ったまま、窓の外に視線をやった翔は、何を考えているのか。

        　翔はしばらく動かずにそうした後、小さな布団に寝ている赤ん坊の顔を覗き込むと、にっこりと笑った。そして赤ん坊を抱き上げると、しばらくその顔を見ていた。

        　生んで間もないというのに、すでに抱き慣れている様子がうかがえた。ポンポンと、優しく赤子の背中を叩き微笑む顔は、今まで見た翔の中でも、一番綺麗だ。

        　直樹の腹の中に、淀んだ凝こごりがずしんと沈む。小さな小さな赤ん坊に、強く嫉妬した。

        　自分以外との子どもを慈しむ翔に、今まで感じたことのない憎しみに似た黒い感情が湧いてくる。そして、昨日優が言った言葉を思い出していた。

        「不思議だよな。オメガ同士の妊娠の確率は、凄く低い。ましてや、アルファのあんたとやったのに、俺の子どもを妊娠した。もう、それだけで俺は満足だ。俺の人生、これで悔いは無いよ」

        　それは恐らく、優の負け惜しみでもあった筈だ。しかし、真実でもある。翔の体は、アルファである直樹ではなく、オメガである優を選んだのだ。翔自身が意識して選択したことではなくとも、翔の体がそれを選択したのだ。

        　それは優に対して、圧倒的優位であったアルファという性の存在意義が崩れたということでもあった。その事実に、直樹は今までに無いほどに、己の存在の意味を問うこととなっていた。そしてそれがどれほどに小さいのか思い知らされる。その事実が今、嫉妬や憎しみに形を変えて、湧き出てきているのだろう。

        　翔は赤ん坊を布団に戻すと、直樹の顔をじっと見てくる。何かを訴える目をしていた。泣きそうに歪んだ目に、しかし直樹は何か言うことも、手を差し出すこともせずに、じっと見つめ返す。

        　翔は床に正座すると、その場で土下座した。

        　やることが優と一緒だな、と思いながら、そんな土下座に何の価値があるのだと思った。

        　翔はただ頭を下げただけで、何か言ってくることもない。直樹は冷めた思いで、翔の形の良い丸い後頭部や、細い背中を見ていた。

        「自分で言ってよ」

        　直樹が小さく、低い声で言う。翔は頭を下げたまま、じっとしていた。

        「卑怯だよ、翔さん。今までずっと俺と一緒にいたくせに、子どもが俺の子じゃないからって、俺から逃げた。俺を信じてないんだ。それなのに、今更何を望むんだよ。せめて自分で言えよ」

        　翔の体がピクッと動いた。

        　翔の口からそれを吐き出すのは、酷だろう。翔がそれを乞うのは、あまりに恥知らずであり、翔の道徳からは酷く外れている筈だ。

        　しかし、だからこそ、翔の口から言うべきなのだ。時枝翔という人間を全て捨て去っても、直樹に乞うべきなのだ。

        「この子を、守ってください。勝手なのはわかっています。でも、お願いします。俺、何でもしますから……」

        　直樹は、その言葉にようやく心が軽くなっていくのを感じた。ようやく翔がこの手をとったのだと、そう実感できた。

        「何でも？　本当に？」

        　翔が頷く。直樹はしゃがみ込むと、翔の髪の毛を撫でた。

        「いいよ。この子も、翔さんも、俺が守って上げる。だから、顔上げて」

        　翔がゆっくりと顔を上げた。いつも澄んでいる目は潤み、白目は赤く染まっていた。

        　あぁ、可哀想に。我が子を守るために、全てを諦め、己を差し出すしかない。オメガというだけで、ここまで蹂躙されなければいけないのか。オメガでなければ、翔はここまで苦しまなかったのだろうか。

        　手を差し出すと、翔がその手をつかんだ。その手は頼りなく震えていた。

        「床なんかに座ったら、冷えて体にさわります」

        　直樹は翔を立たせると、布団に座らせた。

        「抱っこしてもいいですか？」

        　赤ん坊を見て言うと、翔が焦った顔をする。それに、直樹はニッコリと笑った。

        「大丈夫ですよ。変な事は何もしません」

        　翔はしばらく直樹の顔を見上げていたが、赤ん坊を抱っこすると、差し出してくる。それを受け取り抱っこをすると、小さくて、軽くて、ミルクの匂いがした。産まれてから何度か抱っこをしたが、今までとはまた違うように感じられる。以前よりも、さらに可愛く感じた。

        「可愛いね」

        　直樹が言うと、翔がほっとしたように、体から力を抜いたのが分かった。

        　直樹は子どもを見つめながら、あぁ、この子は宝だ、と思った。自分の子ではない。しかし、だからこそ翔は自分の元に来るのだ。この子のお陰で、翔は自分の物になる。そう思うと、先ほどの嫉妬は消え、何よりも大事な子に思えてきた。

        　赤ん坊を翔に返すと、翔は赤ん坊を受け取り、じっとその顔を見つめた。翔の顔には、少しの憂いと悔恨が浮かんでいる。その顔は、先ほどよりも更に美しかった。

        「翔さん、愛してるよ」

        　直樹が呟くと、翔はうん、と頷き、直樹の唇を受け止めてくれた。

        　そこは柔らかく、カサカサとしていて、何故だかとても冷たかった。

        


    

    
        　　　十．深い夜

        　

         

        　直樹がパーカーを広げて見せた。それに、翔は笑って見せる。

        「どう？」

        「うん。似合うよ」

        　背の高い直樹は、どんな服を着ても大抵着こなせてしまう。手足の長さが足りなかったりする問題があるくらいだ。

        「お揃いにしようよ」

        　値札には一万四千八百円とある。二枚で約三万円だ。パーカーにこの値段を出す気が知れない。そもそも男同士でお揃いだなんて、若い女の子じゃあるまいし、と思った。

        「ロゴは小さく裾にあるだけだし、色違いならそれほどお揃い感はないよ」

        「あ、うん。そうだね」

        　翔が言うと、直樹は一瞬だけ笑みを消して何か訴えるような顔をしたが、すぐに笑顔に戻って店員を呼んだ。

        「何色がいい？」

        　直樹が聞いてくるのに、首を傾げた。

        「何でもいいよ」

        「お客様、綺麗なお顔ですよねー。何の色でも似合いますよ」

        　男性店員が軽い口調で口を挟んでくるのに、翔は困って愛想笑いをした。

        　男性店員は構わず、翔に黒のパーカーを合わせてきた。

        「黒が一番顔が映えそうですねー。ほら、すごく似合ってます。本当、顔が綺麗っすね。これだけ綺麗だと、彼氏さんも大変でしょ」

        　彼氏と言われ、何だか照れくさいのと、こういうのは慣れないと思って、困った顔で直樹に視線を送った。

        「黒だと、色まで一緒になっちゃうから……」

        「じゃあ、俺はグレーにするよ」

        　直樹はグレーと黒のパーカーを手に掴むと、翔の腕を取って自分に近づけ、手を繋いできた。

        「あ、ちょっ、人前だし」

        　小さな声で言うが、直樹が強く手を繋いでくるのでそれ以上言えずに、下を向いて直樹についていった。

        「何か持つよ」

        　直樹の片手には、今日買い物した紙袋が沢山ぶら下がっている。翔が手を差し出すと、直樹はニッコリと笑った。

        「いいよ。俺が付き合って貰ってるんだし。ご飯、食べよっか。近くに美味しいお店があるんだ」

        「……うん」

        　手ぶらで歩くのが、何だか居心地が悪い。しかし文句は言わずに、直樹に手を引かれながら、少しだけ直樹の後ろを歩いた。

        　直樹に連れて行かれた店はフレンチの店だった。ランチメニューは三種類である。値段を見て、ランチに出す値段じゃないなと思ったが、直樹は楽しそうにニコニコと笑っている。水を差すのもなんだと思い、一番安いコースを指さした。

        「昼間だけど、シャンパンでも飲む？」

        「いや、授乳中だから」

        　小さな声で言うと、時計をちらりとみた。十三時だ。家を出たのが十時なので、三時間経つ。明里あかりは大丈夫だろうかと心配になる。

        「もう一歳だから大丈夫だよ」

        　直樹が翔の心配事に気がついたのか、そう言って水を口にする。翔は頷いて、笑って見せた。

        「そうだよね」

        　今日は明里をベビーシッターに預けて買い物に来た。一時間ほどシッターに預けることあっても、完全に預けて出かけるのは初めてだった。不安で仕方が無いが、それを直樹に悟られては、誘ってくれた直樹に失礼だと思って何も言うことはしなかった。

        「ゆっくり話すのは久しぶり」

        　直樹の言葉に、翔は頷いた。もっとも、話す時間が全く無いわけではない。直樹は大学から帰って来ると、明里の面倒を見てくれたり、家事をしてくれたりして、なるべく家にいてくれるが、明里がいると、どうもゆっくり話すことができない。

        　それに、明里が寝付いた後でも、毎日のように求められている。話す時間がないのは仕方がないと思ったが、それも口にはしなかった。

        「この後、ウェアとか見に行かない？」

        「ウェア？」

        「ロードバイクの」

        　翔はそれにも笑ってみせた。ロードバイクにはもうずっと乗っていない。愛車は大学に置いたっきりで、どうなったのかはわからなかった。

        　あのロードバイクは、優が買ってくれた物だ。嬉しかったが高価な物なので、バイトをして金を返した。優はいらないと言い張ったので、半分だけ返したのだった。

        　もう捨てられているだろう。行方を直樹に聞くことはできない。直樹に優の面影がある物について聞くなど、厚顔無恥もいいところだ。しかし、翔は優がいなくなってから、まるで半身をもがれたような感覚にずっと陥っている。優に会いたいと思っていたが、それも直樹に言うなどできるはずはない。

        「そろそろ、乗ったら？　明里はシッターに預ければいいし」

        　あのロードバイク以外で走る気にはなれなくて、翔は曖昧に笑って誤魔化した。

        「またツーリング、行こうよ」

        　そういえば、直樹もずっと乗っていないと思い、頷いた。

        「直樹が行きたいなら、行こう」

        　直樹の顔から、一瞬笑みが消える。最近、会話をしていると、こうした顔をすることがある。寂しそうな、何かを言いたそうな顔だ。

        「翔さんが行きたいかどうかですよ」

        「俺はどっちでも。直樹の好きな方でいい」

        「そう……」

        　沈黙が下りてくる。何か答えを間違ったのかと戸惑っていると、直樹は運ばれてきた前菜に手をつけた。

        「美味しい」

        　翔が言うと、直樹に笑顔が戻ってくる。

        「良かった。子どもがいると、ゆっくりご飯食べることもできないから。今日は、子どものことは忘れて、楽しんでよ」

        「うん」

        　直樹は優しい。一度裏切ったのに、そんなことは忘れたかのように、優しく、どこまでも愛してくれている。翔にだけではない。明里にも優しかった。我が子のように可愛がり、面倒もしっかりと見てくれている。そんな直樹には、これ以上ないくらいに感謝をしている。

        「大学、来年度から復帰する？　ちょうどいいよね」

        　直樹が話題を変えるように言ってくる。翔は驚いて目を見開いた。

        「え、大学って、退学したんじゃ……」

        「してないよ。ちゃんと休学にしてる。一緒の三年生になるね」

        　直樹の気遣いに、翔はありがとうと返したが、それでも、今更大学に行く必要があるのかを考えてしまう。大学に行って、就職をする。果たしてそれを直樹が望んでいるのか。

        「復学した方がいい？」

        「そりゃ、折角入ったんだし、卒業はした方がいいよ」

        「本当に？　番が高学歴のほうが、直樹の鼻は高い？」

        「え？」

        「直樹がその方がいいなら、大学行くよ。でも、学費バイトしないと。親は出してくれるか……」

        「ちょっと、翔さん！」

        　少し強めの口調で名前を呼ばれ、翔はビクリと体を震わせる。

        　直樹は怒っている顔をしていた。また間違ったのだと思って、下を向く。

        「ごめん。怒らせちゃった？」

        「いえ、別に」

        　もう直樹は話しかけてこなかった。雰囲気を悪くしてしまったのは自分だろう。何か自分から話題を振ろうかと思ったが、ただでさえ無口なのに、家に閉じこもっている自分から話すことなど何もなかった。

        　そんな自分が情けない。優と一緒にいた頃とは別の劣等感が生まれてくる。結局、どこまでいっても自分は出来損ないなのだろうと実感する。

        　店を出て、ご馳走様と言うと直樹の後をついて歩いた。直樹が翔の肩に手を置くと、ぐいっと自分の方に抱き寄せる。肩に手を回したまま、直樹は歩く。歩きにくいと思ったが、文句を言わずに歩いた。

        「横を歩いてよ」

        「え？」

        「それに、嫌だったらちゃんと言ってよ」

        　直樹はそう言うと、ようやく翔の肩から手を離した。

        　家に帰ると、明里を抱っこしたベビーシッターが出迎えてくれた。明里は翔を見ると手を伸ばしてくる。翔が抱っこをすると、翔の胸を叩いて、ぱい、ぱい、と回らない舌で言った。

        　ベビーシッターは食べた物などの連絡をしたあと、帰って行った。マンションには直樹と明里の三人になる。

        　直樹が実家に住むのは嫌だと言うので、大学近くにマンションを借りた。以前直樹が借りていたマンションとは別のマンションだ。あの街は、優と翔の思い出がある街なので、避けたかったのだろう。

        　このマンションも３ＬＤＫと広い。防犯対策はしっかりとされており、防音性能も高い、ファミリータイプのマンションだ。

        　直樹は、明里のために警備を置くと言っていたが、まだ赤ん坊の明里がオメガだと知る者は翔と優と優の母親と直樹以外では医者と検査技師くらいだろう。直樹の両親も知らない事実だ。そのため隠していた方が得策だと話し合い、結果三人だけで暮らしている。

        　家政婦も雇ってはいない。他人を家庭に入れたくないという翔の意思を、直樹が汲んでくれたのだ。

        　翔がソファに座ると、明里が翔の襟元をぐいっと下げてくる。翔は苦笑しながら、洋服の裾をめくって、胸を出した。

        　明里が嬉しそうに乳首を吸ってくる。その様子が可愛くて、断乳はまだまだ考えられなかった。

        　隣に直樹が座り、明里がおっぱいを飲むのを、覗き込んでくる。正直、直樹には見られたくなかった。小さいと言えども、女のように膨らんだ乳房がこの顔には不似合いだ。色素の濃くなった乳首は、子に吸われて大きくなっており、自分で見ても、あまり綺麗だとは思えない。

        　だから、直樹には見られたくない。しかし、にこにこと笑って見てくる直樹に、見ないでくれとも言えなかった。

        　直樹は翔の隣で、テーブルに置いてある手紙を手に取り、封を開けていく。そして、その中の一枚に目を通すと、翔の顔を見てきた。

        「カード、先月もほとんど使ってないね」

        　直樹が持っているのは、クレジットカードの明細書だった。変な物を買っていないはずだと思いながらも、翔はその言葉にドキリとした。

        　カードの明細を見られる度、直樹に監視されている気分になる。実際に、直樹は細かく目を通している。直樹にそのつもりがなくても、そう思ってしまうのだ。

        　直樹からは、生活費としてクレジットカードを渡されている。いくらでも自由に使って良いと言われていたが、本当は現金が欲しい。クレジットカードではスーパーなどで気軽に買い物ができない。しかし、現金が欲しいとは言えなかった。

        　直樹は大学から帰るときに、必ず必要な物を聞いてきて買ってきてくれたし、冷蔵庫は常に食べ物と飲み物が詰め込まれていた。

        　子どもに必要な服やおむつなども、沢山買いだめされており、子ども部屋に詰め込まれている。

        　十分に与えられている生活の中で、現金が欲しいとは言えない。何よりも、直樹がそれを避けていることもわかっていた。金があると、翔が逃げると思っているのかもしれない。

        　直樹はそんな狭小な男ではないはずだが、もしそうだとしたら、そうしたのは自分だ。自分が逃げていかないのか、心配で仕方がないのだろう。

        「使う用事ないから。カード使えるスーパーは高いし」

        「必要ならいいよ」

        「よくないよ。俺の金じゃないし、使えないよ」

        「なんで。翔さんは好きに使っていいのに。翔さんには、苦労させたくないんだ。そうじゃなくっちゃ、俺が一緒にいる理由ないでしょ」

        「何言ってんだよ。俺は……」

        　直樹の言葉が少し悲しいと思ったが、しかし実際にそう思わせているのは自分だ。そして、何故か否定の言葉を言うことができない。まだ心のどこかで引っかかるものがあり、直樹に感謝をし、大事な人と思いながらも、奪われたという思いも拭いきれないでいる。罪悪感と、ほんの少しの遺恨を抱えているのだ。

        「苦労なんて全然してない。ありがとう」

        　翔はそれだけ言うと、明里が眠ってしまったので、明里の体をそっとベビーベッドに置き、一息つく。

        「コーヒーでも入れようか？」

        　翔が直樹に聞くと、直樹が首を振って、後ろから抱きついてきた。

        「翔さん駄目だよ。あんな、色目なんか使ったら」

        　後ろから、耳元で囁かれる。慌てて振り返ると、直樹の顔を見た。

        「は？　色目？」

        「そう。服屋の店員、翔さんのこと、気になってたみたいだよね」

        「馬鹿なこと言うな。そんなことしてないし、向こうもそんな気なんてない」

        「そうかな。そうかもしれない。でも、俺はあれだけでも、凄い嫉妬するんだ」

        「何言って……」

        　否定をしようとしたが、唇で塞がれて叶わない。ねっとりとした口づけは、明らかに情慾を伴っていた。

        「駄目……明里が」

        「明里は寝たら、一時間は起きない」

        「でも……」

        　直樹は翔の体を抱き上げると、有無も言わさずに、翔の体をソファに横たえた。

        「ソファ、汚れるから……」

        　翔の言葉など意に介せず、直樹は翔の首元に吸い付いてきた。直樹の匂いが鼻孔をくすぐる。ぞくりと全身に震えが走った。

        「最近、毎日してるし、体がもたない」

        「大丈夫。明日は俺が明里みるから、一日寝てなよ」

        「そういうわけには……じゃあ、今日の夜は、もうしない？」

        「するに決まってるでしょ。翔さんが他の男なんて相手する気なくなるくらい、毎日翔さんを抱きたいんだ」

        　翔はその言葉に顔をしかめる。直樹の執着は薄れることはなく、日に日に強くなっている。何をどう言っても、直樹が翔を信用しないこともわかっていた。

        「ほんと、俺って信用されてないよな。そりゃ仕方ないと思うけど、でも、俺は直樹以外とはしたいと思わないし……優とだって……」

        　二回しかしていないと言おうとしたが、一回も二回も直樹にとっては同じだと思い、それは言わなかった。

        「わかってる。ごめんね。わかってるけど、不安なんだ」

        　服の裾をまくられ、先ほどまで明里が咥えていた乳首を、舌先で刺激される。ビクリと体が跳ね、声が漏れないように手で口を押さえた。

        「そんなに敏感で、授乳するとき感じちゃわないの？」

        「ふざけんな！」

        　不埒なことをいう直樹の頭をぽかんと殴ると、直樹は嬉しそうに笑う。

        「ごめん。でも、ほら……」

        　そう言って、舌先でコロコロと転がされながら、強く吸われた。喉が仰け反り、体の奥がじんじんと疼いていく。ズボンは脱がされ、下半身は下着一枚になっていた。

        「乳首だけで、前も後ろも、こんなにドッロドロ」

        　パンツを押し上げる陰茎の先端を撫でられ、もう片方の手で下着を探られると、後孔に指を挿入された。

        　それだけで翔の体はグショグショに濡れていく。浅ましい自分の欲望に目を背けたくて、目を瞑った。

        「毎日やってるのに、もうこんななんだもんね。毎日して欲しいのは翔さんじゃないの」

        　目を開けると、挑発するような言葉とは裏腹に、直樹の目は優しく、そして嬉しそうだった。

        　翔が直樹の手で濡れ、快楽に沈むのを、直樹はなによりも喜んだ。自分の手で、翔を気持ち良くできるのが嬉しいと言い、何よりも、翔が直樹の物だと実感できるのだとも言った。

        　翔は素直に頷くと、起き上がって直樹をソファに座らせる。

        　直樹のズボンのファスナーを下ろすと、すでに勃ち上がっている陰茎を取り出し、口に含んだ。

        　雄の匂いが口内に広がっていく。それと直樹の匂い。翔は更に興奮して、懸命にそれを舐めた。

        「本当に、美味しそうに舐めるよね」

        　喉の奥に突き立てられ、苦しさに嘔え吐ずくが、それでも懸命に愛撫していく。直樹に気持ち良くなって欲しい。そして何よりも、翔自身が直樹の雄を舐めるのが好きだ。口内を犯されながら、翔は己のペニスを擦り始めた。

        「あぁ、駄目だよ。ほら」

        　直樹が翔の肩を抑え口からペニスを抜き取ると、唾液が糸を引いた。そこは翔の唾液が絡みつき黒く光っている。翔はもっと舐めたいと思って顔を寄せるが、直樹がそれをさせてはくれなかった。

        「ほら、欲しいんでしょ。自分で乗って」

        　腹につくほど反り返った直樹の陰茎は、天井に向けて硬く勃ち上がっている。翔はゴクリと息を飲むと、下着を脱いで直樹に跨がった。

        「あ……あぁ」

        　ゆっくりと腰を落としていくと、直樹の大きい怒張が翔を貫いていく。気持ち良いところにあたるように、翔は腰を振った。

        「あぁ……きもちいい……ん」

        「ほら、声抑えて。明里、起きちゃうよ」

        　翔は我に返ると、掌で口を押さえる。そして懸命に腰を振るが、緩慢な動きしかできず、物足りない。それでもグリグリと腰を回して陰茎で肉壁をえぐれば、それだけで絶頂を迎えられた。

        「ほんと、翔さん淫乱だよね。発情とか関係なく、これだけ濡れて、これだけイキまくって……心配しない方がおかしいでしょ。ちょっと触られたら誰かについて行っちゃいそう」

        「ちが……そんなことしな……」

        　ぎゅっと乳首をねじられ、痛いはずなのにその感触でもいってしまう。それを見て、直樹が笑った。

        「それに加えてこんなにＭなんだからさ、毎日可愛がって上げないと、満足できないでしょ」

        　翔は頷きながら、キスをして欲しいと思った。水色のソファは、初めて直樹とキスをしたときに座っていたものと同じものだ。あの時のようにキスをして欲しい。あのキスが欲しいと思っていると、直樹は翔の心を読んだように、唇を重ねてきた。

        　舌を絡め、唾液を交換しながら貪り合う。翔は動くのも忘れて、夢中で直樹の唇を求めた。

        　痺れを切らしたように、直樹が動き始める。翔は膝を立てて直樹の肩に手を回すと、その体にしがみついた。

        　セックスは嫌いではなくなっていた。お互い、しがらみを捨てて向かい合える瞬間だ。翔が己をさらけ出せるのはこのときしかない。

        「直樹だから……直樹だから……」

        　快楽で朦朧とした意識の中、言葉を繰り返すと翔の中にある直樹の怒張が、更に大きくなった。

        「や……すご……おっきい」

        　直樹がぎゅっと翔を抱きしめてくると、またキスをしてくる。

        「好きだ。好きだよ、翔さん」

        　直樹の言葉をこれ以上なく悦びながらも、この言葉を素直に受け止められない自分がいた。自分には、その言葉は重すぎる。

        　まだ深い夜にいると思った。深い夜が絡みついてくる。この夜は、明けることはないのだろうか。

        　直樹が翔の中に射精をする。翔はその熱を受け止めながら、直樹の体をぎゅっと抱きしめた。

        　翔が直樹の上からどくと、どろりと直樹の精液が尻から流れていく。床に座りティッシュを探していると、直樹がティッシュの箱を持ってきて、翔の体を綺麗にすると、服を着せてくれ、ソファに横にしてくれた。

        「子ども、作ろうか」

        　直樹は床に座り、ソファの上で横たわる翔の髪の毛を撫でながら言った。

        「え？」

        「もし、翔さんが俺に対して罪悪感があるなら、俺と子どもを作ろうよ。そうすれば、翔さんはもっと、自由になれる？」

        「何言ってんだよ」

        「勿論、まだ先の話だけどさ、発情期が来るようになったら考えようか。俺はさ、翔さんを自分の思い通りにしたいんじゃない。俺だけの物にはしたいけど、でも、翔さんが自分を抑えているのは嫌だ。前みたいに、心から笑って、俺にだけは言いたいことを言う翔さんがいい」

        　翔はどう返して良いかわからなかった。直樹との子ども。欲しいかと言われたら良く分からない。今は明里で手一杯だ。しかし、直樹が子どもを欲しいと言うのなら、そうするしかない。

        　もっとも、自分の中にある罪悪感は直樹に向けられたものだけではないとわかっており、子どもを作ったからといって、どうにかなるとは思えなかった。それでも、翔は笑みを浮かべて頷いた。

        「直樹が欲しいなら、俺も欲しい」

        　直樹は翔の顔をじっと見た後、大きなため息をつくと、翔の腹に頭を置いた。

        「俺がいけないんだろうね。俺が、翔さんをこんなふうにしたんだ」

        「なんのこと？」

        「翔さんの口を閉ざさせた」

        「そんなことない。直樹は何もいけないことなんてしてない。俺は、凄く感謝してる」

        　直樹の言っている事は分かる。直樹の望みもわかる。しかしその一方で、どうすればいいのかわからないというのも事実だ。

        　直樹が見えない鎖で縛り付けてくる度に、どうやればこの男が自分を信じることができるのか。どうすればこの男の心が安らぐのか、分からなくて自分の意見など言えなくなってしまう。

        　直樹はしばらく翔の腹に頭を擦りつけていた。甘えたいのだろうか。それが可愛くて、翔は直樹の頭をずっと撫でていた。

        　

        ＊

        　

        「もしかして、翔？」

        　自分の名前を呼ばれて振り返ると、そこにはロードバイクに乗った健太がいた。

        「健太？」

        「マジ？　翔？　わー、久しぶり！」

        　健太は嬉しそうに笑うと、ロードバイクから降りた。

        　凄い偶然だと思ったが、翔のマンションから東慶大学は徒歩圏内なのだ。会っても不思議ではない。

        「心配したんだぞ。急にいなくなるから。電話も繋がらないし……」

        　夏合宿で途中帰宅してから、大学にもサークルにも顔を出していない。携帯電話は解約しているため、健太にも連絡できなかったのだ。

        　健太はベビーカーを見てくると、明里を見て、翔を見た。明らかに驚いた顔をしている。

        「え？　子ども？　親戚の子？」

        　健太が言うのに、翔は首を振る。

        「なに、もしかしてお前の子？」

        　翔が頷くと、健太は更に驚いた顔をした。

        「マジで？　え、マジ？　ちょっと話聞かせろよ」

        「近くの公園に行く予定だったんだ。そこでもいい？」

        　健太が頷いたため、二人は公園に移動した。

        　まだ歩きがおぼつかない明里を公園に放つと、ベンチで座って見守りながら健太と話をする。

        「もしかして、でき婚したのか。だから急に大学来なくなったのかよ。言ってくれよ。寂しいな」

        　健太が寂しそうな顔で言う。

        「まぁ、そんな感じかな」

        「マジかー。普段大人しい奴に限って、ってやつだな。相手はどんな子？　可愛い？　いくつ？　まさか高校生とかじゃないよな」

        「違うよ」

        　翔は明里が転んだのを起こしに行くと、膝の砂をはらって、ちゅっとほっぺにキスをした。明里は泣くことなく、地面の砂をじっと見て、指先でいじっている。

        「俺が産んだ」

        「え？」

        「俺がこの子、産んだんだ」

        　健太の顔を見ると、健太はわけがわからないといった、きょとんとした顔をしていたが、少し考えてから意味がわかったようで、あ、と口を開けた。

        「え、翔、オメガ？」

        「そう」

        「マジ？　気がつかなかった」

        「言わなかったから」

        　じっと健太は翔の顔を見てきたが、どう反応して良いかわからないようで、口をぽかんと開けていた。

        「妊娠しちゃったからね。他にも色々あったし」

        　そう言って明里を見る。おむつで大きく膨らんだお尻が可愛らしい。

        「そっか。色々あったんだなぁ」

        「うん」

        「翔、お前さ」

        「うん？」

        「大丈夫？」

        「え？」

        　健太は先ほどの驚愕を引っ込め、今度は真剣な顔で見てきた。

        「子どもできたから雰囲気変わった？　でも、こう、幸せー、ってオーラが見えないんだけど」

        　健太の言葉に翔は焦った。はっきり物を言う健太は、言葉に容赦がない。

        「勿論、幸せだよ」

        「本当に？　ほら、オメガってこう、無理矢理とか色々あるんだろ」

        　言いにくそうに健太が言う。翔は慌てて首を振った。

        「違うって」

        「本当に？　殴られたりとかしてない？」

        「してない、してない」

        　健太はため息を吐くと、明里を見た。

        「それならいいけどさ……これからサークルの集まりあるからもう行くけど、また会える？　お前の自転車持ってこないと。部屋に置いたままだぞ」

        「まだあるんだ」

        「勿論あるよ。俺ももう卒業だし、このままだと誰かに持ってかれるぞ。明後日とかはどう？」

        　翔が頷くと、健太が立ち上がった。

        「うん。大丈夫。時間はいくらでもあるから」

        「家はこの近く？」

        「そう」

        「じゃあ、家まで運んでやるよ」

        「ありがとう。あ、図々しいけど頼みがあるんだ。健太くらいにしか頼めなくて」

        「何？」

        「俺が前住んでたアパート、どうなったか知りたいんだ。俺、友達と同居してただろ。実は、ちゃんと話さないまま出て行っちゃったんだ。どうしたか気になっちゃって。見に行けるか」

        　健太は何度か翔の家に遊びに来たことがあった。優のことは高校時代からの友人とルームシェアをしていると言ってある。健太は素直なのでそれを信じており、優との関係を疑われたことはなかった。

        「別に良いけど……自分で行けばいいだろ。喧嘩別れなら、尚更行った方が良いよ」

        「そうだけど……その……」

        　健太が再度ベンチに座ると、翔の顔を覗き込んでくる。

        「もしかして、相手がダメって言ってるとか？　束縛系？」

        「いや、そういうわけじゃないけど、お金がなくって」

        「はぁ？」

        「働いてないからさ」

        「それって！　……いや、いいや。わかった。見てくるよ」

        　健太は何か言いたそうであったが、勝手に一人で解決をし、頷いた。

        「うん。じゃあ、明後日。お礼にさ、うちで昼飯食ってってよ」

        「おぉ、いいね。じゃあ十一時半に待ち合わせな」

        「うん」

        　健太は立ちあがると、手を振り、ロードバイクに乗って去っていった。翔は健太の後ろ姿をじっと見ると、明里の所に行く。

        「ごめん、話に夢中だったね」

        　翔が言うと、明里は笑いながら、小さな石を渡してくる。ありがとうと言って受け取った。

        　そういえば直樹以外と話したのは久しぶりだ。少ししか話せなかったが、凄く楽しかった。

        　直樹に言おうか。明里から延々と石をもらいながら考える。いや、言わない方が良いと思って、もらった石を地面に並べていくと、明里がその石をまた渡してくる。

        　翔はそれに苦笑すると、明里の頭を撫でた。

        　

        ＊

        　

        　直樹は帰って来ると、リビングのラックにかけられた翔のロードバイクをすぐに見つけたようだ。

        「あれ？　何で翔さんのロードあるの？」

        　持っていた鞄を置くと、直樹が聞いてきた。顔は笑っているが、目は笑っていない。

        「この間、偶然健太に会ってさ、今日、持ってきてもらったんだ」

        「健太さん来たんですか？」

        「そう。昼飯食って帰った」

        「ふーん」

        　直樹が何を思っているのかはわかったが、気がつかないふりをした。

        　昼間、健太に聞いたのは、もうあの家には誰も住んでいないということだ。優は、どこに行ったのだろうか。

        　もしかすると、直樹が何かしたのではないかという不安さえも湧いてくるが、そんなことはしないと信じるしかなかった。

        　優に会いたい。健太に会い昔に戻ったような感覚に陥ったせいか、翔はその思いが強くなっていくのを感じていた。別れの挨拶さえもできなかった。

        「なんで言ってくれなかったの」

        「直樹、仕事でいないし、言う必要ないかなって」

        　大学が休みに入ったので、直樹は父親の会社でインターンシップに参加している。インターンシップと言っても、実質社員と同じように働き始めているようだ。家賃や光熱費は親持ちだが、生活費はなるべく自分の給料から出したいという。将来を見据えてか、直樹は真剣であった。

        「二人の家なんだから、勝手に他人を入れないでよ」

        　直樹が不機嫌そうに言う。それに翔は、ごめんなさいと小さな声で言った。

        「悪いなんて思ってないくせに」

        「え？」

        「翔さんさ、言いたいこと我慢するけど、それって、結局は何も望んでないってことだよね」

        「別に、そういうわけじゃ……」

        　不穏な空気が流れる。また怒らせてしまったと思ったが、健太のことを話せばそうなるとは分かっていたのだ。仕方がないと思いながら、夕飯の準備を始めた。

        　大した会話もないまま、時間が過ぎていく。直樹は怒っているようだが、それを表には出さず、いつもと同じように明里を風呂に入れ、寝かしつけまでしてくれた。

        「話があるから、寝室ね」

        　翔が風呂に入ろうとすると、直樹が言ってくる。それに翔は頷いた。

        　翔は風呂から上がると、いつもと同じように二人の寝室に行く。明里は子ども部屋で寝ているので、寝室でセックスをするのが決まりになっていた。

        　さすがに今日はしないだろうと思っていたが、部屋に入った翔を、すぐに直樹は抱きしめてくる。ぎゅっと抱きしめると、くんと髪の毛の匂いを嗅いできて、耳介にキスをしてきた。

        「話し合い、するんだよね」

        「しないよ」

        「え？」

        「しても意味ないよ。翔さんは謝ればいいと思ってる。悪いと思ってないのにね」

        　直樹は翔から体を離す。

        「翔さんの心の中、知りたいなって思うよ。だけど、絶対に見せてくれないよね。どこまでも従順でさ。だったら、どこまで俺に従ってくれるのか、試してみたいなって思ってさ」

        　直樹が口元だけを上げて笑う。嫌な予感がしたが、その場から逃げ出すことはしなかった。

        「服、脱いで」

        　直樹の冷たい声が響く。翔はコクリと頷くと、服を脱いだ。

        「オナニーして見せて」

        「え？」

        「何でもするって前に言ったよね。俺、翔さんのソロプレイ見てみたいな」

        　ニコニコ笑っている直樹の、笑っていない目が翔を射貫く。そんなのは嫌だと言いたかったが、翔は頷くと、ベッドに座った。

        　ベッドに横になると、直樹に背中を向けて萎えているペニスを擦る。

        「ふざけてるの？　それじゃ何も見えないよ」

        　直樹が背中をつっと指で辿ってくると、翔の肩を掴んで、仰向けにさせられた。

        「こっち向いて座って」

        　耳元で囁かれ、翔は直樹の方に向かい膝を立てて座った。

        　直樹は椅子に座ると、じっと見てくる。視線が痛いと思いながら、足を閉じ、陰茎を擦った。

        「すっごい下手くそ。オナニーしたことないの？」

        「中学の時、少しだけ」

        「でも、インポになったから高校生の時からしてないもんね。治ってから、俺が相手してたし、自分でする暇なかった？」

        　翔はコクリと頷く。恥ずかしくて、そこは全く反応しなかった。

        「翔さん、本当に精神攻撃弱いね。全然勃ってない」

        　直樹はクスリと笑うと、翔の足の間を指さしてくる。

        「それとも、そこじゃ物足りないからじゃないの？　後ろ、指入れて見せてよ」

        　翔は泣きそうな顔で直樹を見て、首を振る。

        「足、もっと開いて」

        　しかし、直樹はやめてくれるどころか、更に要求をしてくる。翔は俯くと、そっと足を開いて、後孔に指を這わせた。

        　中指を一本、そっと入れる。まだ濡れておらず、肉が引きつれた。

        「直樹、無理。痛いよ」

        　直樹はため息をついて立ちあがると、翔のペニスを掴み、舌を這わせてきた。

        　直樹の舌の感触に、体をブルリと震わせる。快楽以上に、直樹が触れてくれたことに安堵した。

        「ン……あ……」

        　翔が声を漏らす。勃ち上がったそこは、直樹の巧みな舌使いにもう出したいと戦慄わなないている。

        「もう、出そう」

        　翔が言うと、直樹は翔から口を離した。突然快楽から放り投げられ、潤んだ目で直樹を見上げる。このまま後ろを弄まさぐり、挿入をしてくれるのだろうかと思ったが、直樹は再度椅子に座ってしまった。

        「ここまで手伝って上げたんだから、できるよね、ほら、シーツ濡れてるよ」

        　翔は、羞恥に全身を赤く染めた。陰茎の先端は先走りと直樹の唾液で濡れ、後ろは欲しいと疼いている。直樹にねだるような視線を送ったが、しかし直樹は動く様子はなかった。

        　こうと決めた直樹を動かすのは難しい。翔は後ろに指を入れると、そこを擦った。

        「あ……」

        　先ほどとは違い、そこは濡れていたのでスムーズに指は動いた。直樹の視線が辛かったが、指を抜き差しする。前立腺に指が当たる度に、体がビクリと震えた。

        　前を擦りながら、グリグリと前立腺を押すと、腹の奥がぐにゃりとなり、たまらなく気持ちが良い。しかし、己の体だというのに思ったような快楽は得られない。涙目で、直樹を見つめた。

        「や……だめ……これ以上、むりぃ」

        「俺にして欲しいの？」

        「して……自分じゃ上手くできない」

        　直樹はゴクリと唾を飲んだが、しかし首を振った。

        「駄目。ちゃんと射精したら終わりして上げるから」

        　翔はその言葉に目をぎゅっと瞑る。惨めだと思った。何だか、直樹のおもちゃになったように感じる。もっともそれを望んだのは自分だ。翔は半ばヤケになりながら、ペニスを擦り、後孔を指でえぐった。

        「イク……」

        　指が疲れる頃に、ようやく絶頂がやってくる。翔は身をぎゅっと縮こまらせると、己の手の中に射精をした。

        　直樹は翔の所に来ると、翔の手を舐めてくれる。翔は荒く息を吐きながら直樹を睨み付けた。

        「こんな……」

        「いやだった？」

        「お前は楽しかったか？」

        「いえ、思った以上には。翔さん、全然エロくないし、やっただけ無駄だったなって」

        「……ッ！」

        　平然と言う直樹に、翔はカッとなってその手を叩き落とした。

        「ふざけんな！」

        「いやなら断れば良かったでしょ」

        「俺が断れるわけねぇだろ！」

        　直樹の顔を睨み付けるが、すぐに失言をしたと思って俯いた。

        「なんで断れないの？」

        「ごめん」

        「また悪いと思ってないのに謝る。いい加減にしろよ。苛々する」

        「だから、ごめんって」

        　直樹は苛ついた様子で、思いっきりベッドに拳を叩きつける。ベッドのスプリングが軋み、翔は体をビクリとさせた。

        「翔さん、俺を怒らせたいの？」

        「そういうわけじゃ」

        「まるで俺が悪いみたいだ。俺は、翔さんに笑って欲しいのに、これじゃあ何のために一緒にいるのかわからない。こんなオメガ、番にしなければ良かった」

        「え？」

        「番、解消する？　安心して。明里はちゃんと育てるから」

        　翔は直樹に言われたことが信じられなくて、体を震わせた。

        「俺に出て行けってこと？」

        「そうだね。俺が出て行けって言ったら、出て行くんでしょ」

        　翔は、直樹の言葉がショックで、言葉が出てこなかった。

        「俺が出来損ないだから？」

        「さぁ、どうだろう」

        　翔はコクリと頷くと、服を着始める。凄く悔しかったが、しかし、どう言い返せばいいのか分からない。ただ、もうここにはいたくないと思った。

        　どこに行くか。取りあえず健太に頼るしかない。幸いロードバイクがあるから移動には困らない。顔を見られたくなくて俯いたままリビングに行くと、ロードバイクに手をかけた。

        「ちょっ、翔さん！」

        　直樹が腕をつかんでくる。それを強く振り払うと、ロードバイクを肩に担いだ。

        　涙が流れてくる。泣きたくないのに、と思ったが涙が止まらない。玄関に向かうと、玄関の前で直樹が立ちはだかった。

        「どけよ。わかった。番は解消だ。結婚もしてないし、問題ない」

        「いい加減にしろよ！　怒るときもそれか。いい加減、言いたいこと言ってよ！」

        「ごめん。明里は後で迎えに来るから」

        「どこに行くの？」

        　健太の所、と言うはずだったが、口から出たのは違う名前だった。

        「優の所」

        　それに、直樹が目を見開き、凍り付いたように動きを止めた。

        「何言ってんの。優さんがどこにいるか知ってるの？」

        「知らない、知らないよ。でも会いたい。優に会いたい。俺、優にさよならも言ってない」

        　涙がぶわっと溢れてくる。涙と鼻水で顔はぐしゃぐしゃになったが、構わず泣いた。優に会いたい。口に出したことで、体に力が入らなくなってしまった。

        「話、しよう。出て行くのはそれからでいい」

        　直樹が翔の手からロードバイクを奪う。背中を押され、リビングに誘導されるのに、翔は大人しく従った。

        　ソファに座ると、隣に直樹が座る。もう直樹ともお終いだと、漠然と思った。

        「まだ、優さんのことが好き？」

        　直樹は予想に反して、怒ってはいなかった。優しい口調で聞いてくる。

        　翔はそれにどう答えて良いかわからない。好きなのに決まっている。しかし、それは直樹に対する気持ちとは別のものだ。

        「わからない。ただ、優は凄く明里を大事にしてくれてた。一緒にいたいって、いつも言ってた。俺、それなのに明里のために、ううん、違う。自分の為に、優を捨てた。優の気持ちを考えると……もう、それを考えると、辛くて、心がどうにかなりそうだ」

        　直樹は翔の手を握ってくれた。

        「そうだよね。そんなこと、分かってた。だけど、俺も必死で……ごめんね」

        「え？」

        「翔さんの心がさ、だんだん離れていくのを感じていた。俺、それに焦って、翔さんが離れないようにって、翔さんを縛っていった。悪循環だって分かってたけど、翔さんは何も言ってくれないし、どうしていいかわからなかった」

        　直樹の顔を見ると、優しい表情で翔を見てくる。翔の涙を拭ってくれ、頬にキスをしてきた。

        「番解消なんて、思ってもない。口にするだけで辛い。ただ、翔さんの感情を引き出したかった。怒りでも何でもいいから、俺にぶつけて欲しかった。酷いこと言ってごめんね」

        　そう言って直樹が抱きしめてくれる。翔はその温もりに安堵した。

        「今日はもう寝よう。また、ちゃんと話そうよ」

        「うん」

        　直樹が翔の体を抱き上げると、ベッドまで連れて行ってくれる。そして、ベッドに優しく下ろしてくれると、後ろから抱きついてきた。

        「直樹……」

        「うん」

        「好きだよ」

        　翔の言葉に、腰に回った直樹の力が、少しだけ強くなった。

        　目を瞑ると、そこには暗闇が広がっている。翔の前には夜がいつでも待ち構えていて、それは相変わらず明けることはなかった。

        　

        　

        ＊

        　

        　直樹に連れられてやって来たのは、雑貨屋などが並ぶ若者に人気の街だった。

        　明里はベビーシッターに預けてある。二人で出かけたいと言われて、渋々明里を預けたのだ。

        「今日も買い物？」

        　直樹は翔とは違い、服やインテリアにこだわりがあり、気に入った物がなければ買わない性格だ。何か欲しいものがあるのだろう。

        「ううん。ご飯、食べよう」

        「ご飯？」

        「そう」

        　わざわざ食事をするために来たのか。よほど美味しい店なのだろうと思っていると、直樹に手を引かれて、一軒のカフェに連れて行かれる。さほど大きな店ではないが、落ち着いた店構えの店で、昼間はランチなどを提供するカフェ、夜はバーになるようだった。雰囲気の良い店だが、しかし、わざわざ遠出してまで来るような店ではないように思える。

        「いらっしゃいませ」

        　店員が声をかけてきたので、直樹が指を二本立て、二人だという旨を告げた。

        「テラス席もございますが、どちらにいたしますか？」

        「今日暖かいから、テラスがいいな。翔さんは？」

        「そうだね」

        　翔が頷くと、テラス席に案内される。３月に入り、少し温かくなってきたので、日が出ていれば外で食事でも問題無かった。

        「テラス席、気持ちいいな」

        　翔が言うと、直樹が笑う。

        「良かった。翔さん、本当にいいのかわからないから」

        　直樹がメニューを差し出してきた。都内なのでそれなりの値段はするが、良心的な値段であるので安心する。翔はキッシュのワンプレートを、直樹はハンバーガーを注文した。

        　しばらく待つと、キッシュやサラダやパンが載ったプレートが運ばれてくる。美味しそうな匂いがした。

        「先に食べてよ」

        「うん」

        　返事をしたが、直樹のハンバーガーが運ばれてくるまで待つ。直樹は少し困った顔をしていた。

        「いただきます」

        　直樹のハンバーガーが運ばれてきたので、キッシュを口にすると、チーズと卵とクリームの味が広がった。家では作らない料理であり、とても美味しい。

        「美味しい」

        「よかった」

        　店内は、客が増えてほとんど満席になった。先ほど案内してくれた店員以外にも、もう一人の店員が忙しくなく動いている。

        　翔は黒いエプロンを着けたその店員を視界に入れた瞬間、動きを止めた。背は高くないが頭は小さくバランスが良い。波打つくせっ毛に、大きな瞳。それは、一年前まで、毎日一緒にいた男だった。

        「優？」

        　翔が呟くと、その声が聞こえたはずもないのに、優がこちらを見てきて、目を見開いた。

        　どうしていいか分からずにじっと見つめると、優も同じように固まっていたが、翔よりも早く我に返ったようで、ニコリと笑った。

        「半年前に、この店オープンしたみたい」

        「え？」

        「スポンサーは光村拓也。ホテル業界の雄だ。知ってる？」

        「ううん」

        「凄い偶然。ちょうど来た」

        　店の中に光村が入ってくるのを、直樹が視線で指し示した。

        　翔も光村を見ると、光村は優の元に歩いて行き、何かを言った。それを見て優は笑うと、席に案内をする。その笑顔も動作も自然なもので、翔はそれに複雑な思いを抱える。優が自分以外に笑っているのだという事実に胸がもやもやしたが、同時に安堵もする。翔の知らない優が、そこにはいた。

        　食事を終えても、直樹は帰ろうとしなかった。翔は、店に迷惑かと思いながらも、直樹の心遣いに便乗して店を出ようとは言わなかった。

        　優をずっと目で追う。優は柔らかな笑顔で、接客をしていた。キビキビと動きながらも所作は柔らかくゆったりだ。その様は見ていて気持ちが良い。キャバクラではナンバーワンだったと聞いたことがあるので、接客はお手の物だろう。

        　考えてみたら、優の働くところを見るのは初めてだった。翔の働く居酒屋に優が来ることはあったが、翔が優の店に行くのは禁止されていたのだ。今更ながら、優の姿に見惚れた。直樹が頼んでくれたケーキを食べ、長い間居座っていた。

        　ランチの時間が終わればお茶を飲みに来る客が増えたが、それでも少しは手が空いたのだろう。優が翔の席にやってきた。

        「久しぶり」

        　優が言うのに、翔は笑った。

        「久しぶり。忙しそうだね」

        「おかげさまで」

        　しばらく沈黙が続く。明里のことを聞きたいだろうに、優は聞いてはこない。優なりのけじめなのだろう。別れるときに貰った手紙を思い出し、翔は涙が出そうになるのをぐっと耐えた。

        「翔、幸せ？」

        「うん」

        「嘘」

        　優がそう言って笑う。

        「翔はさ、すぐに顔に出るんだ。無理してるんだろ」

        　翔は答えずに、苦笑いをする。昔から何度も言われたことだ。

        「嘘じゃないよ」

        　それでも、幸せだというのは、嘘ではない。翔がそう言うと、優はそっか、と言った。

        「俺は大丈夫だよ。忙しいし大変だけど、充実してる」

        　優はそう言って、店内に視線をやり、次に直樹に視線を移した。

        「こいつ、翔を大事にしてくれてるだろ。それはわかるよ。俺は、アルファを見る目はあるんだ。でも、翔がそれを受け入れられない、だろ」

        　翔は答えずに、ぎゅっと手を握った。直樹の前で、答えられるはずはなかった。

        「翔がいなくなったら、俺は自分が生きている意味なんて無いと思った。自分が消えるってそう思ってたけど、人間、そうやわじゃないのな。何だかんだで、生きてるし、光村さんが支えてくれて、これでいいのかなって、最近ではそう思い始めてる」

        「うん」

        「だから大丈夫。お願いだから、俺が捨てた去った物をさ、俺の心を、無駄にしないで」

        「うん」

        　翔は涙が流れるのを感じながら、何とか、ありがとう、とだけ言った。

        「バイバイ。元気でな」

        　優はそう言って、店内に戻っていった。

        「帰りましょうか」

        　翔が落ち着いたのを見計らい、直樹がそう言ってくれる。頷くと、翔の手を握ってくれた。

        　店から出ると、直樹は手を握ったまま、無言で歩く。しかし、昨日のような不穏な空気ではなく、優しい雰囲気であった。

        「ありがとう」

        　翔が言うと、直樹は首を振る。

        「お礼言われることなんてしてないよ。ただ俺は、早く区切りをつけて欲しいだけ。忘れるのは無理だって分かってるから」

        「うん」

        　直樹はまた無言になると、翔を連れて電車に乗った。翔も、何も言わずについていく。

        　降りたことのない駅で降りると、直樹に連れられるまま歩いた。少しでも後ろに下がると、直樹の歩調が遅くなる。翔は、直樹の隣で歩くように気をつけて歩いた。

        　着いた場所は公園だ。記憶が鮮明に蘇る。ここは、翔が直樹にパンク修理を手伝って貰った公園だった。

        「座ろうか｣

        「うん」

        　ベンチに座ると、直樹はようやく口を開けた。

        「ここでさ、初めて翔さんを見た時、笑顔が凄く眩しかった。こんな笑顔を毎日俺に向けてくれたらってさ……」

        「うん」

        「大学に入って、翔さんは俺にその笑顔向けてくれた。嬉しかった」

        「うん」

        「でも、今は違う。わかってるよね」

        「うん」

        　直樹の言いたいことは分かっている。そして、そうすることで自分を守っているということもわかっていた。従順に従っている振りをすれば、何も考えなくても良い。そしてそうすれば、贖罪になると思っていた。いや、そう思いたかった。

        　直樹が翔を見てきた。優しい視線に、どれだけこの男を傷つければ気が済むのだろうかと、己の矮小さに反吐が出る。

        「どうしていいかわからなかった。どうしても、罪悪感が消えなくて、優にも、直樹にも、どう償っていいのかわからない」

        　直樹が翔の手を包み込んでくる。直樹は、翔が落ち込んだり傷ついたりすると、よくこうしてくれていたと思い出した。大きくて、温かくて、優しい手だ。

        「でも、優も、直樹も、もうとっくに歩き出してる」

        「本当は、翔さんはそんなことに悩む必要は無いんだ。俺と優さんと二人で、翔さんを無理矢理に奪った。何もかも奪った。俺はそんな翔さんの罪悪感さえも、利用した」

        「そんなことない」

        「そんなことあるよ。俺は翔さんが俺に縋すがってきたとき優越感でいっぱいだったけど、でも、そのままずるずる来て、翔さんが自分の意見を言わなくなって、人形みたいになって、このままじゃ駄目だって思った」

        　ごめんね、と直樹は言うと、鞄から小さな箱を取り出した。

        「これね、結婚指輪。本当は婚約指輪が良いんだろうけど、翔さんはいらないって言うかなって思って。何だかんだで、結婚を申し込めないままでいたから」

        　照れくさそうに、直樹は指輪ケースをパカッと開けた。

        「俺はね、ただ好きなだけなんだ。翔さんが好き。本当に、本当に、好きなんだ」

        「うん。わかってる。俺も好きだよ」

        　本心からそう言う。優のことは未だ振り切れないのかも知れない、しかし、あの笑顔が見られたのなら、それでいい。

        　翔は指輪をじっと見る。日の光を受けて、銀色に光るそれは綺麗だ。それを見た後顔を上げ、直樹の照れくさそうな、しかし不安そうな顔を見た。

        　直樹は、自分とは違う。深い夜に飲み込まれたままの自分とは違い、不安も憎しみも全て飲み込み、時には翻弄されながらも優しく隣で寄り添ってくれていた。それは直樹が強いからか、それとも、それだけ自分を愛してくれているからか。

        　日差しに照らされた直樹の顔を見て、何だか久しぶりにこの男の顔を見たと思った。直樹が自分の笑顔を好きだと言うが、自分の方こそ、直樹の笑顔にひかれていた。いつも真っ直ぐに話しかけてくれる直樹が大好きだった。それを思い出すだけで、胸がぎゅっと苦しくなる。

        「結婚、してくれますか？」

        　直樹の声が少しだけ震えている。それが、何だかおかしかった。

        「うん。俺でよければ」

        　直樹が翔の左手を取ると、薬指に指輪をはめてくれた。その手も少しだけ震えている。

        「直樹、わかってる？　俺はね、直樹にも沢山救われたんだよ。俺、直樹が好きだった。凄く凄く好きだった。でも、優も大好きだった。一番ずるいのは俺だ。それなのに、受け入れてくれてありがとう」

        　翔は直樹の手にある指輪ケースからもう一つの指輪を取り出すと、それを直樹の左手の薬指にはめた。

        　そして、直樹の唇にキスをする。触れるだけのキスをして離れると、直樹が驚いた顔をしていた。

        「ずっと、一緒にいてください」

        　翔が言うと、直樹の目尻にじわりと涙が浮かんだ。

        「えぇ、絶対に離しません」

        　直樹はそう言うと、今度は直樹からキスをしてくる。それにうっとりと目を瞑った。

        　唇を離すと、直樹の肩越しに青い空が見えた。深い夜は、もうとっくに明けていた。
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